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　世界で最も長大で、最も深いと言われている大峡谷。

　日中でも陽ひの光が一切届かないその谷底に、彼らの住すみ処かはあった。

　闇に溶け込む漆黒の鱗うろこ。一般的なドラゴンと比べて細身で長い身体からだつきは、力強さよりも俊敏さを感じさせる。

　彼らは闇竜。闇に生き、闇を操る、特別なドラゴンの一族だ。

　そんな彼らが静かに暮らしていた谷底に、突如として眩まばゆい光が飛び込んできた。

『相変わらず辛気臭い場所じゃのう！　こんなところに住んでおったら、精神まで暗くなってしまいそうじゃ！』

　他でもない、ジオンの眷けん属ぞくとなった雷らい轟ごう竜りゅうである。

　主君への誤った忠誠心に突き動かされて、果敢にも闇竜たちの寝床へと単身で乗り込んできたのだった。

　青天の霹へき靂れき、いや、闇空の霹靂と言うべきだろうか、凄すさまじい魔力と雷光を放つその異種のドラゴンの登場に、闇竜たちは大いに当惑した。

　しかし自分たちの住処を荒らされて、大人しくしている彼らではない。

「「「グルァァァァッ!!」」」

　鋭い咆ほう哮こうを轟とどろかせ、一斉に闖ちん入にゅう者へと躍りかかっていった。

　だが相手はドラゴンの頂点に君臨する雷轟竜である。その巨体が暴れるだけで、闇竜たちは軽々と蹴散らされてしまう。

『……む？』

　そのとき雷轟竜は、自身の身体が急に重たくなったように感じた。

　闇竜たちが、その闇を操る特殊能力を使い、雷轟竜の動きを封じにかかったのだ。

　この暗闇に沈んだ谷底は、彼らが能力を最大限に発揮できる場所でもある。

　だが──

『くくく、この程度で我から自由を奪えるとでも思ったか！』

　直後、雷轟竜は全身から強烈な雷光を放出した。

「「「〜〜〜〜〜〜ッ!?」」」

　雷撃を浴びて、闇竜たちが次々と倒れていく。

　拘束していた闇すらも焼き払われ、雷轟竜は再び自由の身と化した。

　地の利のハンデをあっさりと覆くつがえしてしまう雷轟竜の圧倒的な強さに、もはや闇竜たちは怯おびえて後あと退ずさることしかできない。

　だがそこへ、闇の奥から雷轟竜に勝るとも劣らない体たい軀くのドラゴンが悠然と姿を現す。

『……何の用？』

『ようやく出てきおったか！　久しいのう、闇あん黒こく竜りゅうよ！』

　そのドラゴンこそが、この谷底の支配者にして、雷轟竜と同格であるドラゴンの頂点──闇黒竜だった。

『他でもない、貴様に用があって来たのじゃ！』

『こっちにはない。帰って』

　闇黒竜は淡々と突っ撥ぱねるが、主君のために暴走している雷轟竜が大人しく引き下がるはずもない。

『そういうわけにはいかぬ！　我は貴様を殺さねばならぬのじゃ！』

『……は？』

『私し怨えんはないが主あるじのためじゃ！　観念して死ぬがよい！』

『意味が分からない』

　闇黒竜側からすれば、なんとも迷惑極まりない話だった。

　しかし動揺する素振りもなく、悠々と断言する。

『ここは私のホーム。圧倒的有利』

『くくく、果たしてそうかのう？』

『？』

『主君によって不死身のアンデッドとして生まれ変わった我の力、とくと見るがよいわっ！』

　雷轟竜は誇るように宣言すると、その太い後ろ脚で力強く地面を蹴り、闇黒竜へと躍りかかるのだった。











第一章　初めて歓迎された









【──３、２、１、０……種族進化が完了しました】

【──現在の種族は〈不死皇帝デス・エンペラー〉です】




　あれ？　今、何してたんだっけ……？

　ぼんやりとした頭で周囲を見回しながら、ゆっくりと身体を起こす。

　視界に広がるのは鬱うっ蒼そうと茂る樹木だった。

　どうやら俺はこんな森の中で眠っていたらしい。アンデッドになった俺は、睡眠を必要とはしないはずだが。

　困惑していると、段々と記憶が蘇よみがえってきた。

　……そうだ。確か俺は、雷轟竜を誤って眷属にしてしまった。そしてその雷轟竜が全裸の金髪美女に変身したため、必死に逃げたのだ。

　どうにか撒まいたと思ったところで、急に意識が朦もう朧ろうとして……。

　そのまま永遠の眠りにつければよかったのだが、残念ながらそんな都合のいいことは起こらなかったようだ。

「それどころか……何となく身体の奥から力が湧いてくるような……」

　い、いや、気のせいだな、うん。

　今までですら常軌を逸した強さだったのに、それ以上に強くなったら堪たまったものじゃない。

　結局、何で眠ってしまったのかも、それがどれくらいの時間だったのかも分からないが、ともかく寝ている間に雷轟竜に見つからなくてよかった。

　念のため周囲を警戒しつつ、俺は森の中を歩き出した。

「オオオオオンッ！」

「わああああっ!?」

　獣の咆哮とともに、人間っぽい悲鳴が聞こえてきたのは、ようやく森の出口が見えてきた頃だった。

「人が襲われているのか……？」

　そう遠くない場所だろう。地面を蹴って走り出すと、すぐにそれらしき影が見えてくる。

「こ、こっち来るなよっ！」

「オオンッ！」

「ひぃぃぃっ！」

　木の棒のようなものを手にした十歳ぐらいの少年が、犬の魔物コボルトと対たい峙じしていた。

　少年は必死に木の棒を振り回して威嚇するが、コボルトの方はまったく動じず、無造作に距離を詰めていく。

　このままだと少年はコボルトの餌え食じきになってしまうだろう。

　俺は木の陰から飛び出すと、コボルトの頭部に蹴りを見舞った。

「ギャンッ!?」

　コボルトは遥はるか彼方かなたまで吹っ飛んでいき、大木の幹に叩たたきつけられてぐしゃりと潰れた。

　……ちゃんと手加減したつもりだったが、まだ足りなかったようだ。

　まぁでも、蹴った瞬間に頭部が破裂するよりは幾らかマシだよな、うん。

「……え？」

　少年は何が起こったのかと、目をパチクリさせている。

「だ……ぶ、か？」

　大丈夫かと言おうとしたのに失敗した。

　相手は子供だぞっ？　何で緊張しているんだよ！

　我ながら情けない限りだが、反省するのは後だ。今はこの少年と上手うまくコミュニケーションを取ることに集中しよう。

　一言目で躓つまずいてはしまったが、若い女性と比べれば、遥かに簡単なはず。

　逆にこれで上手くいかなかったら、もはやどうしようもないな……。

「だいじょう、ぶ……か？」

　よし、どうにか言い直せたぞ。

　今まで何度も怯えられてきたが、今回は魔物に襲われているところを助けてあげたのだ。

　きっと俺が人畜無害な存在だと分かってくれるはず。

　俺がドキドキしながら、少年の反応を待っていると、

「へ……」

　……へ？

「へ、変態だぁぁぁっ！」

　少年が俺の下腹部を指さして叫んだので、ハッとさせられる。

　そうだった！　今の俺は全裸なのだった！

　アンデッドになったことで、そもそも皮膚の感覚がない。なので寒さも感じなければ、空気の感触もないのだ。

　だから走っている間に、自分が裸であることを完全に忘れてしまっていたらしい。

　森の中で動物を狩り、毛皮を手に入れるつもりだったのに……っ！

　なんという失態だ。完全にやらかしてしまった。これではコミュニケーションを取れるはずもない。

「あはははははっ！　変態じゃん！　おじちゃん、何で裸なのっ？　もしかして裸のまま森の中で暮らしてるのっ？」

　……ん？

　しかし俺の予想に反して、なぜか少年はケタケタと笑い始めた。そんなに面白いのか、お腹なかまで抱えている。……おじちゃん呼ばわりにはこの際、目を瞑つぶっておこう。

「あー、面白い。ところでおじちゃん、何て名前なの？　僕はレイだよ」

「……じおん」

「ジオン？　じゃあ、ジオンおじちゃんだね」

　少年、レイは無邪気に俺の名前を呼んでくれる。

　やった、ついに俺のことを怖がらない人に出会うことができたぞ！　……子供だけど。

「でもおじちゃん、不思議な髪と目をしてるね？　あ、そっか……それで虐いじめられて、森の中で暮らしてたんだね……」

　レイは大変だったねという顔で俺を見てくる。

　全然違うのだが……いや、ある意味、そう違わないかもしれない。

「うちの村に来る？　何にもないところだけど」

「い、いいのか……？」

「もちろん！　僕の命の恩人だしね！　あ、でもその恰かっ好こうじゃみんなびっくりしちゃうかも？　ちょっと待ってて！」

　そう言って、レイはどこかへ走っていった。

　しばらく待っていると、服を抱えて戻ってくる。

「はい、これ着ていいよ！　父ちゃんのだけど！」

　どうやら家まで取りに行ってくれたようだ。なんて良い子なんだ……。

　俺は「あ、ありが……とう……」とぼそぼそ礼を言ってから、その厚意に甘えて服を借りることにした。

「どう、サイズは？　あ、ぴったりだね！」

　よし、これで変態に間違えられる心配はなくなったぞ。

　しかし果たして、村に行っても大丈夫なのだろうか。レイはまだ子供だ。だから俺を怖がらなかっただけで、大人が快く迎え入れてくれるとは限らない。

「じゃあ行こう！　こっちだよ！」

　レイに強引に手を引っ張られ、考えがまとまらないまま森を出た。

　そこから少し行くと、それなりにしっかりした壁に囲まれた小さな村に辿たどり着く。森から近い場所なので、これくらいの防壁は必須なのだろう。

　ただ、あちこち崩れかけていて、随分と年季が入っているようだ。

「ここが僕の村だよ！　何にもないでしょ！」

　家屋は全部で三十軒ほど。

　こんなことを言っては失礼かもしれないが、どれもみすぼらしい。

「こら、レイ！　また村の外に出ていたのか！　危険だからダメだって言ってるだろう！」

「うわっ、父ちゃん！」

　怒鳴りながらこっちにやってきたのは、どうやらレイの父親らしい。

「だって、村の中は狭くてつまんないんだもん！」

「死にたいのか、お前は！　今はコボルトの群れが近くにいるんだ！　襲われたらどうする！」

「これで倒すから大丈夫！」

「そんな棒切れでコボルトが倒せるか！」

　実際、コボルトに襲われて死にかけていたもんな……。

　どうやらレイは親の言うことを聞かないヤンチャ坊ぼう主ずのようだ。

「ん？　誰だ、そいつは？　って、俺の服を着てないか？　まさか、泥棒……」

「ち、違うよ、父ちゃん！　えっと……助けてくれたお礼というか……」

　急に歯切れが悪くなるレイ。

　さすが父親と言うべきか、その様子にすぐにピンときたようで、

「お前、やっぱりコボルトに襲われたなっ！　だから言っただろう！」

「ひえっ、ご、ごめんよ、父ちゃん……っ！」

　父親から雷を落とされ、レイは涙目で謝る。

　……なんだか昔の俺を思い出すな。俺も小さい頃、勝手に村の外に出てよく親に怒られていたっけ。

　そんなことを考えていると、

「ええと、すいません。どうやら息子を助けていただいたようで」

「……いっ、え」

　急に話しかけられるとびっくりするよね……。

「実は最近、村の周辺にコボルトの集落が発見されまして。冒険者ギルドに依頼をしてはいるのですが、何分こんな辺境の村ですので、なかなか派遣されてこないのです」

　レイの父親は事情を説明してくれる。俺のことを少しは警戒してるようだが、息子を助けたからか、特に怖がっている様子はない。

　そこへ騒ぎを聞きつけたらしく、他の村人たちも集まってきた。

　彼らも見慣れない白髪に少し驚きはしたものの、特に怯おびえたりすることはなく、

「ともかく無事でよかったな」

「レイには困ったものだ」

「いやいや、子供の頃はあんなものだよ」

「それにしてもあの兄ちゃん、変わった髪と目だねぇ」

　こ、これはもしかして絶好のコミュニケーションチャンスでは……？

　怯えられたりいきなり攻撃されたりしないなんて、初めてのことではないだろうか。

　よし、今こそ勇気を振り絞るんだ。

　と決意した、まさにそのときだった。

「た、大変だっ！　村の防壁が……っ！　村の防壁が壊されたぞっ！」

「「「何だって!?」」」

　血相を変えて駆けてきた村人の叫び声に、誰もが愕がく然ぜんとする。

「ワオオオオオンッ！」

「きゃあああっ！」

　直後、獣が吠ほえる声と悲鳴が聞こえてきた。

「え、エルダーコボルトだっ！　コボルトの上位種が、群れを引き連れて村を襲いに来たんだっ！　そして防壁を壊してっ……」

「くそっ、こうなったら戦うしかないっ！　レイ！　お前は家の中に隠れてろ！」

　レイの父親はそう告げて、悲鳴がする方へと走っていく。

　せっかく会話する絶好の機会だったのに……。

　いや、むしろこれは更なるチャンスでは？

　ここでコボルトの群れを倒すのに貢献すれば、村人たちからもっと感謝され、信頼を勝ち取ることができるかもしれない。

「ま、待って、父ちゃん！　ぼ、僕も戦うよ！」

　そう叫び、勇ましく走り出そうとしたレイの腕を、俺は摑つかんだ。

「おじちゃんっ？　何するんだっ、放してよ！　僕も戦うんだ！」

「……」

「え？　おじちゃんに任せろって？」

　俺は力強く頷うなずいてから、レイを残して地面を蹴った。

「は、速っ!?」

　そして時に家を飛び越えながら、交戦音のする方へと一直線。すぐにコボルトの群れと戦う村人たちが見えてきた。

「ワオオオンッ！」

「ぐあっ!?」

「バウバウッ！」

「がっ……」

　村人たちの大半が戦闘の心得などないらしく、かなり苦戦していた。なにせ武器が鍬くわとか鎌だしな。

　しかも崩れて穴が開いた防壁から、次々と新たなコボルトが村の中へと侵入してきている。

　村がコボルトに占拠されてしまうのも時間の問題だ。

「ワオ──────ンッ！」

　そして仲間たちを鼓舞するかのように、ひと際きわ大きな咆ほう哮こうを上げたのは、通常のコボルトより二回り以上も体格のいいコボルトだった。

　あいつがこの群れを率いている上位種、エルダーコボルトだろう。

　俺は真っ先にそのエルダーコボルトへと突っ込んでいくと、腹に蹴りを叩たたき込んだ。

　バァンッ！

「〜〜〜〜ッ!?」

　それだけで硬い筋肉が破裂し、中から飛び出した内臓が辺りに散らばる。

　本体の方は物もの凄すごい速さでふっ飛んでいき、防壁に開いた穴を通ろうとしていたコボルトたちを巻き込みながら、村の外へと消えていった。

　……ちょっと勢いをつけ過ぎてしまった。

　周りを見回すと、村人たちだけでなく、コボルトまでもが動きを止め、啞あ然ぜんとした顔でこっちを見ていた。

「「「ワ、ワオオンッ!?」」」

　しばしの硬直の後、恐怖で顔を歪ゆがめたコボルトたちが、一目散に先ほどの穴へと殺到した。

　どうやら自分たちのリーダーを瞬殺され、完全に戦意を失ってしまったらしい。

　我先にと一斉に穴へと飛び込んだせいか、何度もつっかえてしまいながらも、コボルトたちは慌てて村の外へと逃げていったのだった。

[image: ]

「た、助かった……のか？」

「そうみたいだな……」

「けど、あの白髪は一体……」

　当然ながら、皆の注目が俺一人に集まってくる。

　や、やめてくれ……そんなに見られると緊張してしまう……。

　エルダーコボルトの腹を蹴り一発でぶち破ってしまったせいか、村人たちの視線には少なからず怯えが混じっていた。しかも彼らからすれば完全に見知らぬ人間だ。

　そんな中、レイの父親が傍そばに駆け寄ってきた。

「お陰で村が助かりました！　それに息子のことも……本当に感謝してもしきれません！」

「あ、い……」

　返事に失敗した！

　だがそこから堰せきを切ったように、他の村人たちが次々と礼を言ってくるようになった。

「兄ちゃんめちゃくちゃ強いんだな！　まさかエルダーコボルトを一撃で倒すなんて！」

「これで奴やつらも二度と村には寄ってこねぇだろ！」

「もしかして有名な冒険者さんとか？」

　その友好的な態度に、どう反応していいのかまったく分からず、俺はおどおどすることしかできない。もちろんこれだけ感謝されて嬉うれしくないはずはないのだが……。

　レイの父親が言う。

「ははっ、どうやら俺たちの恩人さんは、少し人見知りのようだ。お前たちそれくらいにしておけ」

　わ、分かってくれたか……っ！

　俺は思わずぶんぶんと頭を強く振ったのだった。

　その後、俺は村の人たちから大いに持て成されることとなった。しかも俺が人見知りであることも周知されたようで、適度な距離を取って接してくれる。

　ありがたや……ありがたや……。

「おじちゃん、どうやったらそんなに強くなれるんだ！　教えてくれよ！」

「おれも知りたい！」

「おれもおれも！」

　まぁ子供たちだけは遠慮なく群がってくるが。

「ぜひ今晩はうちに泊まっていってくだされ」

　そう言ってきたのは、この村の村長だ。せっかくなのでその厚意に甘え、彼の屋敷に上がらせてもらった。

「さあ、どうぞお召し上がりください」

　そこで振る舞われたのは、村長の妻や娘たちが腕によりをかけて作ったという料理だ。

　アンデッドの身に食事は不要なのだが、せっかくなのでいただくことに。

　……しかし悲しいかな、まったく味がしない。やはりアンデッドには味覚がないようだ。

「どうですか、お味の方は？」

「……」

　どう返事すればいいか分からないので、俺は黙々と食べ続けた。

　すると勝手に気に入ったと思ってくれたようで、

「見事な食べっぷりですね。ぜひたくさん食べてください」

　それにしてもまったくお腹なかがいっぱいにならないな……。

　そもそもこの身体からだで消化ができるのか？

　そんな疑問を抱きつつ、俺は用意された大量の料理をすべて平らげてしまう。

　結論から言うと、ちゃんと消化されるらしかった。食べた直後は腹が膨らんでいたが、段々と元通りになっていったのである。

　だがいつまで経たっても尿意も便意も起こらないので、生きている人間とは消化の仕組みが少々異なっているのかもしれないな。
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「そろそろ村に着くはずだ」

「依頼が出されて二週間は経ってますよね？　すでにコボルトに滅ぼされてたりして……」

「おいおい、縁起でもないこと言うんじゃない」

　俺の名はベル。もうすぐ三十五歳になるＢランクの冒険者で、生まれ故郷であるタナ王国を拠点に活動している。

　タナ王国は吹けば飛ぶような小さな国だ。冒険者ギルドも王都にしか存在していない。

　それゆえ慢性的な人手不足で、常に依頼の達成が遅れがちだった。

　今、俺たちが向かっているのは、そんなタナ王国でも辺境に位置するド田舎の村である。

　英雄王が治めるロマーナ王国とは地理的に遠くないのだが、間に広大な森を挟んでいるため、行き来するには大きく迂う回かいする必要があった。

　もしこの森さえなければ、ロマーナとの行き来が盛んとなって、この辺り一帯は栄えていただろうにな。

　すでに日が暮れかけている。どうにか夜までには辿たどり着きたいが……。

　そう思っていると、やがてそれらしきものが見えてきた。

「へえ、思ってたよりずっと立派な防壁ですね」

「そうでもなけりゃ、こんなところで暮らしてられやしないだろう」

「確かにそうですね。あーあ、これじゃ、コボルト程度では壊せそうにないですね」

「おいおい、何で残念そうなんだよ」

　この相棒の名はピンプ。性格は少々アレだが、確かな実力がある魔法使いだ。

　俺よりも後輩の二十八歳で、数年前からパーティを組んで上手うまくやっている。

　そして村に辿り着くが、やはりまだ無事のようだった。

　だが村人たちから予想外のことを告げられてしまう。

「実はすでにエルダーコボルトを倒して、群れを追い払ってしまったんですよ」

「何だと？　一体どうやって？」

「旅のお方に助けていただきましてね」

　聞けば、一度は防壁を破壊され、村への侵入を許してしまったそうだ。

　このままでは村は壊滅……そう思われたとき、どこからともなく現れた白髪の青年がエルダーコボルトを瞬殺、群れは一目散に逃げていったという。

「白髪に赤目？　かなり特徴的だが……冒険者ではないのか？」

「分かりません。あまり話すのが得意ではない方でして」

「そうか」

　どうやらその青年はまだこの村に留とどまっているらしい。

　いるなら会ってみたいと思ってその意思を伝えてみたが、先方に確認すると言われて保留となった。どうやら人見知りな冒険者らしい。

　それから俺たちが案内されたのは、空いている部屋があるという村人の家だ。

　今日はここに泊まらせてもらうこととなった。

　ちなみにこうした場合、契約にのっとり、俺たちが受け取れる報酬はさすがに満額とはいかず、一部ということになる。

　ここまでわざわざ来たというのに、割に合わない金額だ。まぁ仕方のないことだが。

「ん？　どうした、ピンプ？」

　そこで俺は相棒の様子がおかしいことに気づいた。

　こいつなら今回の割に合わない仕事に、悪態の一つや二つ吐ついているものだが、やけに静かなのである。

「……ベルさん、オレの思い違いかもしれないんですが……」

「何だ？　勿もっ体たいぶらずに言ってみろ」

「白髪赤目の青年って……もしかして今話題のあれじゃないですよね……？」

「話題？」

　何の話だと訝いぶかしむ俺に、ピンプは少し呆あきれた顔をして、

「ベルさん、新聞読んでないんですか？」

「あんなもん、読むわけねぇだろ」

　新聞ってのは文字ばかりのチラシみたいなやつで、そこには最近あった色んなニュースが載っているという。

　この小国じゃ読んでいる奴は少ないが、海外では富裕層を中心に読者が増えているとか。

　高価なので俺たちのような貧民には手が届かないが、冒険者ギルドは定期購読をしているらしく、ロビーに置かれて誰でも読めるようになっていた。

　まぁ実際に読んでいるのはピンプみたいな一部の変わり者ぐらいだけどな。

「はぁ……これだから脳筋冒険者は……」

「おいこら、誰が脳筋だ？」

「つい最近、その新聞に載っていたんですよ……ロマーナ王国に、大カタス災トロ厄フィ・級クラスとも目されるアンデッドが現れたって……そう、白髪赤目の……」

　そう告げられた瞬間、背筋をぞっと冷たいものが走った。

「お、おいおいおい……じょ、冗談だろう……？」

　俺は恐る恐る訊きき返す。だが若い相棒は真剣な顔つきを崩さない。

「だ、だいたいそれが本当なら、村人たちは何で普通に生活してるんだよ？」

「こんな辺へん鄙ぴな村に新聞なんて来ないですからね……いえ、もしくは──」

　一瞬の間を置いてから、ピンプは言った。

「──すでに、村人全員がアンデッドにされてしまっているか……」

「っ……」

　窓の外はすでに真っ暗だ。

　夜──言わずもがな、アンデッドが最も活発になる時間である。

「す、すでにアンデッドにされて、操られているかもしれないってのか……？　ば、馬鹿なことを言うんじゃねぇ。全然、そんな風には見えなかっただろ……」

　村人たちの受け答えは至って自然なものだった。操られているとはとても思えない。

「でも、高位のアンデッドなら、それくらいのことが可能なのかもしれないでしょう……？」

　そう言えば、噂うわさに聞くグリス゠ディアゴとかいう凄すご腕うでの死霊術師ネクロマンサーが操るアンデッドたちは、生前とまったく変わらない言動を取るという話だ。

　大災厄級のアンデッドなら、一つの村の住人たちを丸ごと眷けん属ぞくにし、ごく自然に振る舞わせることができてもおかしくはない。

　いや、大災厄級というからには、その程度とは思えない。

　そうやって俺たちが知らない間に、周囲の人間たちが全員アンデッドに代わっていて──

「お食事のご用意ができましたよ」

「ひぃっ!?」

　突然、ドアの向こうから声をかけられ、俺は思わず変な声を出してしまった。

「ははははっ！　怖がり過ぎですよ！」

「て、てめぇっ、俺を揶揄からかいやがったな！」

　いきなり笑い出したピンプに、俺は声を荒らげる。

　どうせ今のはこいつの作り話だろう。俺が意外と怖がりなのを知って、騙だましやがったのだ。

「くそっ」

　ニヤニヤと嗤わらうピンプに腹を立てながら部屋を出る。

　それから俺たちは家主の厚意で準備された夕食をいただいた。田舎の村なので素朴な料理だったが、まぁ味は悪くなかったように思う。

　しかしそれよりも、気になったことが一つあった。

「あなた方は食べないのか？」

「ええ。今夜は少々特別な日でして。どうか、我々のことはお気になさらず、好きなだけ召し上がってください」

　どういうわけか、この家の住人たち、いや、村人たち全員が今日は夕食をとらないらしい。

「パパ、お腹空すいたよー」

「ぺこぺこー」

「もう少し我慢しなさい」

　にもかかわらず、子供たちが空腹を訴えると、そんな風に窘たしなめていたのだ。

　もう少し我慢……？

　ということは、この後、別のものを食べるということか？

　ううむ、よく分からない。

「よろしければお酒もどうぞ」

「おお、かたじけない。ん？　どうした、ピンプ？　お前は飲まないのか？」

「……」

「どうしたんだ？　そんなに青い顔をして」

　それから俺は少し酒をいただき、ほろ酔い気分で部屋に戻った。

　すると突然、ピンプが震える声で言った。

「に、逃げましょう……っ！」

「おいおい、何を言ってるんだ？」

「さっきの聞いてなかったんですかっ!?　どう考えても、オレたちが食われるんですよ……っ？」

「なっ？」

　つまり、村人たちが食べるのを我慢していたのは、俺たち……？

　夜襲をかけた方が確実だから、今はまだそのときではない、と？

「いやいや、ドッキリはもうやめろって」

「今度はガチですからっ！　お、オレは逃げますからねっ！　一人でアンデッドになった村人たちに貪り食われてくださいっ！」

「お、おい……」

　よくこいつに騙されている俺だが、それでもさすがに今は本気だと分かった。

　一気に酔いが覚めてくる。

「わ、分かった。一緒に逃げよう。だが、どうやって？」

「村の入り口は閉められているはず……壁を乗り越えるしかないでしょう」

「よし、じゃあ急ぐぞ」

「待ってくださいっ……玄関からだと、もし見つかったらどう言い訳するんですかっ！　窓から行きましょう……っ！」

「そ、そうだな」

　そして俺たちはその部屋に唯一あった窓から外へと出ると、夜の闇に紛れながら──アンデッド相手に意味があるか分からないが──村の防壁へ。

「パパ！　お客さんたちがいないよ！」

「えっ……本当だ！」

　そんな声が聞こえてきて、俺たちは戦慄する。

「い、急げっ！　何やってるんだっ？」

「し、仕方ないでしょう！　オレは後衛なんですからっ！」

　手間取っているピンプをどうにか壁の上へと引っ張り上げてやる。

　こうして俺たちは恐ろしいアンデッドの村を無事に脱出。

　冒険者ギルドに帰還すると、事の顚てん末まつをすべて報告したのだった。
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「……」

　いつもとは違う食事風景に、俺は首を傾かしげた。

　普段は村長の家族と一緒に食事をとっているのだが、今日はどういうわけか俺の分しか用意されていなかったのである。

　俺の疑問を察してくれて、村長が言う。

「実は今夜は村の古くからの風習で、初めて狩りに出た若者たちが獲とってきた肉しか食べてはならないのです」

　風習か。そう言えば、俺の生まれ育った村にも変な風習があったな。

　成人になると、男は全員、村の物見櫓やぐらから地面へ飛び降りるという儀式をしなければならなかった。

　もちろん地面にマットを敷いたりはしないので、降りた際に足の骨を折るケースが後を絶たなかったっけ。

　まぁ、俺は成人前に村を出てしまったので、結局やる機会はなかったのだが。

「もちろん、村人だけに適用されるものですので、ぜひ普段通りに召し上がってください」

「……」

　俺は頷うなずいた。……頷いたが、正直言って非常に食べづらい。

　そもそもアンデッドの俺は食事など必要がないのだから、村人たちと同じでもまったく構わないのだ。

「遠慮なさらないでください。今日この村にいらっしゃった冒険者の方々も、今頃はいつものように食事をとっている頃でしょうから」

　どうやら今日、この村には二人組の冒険者が来ているらしい。

　彼らはコボルトの群れを討伐する依頼を受け、わざわざ遠くからやってきてくれたそうだ。

　……ちょっと遅かったけれど。

　俺が横取りする形になってしまったが、そうでなければ今頃は村が滅びていたわけで、許してもらいたい。

　ん？　何か外が騒がしいな？

「誰か来たようですね」

　玄関の方から声が聞こえてきて、村長が出ていく。

　どうやら村の人と話をしているらしく、俺は耳を澄ませてその声を拾ってみた。

「冒険者の方々がいなくなった？」

「は、はい……忽こつ然ぜんと姿を消したようで……村の中を捜しても、見当たらず……」

「一体どういうことだ……？」

「分かりません……ですが、村人の中には、彼らは死んだ冒険者たちのゴーストだったんじゃないかと……」

「っ……そ、そ、そんなはずはないだろう……っ？」

　村長の声は震えていた。

　やはりこの村の人たちにとっても、アンデッドは恐怖の対象なのだろう。

　俺にこうして親切にしてくれているのは、俺がアンデッドだと知らないからなのだ。

　……それにしても、もし本当にその冒険者たちがアンデッドだったのなら、きっと俺が感知できたはずだ。

　だが生きた冒険者だとすると、急に姿を消したことの説明がつかない。

　何とも不思議な話だ。

　結局、翌朝になってもその冒険者たちは見つからなかったという。







　この村に来て、何だかんだで数日が経たった。

　何人かとは少しずつ会話もできるようになってきてはいるが、せいぜいあいさつ程度のもので、深く突っ込んだ話はできていない。

　しかし、そもそも俺が求めている「俺の死ぬ方法」を、この田舎の村の住民たちが知っているとは、とても思えない。

　そこで俺は、この辺りで最も人の多い街がどこかを訊きくことにした。

「それなら王都ですね。と言っても、タナ王国は小国ですので、他国の首都と比べれば小さな街ですが……」

　村人たちから聞き出すことができたのは、ここがタナ王国という小さな国だということだ。

　どうやら俺はいつの間にか国境を越えてしまっていたらしい。

　俺が求めるものが、この国の王都にあるかは分からない。だがこの村に居続けるよりはずっと可能性が高いだろう。

　……いつまでも世話になるわけにもいかないしな。

　そうして俺はこの村を出ることにした。

　その意思をどうにか伝えると、村人たちはすごく残念がってくれたばかりか、こんな俺を盛大に見送ってくれたのだった。

「道中には危険な魔物や盗賊も出ますので、どうかお気をつけて。……いえ、貴方様あなたさまの強さなら心配する必要はないかもしれませんね」

「おじちゃん、また来てね！　絶対だよ！」

　俺は彼らに手を振って、村を発たつ。

　アンデッドだと知らないとはいえ、初めて俺を受け入れてくれた人たちだ。

　彼らと別れるのは少し寂しい。

　これから向かう王都の人たちも、彼らのように俺を怖がらないでくれたらいいのだが……。











第二章　眷けん属ぞくが増えてた









「よし、無事に街道に出れたぞ」

　村を発った俺は、村人から教えられた方角へと歩き続け、やがて街道へと突き当たった。

　後はこの街道をひたすら西へ進んでいけば、この国の王都に辿たどり着くことができるらしい。

　街道だけあって、時々人とすれ違うようになった。

　だが相手は俺を見ても怖がったりはしない。軽く会え釈しゃくをして通り過ぎるだけだ。

　今はちゃんとした服を着ているし、白髪や赤い目が目立たないよう帽子も被かぶっている。

　やはりこの状態なら怪しまれることはないようだ。

「王都の人たちも、あの村の人たちみたいに優しければいいんだが……」

　そんなことを考えながら延々と歩き続けていると、

「きゃあああっ！」

　悲鳴が聞こえてきた。

　何事だろうかと、俺は悲鳴がした方へと走り出す。

　旅人が魔物に襲われているのかもしれない。そんな予想をしていた俺だったが、しかしどうやら違ったようだ。

「うるせぇよ！　いいから金目のもん、全部置いていきやがれ！」

「それから若い女もな！　ひゃはははっ！」

　商人らしき一団が、盗賊に襲われていたのだ。

　そう言えば、村の人たちも盗賊が出るって言ってたっけ。

　商人の一団には護衛もいたようだが、すでに盗賊にやられてしまっていた。それなりに力のある盗賊団らしく、人数も多い上に装備もかなりしっかりしている。

「や、やめてくださいっ！　娘だけはっ！」

「うるせぇよ！」

「ひっ！」

　娘を奪われそうになった商人が必死に訴えるが、盗賊に蹴り飛ばされて地面を転がった。

　さすがに見過ごすわけにはいかない。俺は単身、盗賊たちの中へと飛び込んでいく。

「ん？　何だ、てめぇ──ぶぎゃっ!?」

　最初にこちらに気づいた盗賊の顔へ、ビンタを見舞う。

　それだけで身体からだごと一回転し、そのまま気を失って地面にひっくり返った。

　拳で殴ったりしたら頭が破裂しかねないからな。

　命だけは助けてやろうと考えたわけではない。やり過ぎて怖がられてしまうのを避けるためだった。

「なっ……？　がっ!?」

　困惑している別の盗賊へ、今度は足払いをかける。ボキッ、という音が鳴ったので、たぶん足の骨が折れたようだ。

「こいつ、できるぞっ!?」

「狼狽うろたえるんじゃねぇ！　たかが一人だ！　畳みかけろ！」

　盗賊たちが一斉に躍りかかってきた。剣や槍やり、あるいはナイフなどが俺の身体に叩たたきつけられるが、もちろんそんなもので傷つくはずもない。

「馬鹿なっ!?」

「まったく効いてねぇ!?」

　当惑する盗賊たちの腕を摑つかんで放り投げた。何人かを巻き込みながら十メートルくらい吹っ飛んでいく。

「や、やべぇぞ、こいつ!?」

「勝てるわけがねぇ！」

　力の差を理解したのか、逃げ出そうとする盗賊もいた。

　と、そのときだ。逃げようと踵きびすを返した盗賊が、巨体にぶつかって弾はじき返される。

「おい、テメェ、なに逃げようとしてんだよ？　ああん？」

「ひぇっ、お、お、お頭ぁっ!?」

　巨大な戦せん斧ぷを片手で構えていたのは、ドワーフのような髭ひげもじゃの大男だった。

　どうやらこの盗賊団の頭らしく、逃げようとしていた盗賊たちが青い顔をして怯おびえ出す。

「なかなか戻って来ねぇと思ってきてみりゃ、この程度の隊商相手になに手間取ってやがるんだよ？」

「そ、それがっ……変な男が邪魔をしてき──ぶごっ!?」

「うるせぇ！　言い訳してんじゃねぇよ！」

　そう怒鳴りつけてから、頭目の大男は俺を睨にらみつけてきた。

「テメェか、俺たちの仕事を邪魔しやがったのは？」

「……」

「何とか言えよ、コラ！　ぶち殺すぞ！」

　癇かん癪しゃく持ちらしい。まぁ盗賊の頭目に人格を期待しても仕方ないのだが。

　俺が押し黙っていると、大男はますます苛いら立だってこっちに近づいてきた。

「ちっ、とっとと死にやがれ！」

　そして戦斧を躊ちゅう躇ちょなく振り下ろしてくる。がんっ、と大きな音が鳴って、俺の頭に当たった刃が弾かれたが。

「……は？」

　さすがにそんな結果は予想していなかったのだろう、大男の口から間抜けな声が零こぼれる。

　……さて、どうするか。

　どうせロクな奴やつじゃないだろうし、こいつくらいはヤってしまっても大丈夫だよな？

　頭目がやられれば、さすがにこの盗賊たちもしばらくは大人しくなるだろう。

　そう結論付けて、呆ぼう然ぜんとしている大男の首へ腕を伸ばそうとした、ちょうどそのときだった。

　急に空が陰ったかと思うと、巨大な生き物が降ってきたのだ。

『我が主君よ、ようやく見つけたのじゃ！』

「……げ」

　見覚えのある金色の鱗うろこのドラゴンだ。しかも俺の目が正しいならば、同程度の巨大な何かを口に咥くわえている。

「「「な、な、な……」」」

　盗賊たちが目を大きく見開き、言葉を失って立ち尽くす中、雷らい轟ごう竜りゅうが空から舞い降りてきた。

　ずどおおおんっ！

「「「ひぃっ!?」」」

　地上に着地した際の振動と爆風で、頭目の大男をはじめ、盗賊たちが次々と地面にひっくり返った。

「「「な、な、な……」」」

　その威圧的なドラゴンを見上げ、商人も盗賊も恐怖のあまり顔を真っ青にしている。

『む？　何じゃ、このゴミ虫どもは？　わらわらと群れおって、邪魔じゃのう』

　雷轟竜が不愉快そうにじろりと睨みつけると、それだけで気の弱い者たちが失神して倒れていく。

　しかし彼女にとっては言葉通りただの虫けらでしかないようで、すぐに興味を失ったように俺の方へと視線を戻してきた。そのまま深々と頭を下げてくる。

　盗賊の頭目が啞あ然ぜんとしながら言った。

「ま、まさか……こんな化け物を従えてやがるってのか……？」

　いや、従えているっていうか、勝手にこいつが俺を主あるじと呼んできてるだけだ。決して配下にしたわけではない。

「ひぃぃぃっ……」

　俺が反論の視線を向けると、盗賊の頭目は先ほどまでの威勢はどこにいったのか、顔を盛大に引き攣つらせ、ブルブルと震えている。

『我が主よ、先日はすまなかったのじゃ』

「……？」

　何の話だと、俺は首を傾かしげる。

『生あい憎にくドラゴンである我には、皆目見当もつかぬのじゃが……しかし、何か不快にさせるようなことをしてしまったことは間違いない。ゆえに、お詫わびしたいのじゃ』

　え？　ちょっ、どういうこと？　俺を不快にさせた……？

　もしかして、あのとき俺が逃げたのを、俺が怒ったからだと勘違いしているのか……？

『お詫びの品に、これを捧ささげるのじゃ！』

　そうしてさっきからあえて目を背けていたそれを、雷轟竜は俺の前に差し出してくる。

　漆黒のドラゴンだ。

　雷轟竜よりも幾らか細身ではあるが、その分、全長が長くて、巨大さは引けを取らない。

　しかしピクリとも動かない。

　生きている魔力を感じないので、死んでいるようだ。

『こやつは闇あん黒こく竜りゅうと呼ばれておるドラゴンじゃ！　主への貢みつぎ物ものにするため、闇竜たちの住すみ処かに単身で乗り込み、激闘の末に狩ってきたのじゃ！』

　……は？

　つまり、わざわざ俺のために殺して、持ってきたってこと……？

　何やってんだよおおおおおおおおおおおっ!?

『こやつの力は我が保証するのじゃ！　ぜひ主の新たな眷属にしてやってくれ！』

　いやいやいや、頼んでないから！

　俺は別に眷属を増やしたいわけでもない！

『どうしたのじゃ？　まさか、気に入らぬと……？』

　俺の反応の悪さを察して、雷轟竜は絶望的な表情を浮かべる。

『命懸けで狩ってきたのじゃが……そうか……気に入らぬか……』

　今にも泣き出しそうなドラゴン。

　そ、そんな反応されると、めちゃくちゃ困るんだが……。

　……頼んだわけではないが、せっかく俺のために頑張ってくれたんだ。

　それを無視して突っ撥ぱねるなんて、できやしない。

「わ、わぁい……嬉うれしい、なぁ……」

　俺は無理やり喜びを表現した。きっと俺の顔は今、ゴブリンのように引き攣っていることだろう。

『そうか！　気に入ってくれたか！　では早速、こやつを眷けん属ぞくにするのじゃ！』

「あ、ああ……」

　もちろん眷属なんて増やしたくないが、この流れで拒否することはできなかった。

　しかし、アンデッド化させるなんて、どうやったらいいんだ？

　雷轟竜のときは意図せずやってしまったし……。

　とりあえず手で触れて、眷属になれと念じてみることにした。すると、

『……ぬし様』

　漆黒のドラゴンがゆっくりと細身の身体を持ち上げた。

　どうやら上手うまくいったらしい……いや、上手くいってしまったらしい。

　そして俺に深々と頭を下げてくる。

『私は闇黒竜。ぬし様の配下になった』

『くくく、どうじゃ！　我が主は素晴らしいお方じゃろう！』

『間違いない。今なら分かる』

『貴様を主の元に連れてきたのは我じゃ！　感謝するとよいぞ！』

『ん。感謝』

　巨大な二体のドラゴンが俺を讃たたえ合っている……。

「また別のドラゴンを支配下に置いた……？」

「あばばばば……」

　盗賊たちは完全に戦意を喪失していた。

　頭目の男に至っては白目を剝むき、泡を吹いている。

　一方、彼らに襲われていた商人たちはというと、馬車を走らせて逃げ去ろうとしていた。

　……彼らの方がよっぽど逞たくましいかもしれない。

『ちなみに我が最初の眷属であり、先輩じゃぞ。その辺り弁わきまえるがよい』

『それはぬし様の気持ち次第。ぬし様こそが正義であり基準。どちらが筆頭かは、ぬし様が決める』

『ぐぬぬ、悔しいが、それは正論じゃ……しかし、主は間違いなく我を選ぶじゃろう！』

『そうとは限らない。きっとスマートな私の方が好み』

『なんじゃと！』

　巨大なドラゴンたちが何やら言い争いを始めてしまった。

　二体から撒まき散らされる強大な魔力で、辛かろうじて意識を保っていた盗賊たちも次々と気を失って地面に倒れていく。

『我が主よ！』

『ぬし様』

　二体のドラゴンたちが同時にこっちを見てきた。

『我か、こやつ、どっちが主の好みなのじゃ！』

『私に決まってる』

　ドラゴンに好みとかねーよ！

　俺は心の中で思い切り突っ込んでいた。それが伝わったのか分からないが、

『いや、待つのじゃ。さすがにこの姿では主とは釣り合わぬ』

『む』

『それにきっと人の姿の方が好まれることじゃろう』

『確かに』

　ドラゴンたちはそう頷うなずき合うと、身体からだが魔力で光り出す。……嫌な予感しかしない。

　残念ながらその予感は的中してしまった。

　まず現れたのは金髪の美女。雷轟竜が人化した姿なのだが、豊かな胸と細い腰、そして張りのある臀でん部ぶという、抜群のプロポーション。しかも相変わらずの全裸である。

　そしてもう一人。こちらは恐らくもう一体のドラゴンが人化したのだろう、漆黒の髪の美少女だ。金髪の方とは対照的に、小柄ですらりとした身体つき。顔立ちも十代半ばくらいの少女を思わせる幼さで、お陰でより一層、背徳的な姿に感じられた。

　──そう、彼女もまた一糸纏まとわぬ裸なのだ。

「〜〜〜〜〜〜〜〜っ!?」

　俺は慌てて目を背けたが、二人はそれを許してくれなかった。

「主よ、なぜこっちを見ぬのじゃ！　どちらが好みなのか、ちゃんと見なければ分からぬじゃろう！」

「見て」

「〜〜っ!?」

　俺の視界の中へと強引に割り込んでくる。

　や、やめてくれっ！　その姿、俺には刺激が強すぎるんだよっ！

「おい、貴様のせいで主が見てくれぬではないか。きっとそのツルペタ体型があまりに悲惨で、目に毒なのじゃろう」
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「そんなことない。むしろその卑ひ猥わいな胸部こそ毒」

「くくく、負け惜しみを言いおって。人の男というのはの、こうした〝きょにゅー〟を最も好むものなのじゃ」

「違う。女は若ければ若いほど好まれる。つまりより幼児に近い〝ひんにゅー〟の方が上」

　再び言い合いが始まってしまう。

　どちらかと言えば巨乳の方が好まれる傾向もあるが、人によっては貧乳を至高と考える者もいるものだ──って、そんなことはどうでもいい！

　俺は二人（？）が火花を散らしている隙を突いて逃げ出した。

「？　ぬし様がいない？」

「む？　ほ、本当じゃ！」

　気づかれた！

　生憎ここは周囲が開けた場所なので、森と違って姿を隠すのが難しい。

「主よ！　どこに行くのじゃ！」

「話は終わってない」

「くっ、今度こそ逃がさぬのじゃ！」

「待って」

　それからしばらくの間、俺は全裸の女二人に追いかけられ続けたのだった。





◇　◇　◇






「ど、ど、ど、どうすればいいのだぁぁぁっ!?」

　玉座の周りを右往左往しながら、恰かっ幅ぷくのいい中年男が頭を抱えて叫んだ。

　半泣き状態で鼻水までも垂らしているその様は、威厳の欠片かけらも見られない。しかし他でもない、彼こそがここタナ王国を統治する国王、レオンハルド二世であった。

「落ち着いてください、陛下。あなた様はこの国のトップ。そのように慌てふためいていては、国民が不安を覚えてしまうでしょう」

　そんな彼に苦言を呈したのは、レオンハルドの補佐として辣腕を振るう若き宰相だ。

　まだ三十そこらの年齢ながら、その実力で国王の右腕となった英才である。

「これが落ち着いていられるか！」

　だがそんな宰相の忠告など右から左で、レオンハルドは焦燥に満ちた顔で声を荒らげる。

「大カタス災トロ厄フィ・級クラスの魔物ノーライフキングがっ……まさかこの国に来るとは……っ！　もっと他に大きな国があるだろうに！　なぜわざわざこんな吹けば飛ぶような小さな国に来てしまうのだぁぁぁっ！」

　レオンハルドが頭を悩ませているのは他でもない、今、世界を騒がせているノーライフキングと思われるアンデッドの姿が、国内の小さな村で確認されたことだった。

　歴史あるロマーナ王国ならともかく、国王自らが認めるほどの小国が、なぜ目を付けられてしまったのか。

　レオンハルドには皆目、見当もつかず、ただその不運を呪うしかなかった。

「いや、待て……そうだ！　こんな小さな国など、アンデッドにとっても魅力は乏しいはず！　考えてみれば、情報の出どころは、村を訪れた二人の冒険者たちからギルドへ寄せられたもの。目撃者がたった二人では、確かな情報とは言えぬ！　そう！　きっと何かの間違いだ！　そうに違いない！」

　レオンハルドは自分に言い聞かせるように力強く頷くが、その考えを若き宰相が一蹴した。

「ですが、陛下。その村、踏破が非常に困難な広大な森を間に挟んではおりますが、地理的にはロマーナからそう遠くありません。ロマーナから姿を消したノーライフキングが、森を抜けて我が領土内に足を踏み入れていたとしても、何らおかしいことではないのです」

「ぐぬぬぬっ」

　あっさりと自説を否定され、レオンハルドは喉を鳴らす。

「それに危機管理というものは常に最悪を想定すべきでしょう。この国にノーライフキングが現れた。まずはそれを前提として取るべき一手を考えるべきかと」

「あー、あー、聞きたくなーい！」

　都合の悪い意見に耳を塞ぐレオンハルド。若き宰相はぼそりと呟つぶやく。

「……このダメ王」

「おい、今、何か言ったか!?」

「いえ、何も？　ただ、同じ国王でも、ロマーナの英雄王とは大違いだと」

「こやつ、はっきり言いおった!?　だいたい、あんな化け物と比べられても困る！　噂うわさでは単身でノーライフキングに挑んだそうではないか！」

「もちろん誰も英雄王と同じことを陛下に望んではおりません。ただ、せめて十分の一……百分の一……いえ、千分の一でも構いませんので、見習っていただければ幸いかと」

「ええい！　どんどん期待値を下げていくでなーい！　わしだって……わしだって、英雄王のようなカッコいい王様になりたかったのだぁぁぁっ！」

　レオンハルドは涙ながらに叫んだ。

　若き宰相は溜ため息いきを吐つく。

「はぁ……ともかく、汚い贅ぜい肉にくを揺らしていても問題が解決するわけではございません」

「お前ちょっと国王のわしに対して辛辣すぎやしないか……？」

「何のことでしょう？　そんなことより、主たるものを集め、知恵を出し合うことに致しましょう」

「む、むう……そうだな」

　不服そうな顔をするが、普段から宰相に頼り切りでロクに自らの頭で考えたりしないレオンハルドは、素直に頷くしかない。

　とそのとき、若き宰相に配下から連絡が入った。

「宰相閣下、聖メルト教の聖騎士と名乗るお方が、陛下との謁見を希望されています。いかがなさいましょうか？」

　彼は少し思案してから、頷く。

「……分かりました。通してください」

「え？　わしの許可は？」

　レオンハルドの指摘は無視された。











第三章　温泉で襲われた









　ロマーナ王国の英雄王と密約を交わした聖騎士リミュルは現在、タナ王国という小さな国に来ていた。

　というのも、英雄王から直々に、あの白髪のアンデッドは雷らい轟ごう竜りゅうとともにタナ王国の方へと飛び去っていったとの情報を得たからだった。

「ロマーナとタナ王国の間には、熟練の冒険者でも踏破困難な深い森がある。だが、あのアンデッドならば、森を抜けてタナ王国に入っていてもおかしくはない」

　そう当たりをつけ、彼女は隊員たちを引き連れてすぐさまロマーナからタナ王国へと入った。

　もちろん森を迂う回かいするルートだ。幾ら練度の高い聖騎士たちでも、森を突っ切るのはリスクが高すぎる。

　ちなみに彼女が率いる特別聖騎隊が結成された目的は、死霊術師ネクロマンサーグリスの討伐だったのだが、その死亡が確認された今、その任務はあのノーライフキングの捜索へと移っている。

　つまり、英雄王からの依頼は別としても、彼女はあの白髪のアンデッドを追わなければならない理由があるのだ。

　そうしてタナ王国の王都へとやってきた彼女は、真っ先に王城へと足を運んだ。

　国内の情報を得るには、国の中枢が手っ取り早いとの判断からである。

「アルベール聖騎士団所属の聖騎士、リミュルと申します。急な申し出にもかかわらず、謁見の機会をいただき誠にありがとうございます」

　すぐにタナ王国の国王、レオンハルドとの謁見に漕こぎつけたリミュルは、玉座の前で膝を突いて名前と礼を口にする。

　玉座に腰かけているのは、恰幅のいい中年男だ。

　なぜかやたらと目が泳いでおり、国のトップとして不可欠な落ち着きがまるで感じられない。

　英雄王と謁見したばかりだからか、随分と頼りなさそうに見えてしまった。

「よ、よく来てくれたな。わしがこの国の王、レオンハルドだ。……して、なぜこのような小さな国に？」

「はっ。陛下もご存じかと思いますが、ノーライフキング──」

「ひえっ……」

「……陛下？」

　ノーライフキングの名を出した途端、なぜか悲鳴が上がった。

　ごほん、と玉座の傍そばに控える若い男が誤魔化すような咳せき払ばらいをする。

「う、うむ……もちろん、知っておる。ロマーナに現れた、大災厄級とも目されるアンデッドのことだろう……？」

「はい。実はそのアンデッドが、ロマーナとの国境を越え、この国に入っているかもしれないのです」

「嫌だぁぁぁぁぁっ！」

「っ!?」

　突然、レオンハルドが頭を抱えて叫んだのでリミュルは面めん食くらう。

　そのとき何を思ったか、先ほどの若い男が手にしていた分厚い書類をレオンハルド目がけて投とう擲てきした。

「ぶべっ!?」

　それが見事に直撃し、レオンハルドは白目を剝むいて気を失う。

「……は？」

　困惑するリミュルへ、その男はにっこりと微ほほ笑えんで言った。

「失礼しました。陛下は多忙を極める政務で非常にお疲れでして。代わりにわたくしめがお話をお伺いいたしましょう」

「へ、陛下は大丈夫なのか……？」

「心配要りません。少しお休みになられているだけですので」

「……」

　お休みというより、今のは明らかに気絶だった。しかも外的要因による強制的な。

「それより、ノーライフキングのことでしょう。ええ、まさにちょうど今、その対策を陛下と考えていたところでして。実は我が国のとある村で、冒険者たちがそれらしき男を見たとの情報が」

「っ……やはりか」

　詳しく聞いてみると、どうやらその村というのは、まさにロマーナとの国境を形成する広大な森からほど近い場所にあるのだという。

「御覧の通り、我が国は吹けば飛ぶような小国。英雄王のような強さとカリスマ性を兼ね備えた王様もおりません。いるのはただ無為に右往左往するだけのぶt──」

「……」

　今、豚と言いかけたな……と思うリミュルだったが、何も言わないでおいた。
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　この国の政治の在り方について、彼女は口を挟むつもりなどない。

「幸い、我が国は情報の伝達が遅く、まだ民の多くは何も知らずに日常を送っておりますが、いずれ噂が広まれば大混乱に陥ることでしょう。もちろん、ノーライフキングを討伐する戦力もありません。果たして、どうすべきか……」

　彼は彼で真剣にこの国のことを憂いているのだろう。

　リミュルは居住まいを正すと、真剣な声音で言った。

「我々は聖メルト教からノーライフキング討伐の任務を与えられ、アンデッドを確実に浄化させることができる武具を持っている。もし我らにお任せいただけるのならば、必ずや奴やつを討伐してみせましょう」

　もちろん方便である。





◇　◇　◇






　俺、アレクはパーティメンバーたちを労ねぎらうように告げた。

「長旅で疲れただろう。しばらくこの街でゆっくりしようじゃないか。幸い、温泉で有名な街らしいしな」

　ここ数日は移動に次ぐ移動で、ロクに休む暇もなかった。Ｂランクの冒険者であっても、さすがに疲労が溜たまっている。

「やっと落ち着けるわね」

「ここなら……大丈夫なはずだ……」

　ハンナとディルが揃そろって溜息を吐く。

　あの恐ろしいアンデッドから逃げるように、俺たちはロマーナ王国を出て、隣国のタナ王国へとやってきていた。

　ここはロマーナと比べれば、ずっと田舎の小国だ。ノーライフキングがアンデッドの王国を築くにしても、こんな小さな国から狙うなんてことはないだろう。

　俺たちはそう考えて、冒険者としては旨うま味みの少ないこの国へ来たのである。

　せっかくなので温泉に入って心身の疲れを癒したい。俺たちは温泉宿を探すことにした。

　とある宿の前を通りかかったときだった。突然、ガイがかっと目を見開いて、

「この宿である！　アレク殿！　拙僧、この宿がよいと具申したい！」

「……？　いや、構わないが……」

　普段あまり自己主張をしないガイが珍しいな……と思っていると、宿の看板が目に入った。

　──混浴風ぶ呂ろあり。

　そういうことか……。ガイは元聖職者のくせに煩ぼん悩のうの塊なのだ。

「……最低」

　ハンナが生ごみでも見るような目を向けるが、ガイは「むしろご褒ほう美び……」などと呟つぶやいている。変態のレベルが高い。

　結局、ガイの必死の主張もあって、俺たちはこの宿に泊まることにした。

　ちゃんと男女別の温泉もあるみたいだしな。

「……いや、俺はガイと違って混浴なんて興味ないぞ？」

「どうだか」

　ハンナからの疑いの眼まな差ざしが痛い。

　それから部屋に案内されるなり、ガイは早速、温泉に入ると言って出ていった。

「……ギルドに、行ってくる……情報収集だ……」

　一方、パーティの斥候でもあるディルは、こんなときでも真面目な奴だった。

　俺は……まぁしばらく部屋でのんびりさせてもらうか。

　すぐに温泉に行こうとすると、ハンナにまた勘違いされかねないからな。
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「ああ〜、いい湯だ……たぶん」

　ドラゴンどもから逃げ続け、どうにか撒まくことに成功した俺は今、アンデッドながら温泉を堪たん能のうしていた。

　というのも、立ち寄った街がちょうど温泉の有名なところだったからだ。

　アンデッドは汗を搔かいたりはしない。それでも走り続けたことで、身体からだに砂や泥などがついて汚れてしまっていた。

　一度、綺き麗れいに身体を洗い流したいと思っていたのでちょうどいい。

　温覚や触覚などの機能が失われているので、正直、お湯に浸つかっても生前のような気持ちよさは感じない。それでも立ち昇る湯気の量やとろりとしたお湯から、きっといい温泉なのだろうと推察された。

　それにしてもちゃんと宿に泊まることができてよかったな。

　フードを深く被かぶっていたため少し怪しまれはしたものの、お金を支払ったら問題なく部屋に案内してもらえたのだ。

　ちなみにお金は、先日世話になった村で貰もらったものだ。

　俺が無一文だと知ると、村人たちが搔き集めてくれて、出発の際にくれたのである。ほんと、あの村には感謝しかないな。

　まだ真昼だからか、俺以外、温泉に入っている者はいない。

　と、そこへ。

「混浴。それすなわち合法的女体観察場。いわば天てん竺じく」

　脱衣所の方から声がしたかと思うと、一人の客が入ってきた。

　ん？　どこかで見たことあるな？

　この辺りでは見かけない顔立ちをした禿とく頭とうの大男だ。頭には毛がないのに、胸と下腹部は剛毛である。

「……若いオナゴ……若いオナゴ……」

　何やらぶつぶつと呟きながら、血走った目で浴室内を見渡している。

「おかしい……オナゴが見当たらぬ……いや、これはきっと湯気のせいだ」

　そう言うと、じゃぶじゃぶとお湯の中を歩き回り始めた。

　やがて絶望したように立ち止まる。

「な、なぜだ……なぜオナゴが一人もおらんっ!?」

　オナゴ？　何を言ってるんだ？

　ここは男湯のはずだぞ。入るときに少し分かりにくかったので、ちゃんと宿の従業員に確認したからな。

『ここ……男……』

『あ、はい。大丈夫ですよ』

　というやり取りをしたことをしっかり覚えている。俺にしては非常に頑張ったと、自分を褒めてやりたい。

「くっ……だが慌てるのはまだ早い。オナゴが入ってくるのを待てばいいのだ！」

　禿頭の男はそう言うと、ようやく大人しくなって湯に大きな身体を沈めた。

「あ……っ！」

　そのときようやく俺は思い出した。

　俺がダンジョンから出て、最初に遭遇した冒険者四人組。この禿頭の男はその中の一人だ。

　棍こん棒ぼうのようなものを手にし、珍しい武装をしていたっけ。裸だったため、すぐには気づかなかったのだ。

「む？」

　俺の声に反応して、禿頭がこちらを見てくる。

　先ほどまで眼中に入っていなかったのは、俺が女ではなかったからだろう。

「〜〜〜〜〜〜っ!?」

　しかし俺の顔を見るや、禿頭は愕がく然ぜんとしたように目を見開いた。そして次の瞬間、

「ぎゃああああああああああああっ！」

　野太い悲鳴を轟とどろかせ、温泉から水みず飛沫しぶきを上げて飛び出していく。

　お、おい、走ると滑るぞ……？

　俺が心配した通り、禿頭は盛大にひっくり返って汚いケツの穴をこっちに見せてきたりしながら、文字通り転がるように逃げていってしまった。
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「た、た、大変だ……っ！」

　宿の部屋でのんびりしていると、ギルドに行っていたはずのディルが血相を変えて飛び込んできた。

「どうしたんだ？　そんなに慌てて？」

　全速力で走ったのか、呼吸は荒く、額からは汗が噴き出している。いつも冷静なディルの珍しい姿に、俺はソファから身を起こした。

「こ、これを……っ！　これを見てくれ……っ！」

　そう言って、ディルがテーブルの上に叩たたきつけるように置いたのは新聞だった。

　国を跨またいで各地で読まれているものだが、どうやらこのタナ王国でも販売されているらしい。

　恐らくギルドに置かれているものだな。

　冒険者ギルドは国際的な組織で、しかも冒険者たちから色んな情報が集まりやすい。

　そのため新聞社とは懇意にしており、大抵のギルド支部で、冒険者たちがいつでも読めるように置いているのだ。

　ディルが指さす記事に、俺は目を落とした。

　文章が苦手で、本を読もうとするといつも眠くなるのだが……見出しを見た瞬間、眠気など完全に吹き飛んでしまった。




【ノーライフキング、タナ王国に移動か】




「ば、馬鹿なっ!?　こんな小さな国に……っ!?」

　俺は思わず大声で叫んでしまう。

「ちょっと、随分と騒がしいけど、何かあったの？」

　そこへ騒ぎを聞きつけたらしく、ハンナがやってくる。

　わなわなと唇が震えるのをどうにか抑え込んで、俺は新聞を示す。

「〜〜〜〜っ!?　う、う、噓うそでしょっ!?」

　見出しを見た瞬間、腰が抜けたようにその場に座り込むハンナ。

　怖くて記事まで読み進められない俺たちに、ディルが簡単にその内容を教えてくれた。

「……タナ王国最東部の小さな村……ある冒険者二人組が、依頼のために赴いたところ……そこにノーライフキングがいて……村人たちはすでに、アンデッドにされていた……」

　タナ王国の東……俺は頭の中で地図を思い浮かべる。

　ロマーナの王都とは、間に広大な森を挟みながらも、最短距離で行ける場所だった。

「何でよっ？　こんな小さな国に、来るはずないって言ってたでしょっ!?」

「ふ、普通に考えるとそうだろ！　ま、まさか、俺たちを追って……？」

　そのときだった。

「ぎゃああああああああああああっ！」

　廊下から聞こえてきた凄すさまじい悲鳴。

　恐らく男の声だ。どたどたという足音が段々と近づいてくる。

　やがて、先ほどのディルよりも勢いよく部屋へ飛び込んできたのは、真っ裸のガイだった。

　股間には立派なブツがぶら下がっており──

「いやあああああああああああああああっ!?」

　今度はハンナの悲鳴が轟いた。

「ななな、何やってんのよっ、この変態っ!?　ファイア──」

「お、おい、ハンナっ!?　こんなところで魔法はやめろ！」

　いきなりガイ目がけて魔法をぶっ放そうとしたハンナを、俺が慌てて止める。

「ガイ！　お前も早くソレを隠せ！　多少の変態性は仕方ないと思っていたが、その趣味は完全にアウトだっ！」

「ち、違う！　いや、露出癖があるのは否定しないが……今はそうではない！」

　否定しないのかよ！

「あいつだ……っ！　ノーライフキングっ！　奴やつが温泉にいたっ！」

「「「〜〜っ!?」」」

　ガイが真っ青な顔で叫んだその言葉に、俺たちは戦慄した。

　まさか、すでにこんな近くにまで来ていたとは……っ！

　ん？　待て……温泉？　何で温泉に……？

　いや、そんなことはどうでもいい。

　俺たちは取るものも取り敢あえず、一目散に宿から逃げ出した。

「ど、どこに逃げたらいいのよ!?　逃げても絶対に追いかけてくるに違いないわ！」

「だが逃げる以外にないだろうっ!?　俺はまだ死にたくない！」

「死ぬだけならまだマシ……アンデッドにされ、永遠に奴の意のままに操られ続けるかも……」

「やめて、ディル！　そんな話、聞きたくない！」

　遅かれ早かれ、俺たちはあの記事の村人たちのように、奴の餌え食じきになってしまうのかもしれない。だが今はとにかく逃げ続けるしかなかった。

「っ……きゃあああっ!?」

「いやぁぁぁっ！」

　悲鳴!?　ま、まさか、奴が追いかけてきている!?

　恐怖のあまり、後ろを振り返って確認することができない。しかし最悪の状況を想定し、俺たちはとにかく必死に走った。

「い、急げぇぇぇっ！　絶対に追いつかれるなぁぁぁっ！」

　……このときの俺たちは、動転のあまり気づいていなかったのだ。

　ガイがまだ全裸のままで、すれ違った女性たちが悲鳴を上げていたのは、そのせいであったということに。
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「そんなに怖がらなくてもいいと思うんだが……」

　禿頭の男が逃げるように出ていった後、俺は悲しくなって溜ため息いきを吐ついていた。

　どう考えても俺のことを危険なアンデッドだと勘違いしているよな。

　この誤解をどうすれば解くことができるのか。そもそも会話すらままならない俺にとって、難しすぎる問題だ。

「それはそうと、念のため頭にタオルを巻いて白髪を隠しておくか……」

　また別の客が入ってきて、さっきみたいに逃げ出されては困るしな。

　ちょうどそのとき、温泉に新たな客が入ってきた。

「〜〜〜〜っ!?」

　俺は思わず息を吞のんだ。というのも、その客というのが若い女性だったからだ。

　な、何で女性客が!?

　いや、そう言えばさっき、あの禿とく頭とうが『なぜオナゴが一人もおらん』とか喚わめいていた。

　もしかしてここ混浴なのか……っ？

　戦慄する俺を余よ所そに、その女性は湯船へと近づいてくる。

　年齢は二十代後半くらいだろう。栗くり色いろをした髪は長く、そして優雅にカールしている。

　背筋はピンと伸び、動作の一つ一つから気品が感じられ、どこかの貴族の令嬢と言われてもおかしくない雰囲気だった。

　もちろん温泉なので裸だ。湯気とタオルで大事な部分は隠されているものの、その抜群のプロポーションは隠し切れていない。

「あら、先客ですか？　この時間なら貸し切りを楽しめると思ったのですけれど」

　彼女は俺に気づいて残念そうに言う。

　す、すぐ出ていく！　だから、いったん隅っこの方に行ってくれたら助かる！

　俺のそんな祈りも虚むなしく、彼女は顔色一つ変えずに、

「気にしなくて構いません。別に見ても減るようなものではありませんもの」

　そんな男らしいことを言いながら、温泉に入ってきた。

　俺は慌てて奥の方へと退避する。

「ふふ、随分と恥ずかしがり屋さんのようですね」

　そんな俺を微ほほ笑えましそうに見ながら、彼女はお湯にゆっくりと浸つかった。俺の見た目は死んだときのままの二十歳なので、彼女的には若造に見えているのだろう。

　は、早く上がろう……っ！

　俺は彼女のいる場所を避けるよう、大きく迂う回かいして温泉から出ていこうとする。

　だが最も彼女との距離が近づいた、そのときだった。

「……っ！　この臭いはっ……」

　突然、何かに気づいたように息を吞んだかと思うと、ゆらりとその身体からだから殺気めいたものが立ち昇った。

「あなた……人間ではありませんね？」

　き、気づかれた!?

「隠していようとも分かります。不浄なるモノが放つ嫌な臭い……それを完全に消し切ることなどできませんから」

　臭いって、嗅覚で俺がアンデッドだと分かったというのか？

　あるいはもっと抽象的な意味で言っているのかもしれないが……。

　いずれにしても、この女、只ただ者ものではなさそうだ。

「不浄な存在が人のフリをして市中に紛れ込むなど、決して許してはおけません。今ここで浄化して差し上げましょう」

「〜〜っ!?」

　一体どこから取り出したのか、彼女の手には剣が握られていた。

　だがそんなことより衝撃的だったのは、彼女が湯の中から立ち上がってしまったことだ。

　巻きつけていたタオルは今や、お湯に濡ぬれたせいで透けてしまい、しかもぴったりと身体に貼りついて美しいラインをかえって際きわ立だたせてしまっている。

「まっ……」

　俺が股間を隠しながら慌てて立ち上がった次の瞬間、「待ってくれ」という間もなく、女が躍りかかってきた。

　鋭い斬撃が俺の肩へと叩き込まれる。微かすかにピリッとした痛みが走ったが、それだけだ。

　彼女の刃は、肩の皮膚を薄く切ったところで止まっていた。

「まったく斬れない……？　ドラゴンの鱗うろこすら切断できる、この剣で……？」

　彼女にとっては予想外のことだったのか、目を見開いて驚いている。

　そのときだ。今の激しい動きのせいで、彼女が巻いていたタオルがはだけてしまう。

「〜〜〜〜っ!?」

「……アンデッドに見られようと、恥ずかしくなどありません」

　だがその言葉通り平然としている。

　あんたがよくても、俺の方が恥ずかしいんだよおおおっ！

「はぁっ！」

　そんなこちらの思いを余所に、彼女は再び剣を振るってきた。

　今度は首に刃が当たるも、やはり薄皮一枚が切れただけだった。

「っ……待ちなさい！」

　俺は彼女の脇を駆け抜け、そのまま温泉から飛び出していた。必死に呼び止めてくるが、もちろん待つ気など毛頭ない。

　頭に巻いていたタオルを取って下半身に巻くと、俺は廊下を走っていく。

　……追いかけて来てないな？

　さすがに若い女性が、裸のまま出てくることはできなかったのだろう。

　今のうちにどこか遠くに逃げよう。最近、裸の女に追いかけられてばかりだな……と思いながら、俺は宿からも飛び出したのだった。

　後でまた服を調達しなければ……。
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　裸で逃げていくアンデッド。

　さすがにこの姿のまま追いかけるわけにはいかず、彼女は廊下へ顔だけを出した状態で、その後ろ姿を見送ることしかできなかった。

「あの白髪……やはり……」

　頭に巻いていたタオルを外したことで、白い髪が露あらわになっていた。

　先ほど対たい峙じしたときに見た赤い目と合わせて、今まさに世界中で話題となっている存在の特徴と、完全に一致している。

「ノーライフキング……まさか、こんなところで遭遇するとは思いませんでしたね」











第四章　やっぱり死ねなかった









「リミュル隊長。件くだんの村の調査報告があがってまいりました。近隣にある教会に打診し、神官を村に派遣して、秘密裏に村人たちの状況を探ってほしいと依頼していたものです」

「それで、どうだった？」

「隊長が予想された通りでした。村は至って普通。アンデッドになっている者など、一人もいなかったそうです。それから、確かに白髪の青年が一時期、村にいたとの証言も得ております」

「やはりか」

　副隊長のポルミの報告に、私は頷うなずいた。

　我々は今、タナ王国の王都で、あの白髪のアンデッドの情報収集に努めているところだ。

　ここタナ王国内でも、我が聖メルト教は広く信仰されている。

　そのため教会や信徒などの独自の情報網を活用すれば、こうして王都にいながらも王国内のことを調査することが可能だった。

　……本来なら、王国がその村を調査するべきなのだが。

　どうやら近隣の都市にはすでに噂うわさが拡散してしまったらしく、国が領主に命じても、領兵たちが怖がって誰一人として調査に行ってくれないと言われたそうだ。

　冒険者も同様である。

　実は教会も最初は難色を示したのだが、噂は間違いだと私が強く主張したことで、どうにか調査できたのだ。

　まぁ、敬けい虔けんな信徒ならば、たとえ本当にアンデッドの巣そう窟くつと化していても、神命だと喜び勇んで調査に赴く者もいるだろうが。

「しかしなぜ、村人たちがアンデッドにされたなどという誤った情報が伝わったんだ？」

「村の依頼を受けてやってきた冒険者たちが、急に姿を消したという出来事があったようです」

「何か勘違いがあったと見てよさそうだな……。ともかく、すでに奴やつはその村にはいないのだな？」

「はい。村人たちによれば、王都に向かった、と……。現在、どのあたりにいるのかまでは分かりませんが、村を発たったのが今から一週間ほど前とのことです」

　この国に列車は走っておらず、最も早い移動手段は馬車。

　それで街道を進めば、そろそろここ王都に着いていてもおかしくない頃合いだ。

「だが奴は恐らく徒歩……いや、奴ならば徒歩でも馬車よりも早く進めるか？　無論、途中でどこかに立ち寄っていないとも限らない……」

　ともかく、早急に奴の動きを捕捉する必要がありそうだ。

　ここはこの国の力を借りる方が早いだろう。

　そのとき、ちょうど我々の元にこの国の宰相であるバイト殿がやってきた。

　少々性格には難があるが、まだ三十代ながら国のナンバーツーの座についているだけあって、非常に優秀な男だ。

「リミュル殿。報告がございます。ノーライフキングと目される青年が、我が国のアッティラという街で目撃されました」

「それは本当か、バイト殿？」

「はい。それも、つい昨日のことです」

　アッティラと言えば、王都からは馬車で三日ほどの距離だ。

　これまでの進行速度を考慮すると、奴の速さはせいぜい馬車程度。そのままのペースを維持してくれるならば、ここ王都に辿たどり着くのは明後日あさってという計算になる。

「そのことを陛下には？」

「まだ報告しておりません。伝えればパニックになることは目に見えていますので」

「そ、そうだな……」

　そんなやり取りをしていると、何やら急に廊下が騒がしくなった。

　バイト殿と目配せし、一緒にその場所へと向かうと、

「そこを退どくのだっ！　わしは一刻も早く、この国を出るぅぅぅ！」

「へ、陛下っ、落ち着いてくだされ！　国王がこの有事に逃走してなんとなされます！」

「そんなこと知らぬ！　早く逃げなければっ、わしまでアンデッドにされてしまうではないかぁぁぁっ！」

　我々が目撃したのは、大声で駄々をこねるレオンハルド王の姿だった。

　状況から察するに、どうやらバイト殿の知らぬところで、誰かが陛下に先ほどの情報を誤って伝えてしまったらしい。

「……陛下」

「おおっ、バイト！　話はすでに聞いたぞ！　誰が何と言おうと、わしは逃げる──ぶごぉっ!?」

　バイト殿が無言で振るった拳が、レオンハルド王の鳩尾みぞおちに突き刺さった。

「あぐぅ……」

　意識を刈られ、レオンハルド王の巨体が崩れ落ちる。

　今、完全に殴ったよな!?　仮にも国王に暴力を振るって大丈夫なのか!?

　そんな私の驚きを余よ所そに、バイト殿は平然と近くにいた使用人たちに命じた。

「陛下を玉座にお運び申し上げろ。そしてそこから動けないよう、縄か何かで玉座に括くくり付けておくように」

「「「は、はいっ！」」」

　バイト殿の命を受けて、レオンハルド王の大きな身体からだが運ばれていく。

「……失礼しました。見苦しいものをお見せしてしまいましたね」

「いや……」

　ともかく、今のは見なかったことにして、先ほどの話の続きをしよう。

「先日申し上げた通り、ノーライフキングの対処は我々に任せていただきたい。ここ王都に一歩たりとも足を踏み入れさせはしないと、約束しよう」

「よほど自信がおありなのですね？」

「ああ。この聖せい槍そうがあれば、どんなアンデッドであろうと確実に浄化できる」

　私は胸を張って告げた。

　……実際にはまったく効果がなかったのだが。

　どのみち戦うわけではなく、説得するのだから関係ない。

　今ここで、あのアンデッドは危険な存在ではないと説明しても、納得してもらうことは難しいだろう。なので詳しいことは話さず、こちらに委ねてもらう方がよいとの判断だ。

「分かりました。あなた方を信じ、すべてを託しましょう」

「任せてほしい」







「とは言ったものの、果たして本当に話ができるかどうか……」

　借りている部屋へと戻った私は、思わず不安を独り言ごつ。

　なにせ一度あのアンデッドとの会話を試みて、失敗に終わっているのだ。

　あの遭遇時のやり取りから考えて、言葉が通じないということはないだろう。ちゃんとこちらの言っていることを理解している様子だったしな。

　では、なぜあのアンデッドは逃げたのか？

　あれだけの不死性を持った存在が、討伐されることを怖がったとは到底思えない。だいたい無防備に攻撃を受けようとしたほどなのだ。

　そうだ。考えてみたら、あのとき奴が逃げようとしたのは、私と一対一になってからのことだ。もしかして私を怖がった、とか……？

　いや、私だけが特別、アンデッドに怖がられる理由なんて思いつかない。

「……とにかく、まずはこちらに敵意がないことを示して、それから──」

　トントン。部屋のドアをノックされ、私は思考の底から現実へと戻される。

「リミュル様、お客様がお見えになっています」

「？　お客様？」

　その表現に私は違和感を覚えた。それがもしこの国の人間であれば、そんな言い方はしないだろう。

　首を傾かしげつつ、私はドアを開けた。するとそこにいたのは、バイト殿の部下である役人の一人と、

「久しぶりですね、リミュル」

「……っ!?」

　まさかの人物に、私は言葉を失う。

「お知り合いでございましたか。突然、王宮にいらっしゃって、リミュル様にお会いしたいとのことでしたのでお連れいたしました」

　驚きょう愕がくする私を余所に、役人が経緯を告げる。しかし私の耳にはまったく届いていなかった。

　役人が立ち去り、彼女は部屋の中へと入ってきた。まったく遠慮することなく、ソファへと優雅に腰を下ろす。

　そこでようやく、私はまともに言葉を発することができた。

「き、騎士団長っ……なぜ、ここに……？」

　メルト教が誇る救世軍──アルベール聖騎士団を、歴代最年少の若さで率いる最強の聖騎士。

　それが今、私の目の前にいるセレスティア騎士団長その人なのだ。

　本来ならば、このような小国に出向くような方ではないが……。

　果たして私の推測通りの答えを、彼女は口にしたのだった。

「なぜって、そんなの決まっているでしょう？　今話題のノーライフキングを討伐しにきたのです」

「き、騎士団長、自ら……？」

「別におかしなことではないでしょう。相手はあの英雄王すらも討伐に失敗したというノーライフキング。並の聖騎士たちでは歯が立たないことは明白です。それゆえ、教皇猊げい下かからわたくしに勅令が下ったのです」

　セレスティア騎士団長は、当惑する私へ経緯を説明する。

　……実は私も、その可能性を考慮していなかったわけではない。

　だがさすがにこれほどの早さで、我が教会の切り札とも言える騎士団長を投入してくるとは思っていなかったのだ。

　こうなったら、当然この場の指揮権は完全に私から騎士団長へと移行する。

　あの白髪のアンデッドとの対話を試みようという私の目もく論ろ見みは、見事に瓦が解かいした。

「それで、あなたは直接そのノーライフキングと対たい峙じしたそうですね？」

「……は、はい」

「そのときのことを教えていただけますか？」

「か、畏かしこまりました」

　いや、まだ分からない。私が知るあの白髪の情報を伝えたならば、もしかしたら騎士団長を説得することが可能かも……。

「まず、この聖槍ではまるで歯が立ちませんでした。聖騎士全員で取り囲み、一斉に浄化を試みたにも拘かかわらず、あのアンデッドはまったくの無傷。それどころか、こちらの攻撃など児戯に等しいと言わんばかりに笑っておりました」

　一方で、奴は一切こちらを傷つけようとはしなかったのだ。

「危険なアンデッドと聞いていましたが、奴やつは我々に反撃することもなく去ってしまったのです。それどころか、我々が追っていた死霊術師ネクロマンサーを倒すなど、まるで人類に利するような行動を取っています。ロマーナ王国の王都も、あのアンデッドが雷らい轟ごう竜りゅうを倒したことで護まもられたと言えるかもしれません」

「……リミュル、つまりあなたは何が言いたいのですか？」

　私は恐る恐る、自分の考えを口にした。

「あのアンデッドは、我々人類にとっての敵ではない……かもしれない、ということです。私の見立てでは、会話をすることも可能です。もしコミュニケーションを取ることができるならば、危険を冒してまで、討伐を試みる必要はないのでは……」

　静かに私の言葉を聞いていたセレスティア騎士団長が、ゆっくりとソファから立ち上がった。

「実はわたくし、すでにノーライフキングと思われるアンデッドと戦いました。聞いていた通りの赤い目と白い髪でしたので、恐らく間違いないでしょう」

「っ……騎士団長が……っ？」

「ここ王都に来る途中、休憩のために立ち寄ったアッティラの街でした。なぜか温泉に浸つかっており、見た目はごく普通の青年でしたが……アンデッドだと看破したわたくしは、すぐさま討伐を試みたのです」

　温泉に浸かっていた……？

　ということは、もしかして騎士団長も……確かに昔から温泉が好きな人だったが、こんなときにわざわざ温泉になど入らなくとも……いや、この際そこには目を瞑つぶろう。

「しかし、わたくしの〝神剣〟をもってしても、傷一つ付けることができませんでした。そしてノーライフキングは、そのまま逃げるように立ち去りました。不思議なことに、わたくしに反撃しようとするどころか、そもそも敵意すら感じませんでしたね」

　まさか、すでにセレスティア騎士団長があの白髪と遭遇していたとは。

　これなら話は早い。私は胸を撫なでおろしつつ、改めて断言しようとする。

「騎士団長が実際に体験された通り、やはりあのアンデッドは危険な存在では──」

「リミュル」

「っ……」

　ただ名前を呼んだだけ。そして彼女の顔には変わらず微笑が浮かんでいる。

　だというのに、私は一瞬で射すくめられてしまった。

「危険な存在ではない。だから、何だというのです？」

「……それは」

「相手は神を冒ぼう瀆とくする不浄なアンデッド。となれば、討伐する以外に道はないでしょう？　まさかとは思いますが、リミュル。あなた、あのアンデッドに絆ほだされてしまったというわけではないでしょうね？」

「い、いえ、そんなことはっ……もちろんありません！」

　思わず汗を搔かきながら、私は慌てて否定する。

　同時に自分の甘い考えを反省していた。

　騎士団長の信仰は、数多くいる信徒たちの中でも、ひと際きわ深く、強い。アンデッドの存在を許すことなど、絶対にあり得ないはずだった。

「たとえあのアンデッドが人類に友好的な存在であったとしても、我々がやることは変わりません。神に仕える聖騎士として、必ずこの世界から浄化するのです」

「は、はい……っ！」

「分かればよいのです。もちろん討伐が容易ではないことは、わたくしが身をもって体感いたしました。しかし討伐に失敗したのは、わたくし一人の力だったからです。ここタナ王国の王都にも、大勢の信徒たちがいます。彼らの力を総動員するならば、必ずや消し去ることができるでしょう」

　そう語るセレスティア騎士団長の瞳は揺るぎない。

〝神剣〟の力を信じて疑っていないのだろう。

　団長が有する〝神剣〟は、我が教会が保有している最強の神話級武器だ。

　その最大の特徴は、信仰を力に変えることができるということ。本人の信仰のみならず、信徒たちの信仰を集束させるならば、凄すさまじい力を発揮できるはずだ。

　……確かに、団長の〝神剣〟ならば、白髪のアンデッドを浄化できるかもしれない。

　しかしリスクがある。もし失敗したら……あのアンデッドとはいえ、さすがに激怒し、今度こそ人類へと牙を剝むくかもしれない。

　果たして、そんな危険を冒すべきなのか……？

　いや、この不安はきっと、私の信仰が足りないせいなのだろう。

　神を、〝神剣〟を、そしてセレスティア団長のことを信じるべきなのだ。

　英雄王には悪いが、私は聖メルト教の聖騎士であり、やはり不浄なアンデッドは浄化するしかない。

　私はそう自分に言い聞かせる。

　だが、なぜだろう。こうも胸がもやもやしてしまうのは……。

「……さて、リミュル、ここからは堅苦しい態度でいる必要はありませんよ」

　団長はそう言うと、親しい間柄でしか見せない自然体の笑みを浮かべた。

「久しぶりに可か愛わいい妹の元気な顔を見ることができて、姉さんはとても嬉うれしいです」

「団長……いえ、姉さん……」

　そう。セレスティア騎士団長は私と血の繫つながった実の姉なのだ。

　幼少の頃から群を抜いて優秀で、そして敬けい虔けんな信徒でもあった姉さんは、僅か十歳のときに聖騎士になった。

　その当時、現教皇である父上はすでに教皇に次ぐ地位に就いており、そのため姉さんの入団は何らかの忖そん度たくが働いたからではないかと噂うわさされていたらしい。

　だが、それもほんの短い間だった。すぐに当人が頭角を現し、その実力が本物であることを証明してしまったからだ。

　それから幾つもの実績を挙げ、十五歳にして隊長を任されると、ついには史上最年少の二十五歳で聖騎士団の団長にまで上り詰めた。

　そんな姉さんは、私にとっての憧れであり、目標でもある。

　無論、才能のない私が、姉さんのようになれるとはとても思えないが……。

「リミュル、今回あなたが特別聖騎隊の隊長を務めること、私は反対していたのです」

「姉さん……？」

「だって、そうなるとしばらくの間、可愛い妹に会えなくなってしまいますもの」

「ね、姉さんはいつも私に対して過保護なんだ。私ももう、十八。立派な大人だ」

　……こうして姉妹の関係に戻ると、姉さんはすぐに私を子ども扱いするのだ。

　確かに姉さんにはまるで及ばないけれど、それでもちゃんと隊長を務められているとの自負があった。

「はぁ……ついこの間まで、おむつを穿はいていたはずなのに……」

「一体いつの話をしているんだっ!?」





◇　◇　◇






「お、もしかしてあれが王都か？」

　遠くに街が見えてきた。前にいた国の王都と比べると、城壁の高さも街の広さも随分と小さいが、それでもこの国に入ってから訪れた街の中では最も栄えていそうだ。

　謎の女に温泉でいきなり攻撃された後、俺はどうにか新たな衣服を調達。それからはのんびりと歩き続け、こうしてこの国の王都らしき場所へと辿たどり着いたのだった。

「……ん？　それにしても全然、人がいないな？」

　王都に近づいていくが、街道にはまるで人気がない。

　そのまま何事もなく城門の前までやってきた。

「門は開いてるんだが……」

　城門は開いているのに、誰も出入りしていない。

　衛士の姿もなく、本来なら入場のために検問で厳しくチェックされるはずだが、そのまま素通りすることができた。

「……入っていいのか？」

　もう入ってしまったが。

　街の中はさながら廃はい墟きょのような静けさだった。

　やはり人っ子一人見当たらないが、しかし所々にしっかりと生活感が残っている。まるで街の人たちがどこかに緊急避難してしまったかのようだ。

「む？　この感じは……アンデッド？」

　そのとき同族の気配を察して、俺は足を止めた。

「もっと街の中央からだな」

　もしかしてあの死霊術師の残党だろうか。またあの筋肉女のようなアンデッドだったら嫌だなと思いながら、俺は感覚を頼りに街の奥へと進んでいった。

　やがて広場へと辿り着く。円形の広々としたそこにも人がまったく見当たらない。ただ、そのど真ん中に、檻おりのようなものが置かれていた。

「檻の中で何かが蠢うごめいてるんだが……人か……？　いや……」

　アンデッドの気配の発生源は、まさにその檻からだった。近づいていくと、案の定その檻の中には大勢のアンデッド──ゾンビたちが閉じ込められていたのである。

「「「うーあー」」」

「「「おああああ……」」」

　呻うめき声を上げるゾンビたち。

　腐った死体とも呼ばれる彼らは、人の形は残しているものの、その名の通り身体からだのあちこちが腐っており、あるいは身体の一部が欠損したり、肉が抉えぐれて骨が見えていたりしていた。

　当然、悪臭が漂ってくる。

　同じアンデッドなので耐性があるのか、臭くてもえずいたりはしなかった。

「誰がやったのかは知らないが、随分と悪趣味だな……よし、ファイアボール」

　まるで見世物のように閉じ込められたこのゾンビたちが不ふ憫びんに思えて、俺はすぐに介かい錯しゃくしてやることにした。

　猛烈な炎が檻ごと包み込み、ゾンビたちの腐った身体を焼いていく。

「よし、浄化完了」

　俺のファイアボールには、単に肉を焼くだけでなく、その魂を浄化させる力があるのだ。

「今です！」

　突然そんな叫び声が聞こえてきたかと思うと、建物の陰から次々と人が飛び出してきた。

　魔法使いらしきローブを身に付け、杖つえを手にした彼らは、声を揃そろえて唱える。

「多重詠唱式マルチエンチャント──監獄結界プリズンバリア」

　すると俺の足元に巨大な魔法陣が出現。どうやらあらかじめ仕込んでいたらしく、次の瞬間にはもう魔法が発動していた。

　俺と空を遮るように、淡く光る膜のようなものが頭上を覆い尽くしていく。

　やがて半球状に展開された結界によって、俺は完全に閉じ込められてしまった。

　そこへ遅れて現れたのは、先日、俺と対たい峙じしたあの聖騎士の一団だった。その中には聖騎士少女の姿もある。

　もしかして、こんなところまで俺を追いかけてきたというのか……？　なんていう執念だ。

　だが彼らは俺のところへ来る前に立ち止まる。ただ一人を除いて。

「お久しぶりですね」

「っ……」

　それは見覚えのある女だった。

　温泉に入っていたとき、急に襲いかかってきたあの女だ。

　今は裸ではなく、ちゃんと鎧よろいに身を包んでいる。聖騎士少女たちと同じコンセプトのものだが、それより幾らか上等な代物に見えた。

「まんまとこちらの用意した罠わなに引っかかっていただけて、とても嬉しく思っています」

　そう告げながら、彼女は結界をすり抜けて中に入ってくる。

「……」

　俺は無言で後あと退ずさった。

　ど、どうするっ？　よりにもよって、この女が一人で近づいてくるなんて……。

　相手が中年の男だったなら、どうにか勇気を振り絞って、会話に持ち込むことができたかもしれない。

　だが生あい憎にくと女は大の苦手なのだ。今はお互いちゃんと服を着ているが、それで会話ができるようになるわけではない。

　しかもあの温泉のときの姿が脳裏を過よぎってしまうため、真まっ直すぐ彼女を見ることすらできなかった。

　……よし、逃げよう。俺はすぐにそう結論を出した。踵きびすを返し、走り出す。

「がっ？」

　しかしその直後、何かに激突して尻餅を突いてしまった。

　そうだった……先ほど展開された結界が、行く手を遮っているのだ。

「二十人を超える結界師たち。さらには希少な魔石を惜しみなく使用して発動させた、最強の結界です。そう簡単には逃げることなどできませんよ」

　そ、そうなのか……？　だとしたら、俺は今、女と二人きりで密室に閉じ込められているような状態というわけだ。戦慄しかない。

　でも、殴ったら案外、簡単に破れるような気も……？

　そう思い、拳を叩たたきつけようとしたときだった。

「なるほど……どうやらリミュルの言っていた通りかもしれませんね。貴方あなたは、人に危害を加える気などない」

「……」

　そうです。そんな気はまったくないです。ただ自分が死ねればいいだけなんです。

「ですが……だからと言って、その存在を許すわけにはいきません」

　彼女はきっぱりと告げた。

「忌いまわしきアンデッド──ノーライフキング。アルベール聖騎士団団長として、今度こそ貴方を浄化して差し上げましょう！」

　聖騎士団団長？　こんな若い女が……？

　いや、若くして団長の座に就いているのは、それだけ才能に恵まれていることの証左。

　もしかしたら今度こそ期待できるかも──いや。

　そこで俺は先日の温泉での攻防を思い出す。

　あのとき何度か攻撃を受けたけど、まったく効かなかったじゃないか。

　あれから短期間で、俺を浄化できるようになるとは思えない。

「……じゃあ、期待できないな……」

　溜ため息いきとともに、思わずそんな言葉が口から零こぼれ出てしまった。

　それが聞こえたのか、女団長はむっとしたような顔になって、

「っ……随分と甘く見てくれているようですね……。しかし、我が騎士団の名の由来となったこの神剣アルベールならば、いかなるアンデッドであろうと浄化できないはずがありません」

　いや、その剣、あの温泉内で俺を斬ったやつだろ？

　刀身が不思議な光を帯びていて、確かに少しビリっとした痛みを覚えた気がするが、それだけだった。

「ふふ、あれがこの神剣の力のすべてだと思っているなら、大きな間違いです。あれは所詮、わたくし一人の信仰によるもの。ですが、今日は──心強い味方が沢山いますので」

「っ!?」

　いつの間にか、広場の周辺に無数の人だかりができていた。きっと隠れていたこの街の住人たちだろう。彼らが戦えるとは到底思えないが……。

「さあ、皆さん！　神へ祈りを！」

　女団長がそう促すと、彼らは頭の前で一斉に両手を組み合せ、真剣な顔で祈りを捧ささげ出した。

　すると不思議なことに、女団長が手にする神剣の刀身が、煌こう々こうとした輝きを放ち始める。

　それを意気揚々と掲げて、彼女は言った。

「これこそ、神剣アルベールの力っ！　信徒たちの信仰を力に変えることで、いかなる悪をも滅する最強の剣となるのです！」

　おおっ、そうだったのか！

　再び希望が湧いてきた。俺はいつでも彼女が斬りかかってこれるよう、大きく両腕を広げて待ち構える。

「っ……なるほど、これでもまだ、効かぬという自信があるというのですね。いいでしょう。そのまま己の絶対的な力を過信したまま、あの世へ逝ゆきなさい！」





◇　◇　◇






　セレスティア騎士団長の命を受けて、私はすぐさま白髪のアンデッドを迎え撃つ準備を進めた。

「ま、ま、街中まで誘おびき寄せるだとぉっ!?　そんな危険なこと、できるわけなぶごっ!?」

「陛下、あなたは静かにしていてください」

「きゅう……」

　またも鳩尾みぞおちを殴られ、白目を剝むいて伸びてしまったレオンハルド王は放っておいて、私はバイト殿に事情を説明する。

「……分かりました。どうにかやってみましょう」

　私のことを信用してくれているのか、バイト殿は戸惑いつつも了承してくれた。

　それから一般市民たちを避難させ、城門は開放。

　そして各教会の呼びかけによって、メルト教の信徒の大半が広場へと集まってくる。

　さらには結界師たちも広場へと集結させた。

　どの国の王都にも、一定数、熟練の結界師がいるものだ。ロマーナのように常時展開させている国は少ないが、それでも緊急時には街全体を覆うように防護結界を展開しなければならないからだ。

　それは小国であるここタナ王国も例外ではなく、全結界師たちを総動員してもらった。

　最後に、奴やつを引きつけるための餌として、檻おりに入れたゾンビ数体を広場の中央に配置する。

　もちろん同じアンデッドとはいえ、あれが餌として機能するとは思えない。

　しかし私は「これまでの調査から、奴は同族に引き付けられる」との噓うそを吐ついた。

　会話が通じるなどと言っても、信じてもらえないだろうからだ。

「最悪、私が奴をここまで引き付けてくればいい」

　元より対話を試みようとしていたのだ。奴を誘導するくらいできて当然だろう。

「リミュル隊長、ターゲットが見えて来たようです。そしてそのまま城門へと向かってきているとのこと」

　やがて副隊長のポルミからそう報告が上がってくる。

　城門からほど近い場所で待機していた私は、緊張しつつも、いつでも次の行動に移れるように備えた。

「隊長、ターゲットが城門を潜くぐったようです」

　どうやら私が出るまでもなく、奴は自ら街中にまで入って来たらしい。

　だがさすがにそのまま広場まで行ってくれるはずはないだろう。

「隊長、ターゲットが目抜き通りを進み、広場の方へと向かっているようです」

　……。

　私は急いで広場へと先回りすることにした。

　もちろん、まだ途中で道を逸それる可能性もあるため、対応できるよう心づもりしておく。

「隊長、ターゲットが広場に……」

　……。

　すぐに私の目にも、奴の姿が確認できるようになった。

　さ、さすがにあのあからさまに怪しい檻には近づいていかないだろう。

「隊長、ターゲットが檻に……」

　……。

　それなりに知能の高いアンデッドだと思っていたが、もしかしたらそれは私の思い違いだったかもしれない。

「今です！」

　そう叫んだのはセレスティア団長だ。

　すぐさま待機していた結界師たちが飛び出していき、結界を展開。

　本来なら王都を守護するような巨大な結界を、この大きさまで濃縮させたものである。

　幾らあの白髪でも、そう簡単には破壊できないだろう。

「上手うまくいったようですね、リミュル隊長。後はわたくしが奴を討つだけです」

　団長が満足そうに白髪へと近づいていく。

　その自信に満ち溢あふれた後ろ姿を見ていると、本当に彼女ならば奴を討てるのではないかと思えてきた。

　一方で、なぜか複雑な感情が湧き上がってくるのだった。

「……この気持ちは、一体……」





◇　◇　◇






　女団長が神剣とやらを手に躍りかかってくる。

　刀身から発する光は柱となって天へと伸びており、それはさながら舞い降りる天使の光跡のようだ。

　明らかに温泉のときとは違う。これなら今度こそ死ねるかもしれないと、俺は期待に胸を膨らませながらその瞬間を待つ。

「はぁっ！」

　そして脳天に斬撃が叩き込まれた。全身を貫くような衝撃に襲われる。

「〜〜っ！」

　こ、これはかなりいい感じかもしれない!?

　女団長が飛び下がったとき、俺の視界は大きく歪ゆがんでいた。恐らく今の一撃で頭を破壊されたせいだろう。

「っ……この程度のダメージだとは……」

　だが女団長は驚いている。

　どうやら思っていたより手応えがなかったらしく、すぐに視界が元に戻ってしまう。

　……簡単に治癒してしまったようだ。

「それに、尋常ではない再生力……やはり、侮あなどれませんね……。皆さん、さらなる祈りの力を！　大カタス災トロ厄フィ・級クラスと言われるだけあって、信じがたいほどの耐性と再生能力を有していますが、間違いなく効いています！　我々の力で、確実に仕留めるのです！」

　その呼びかけに、信徒たちの祈りの声が強くなった。そして神剣が帯びる光がさらに勢いを増す。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　再び繰り出される光の斬撃。

　次の瞬間、俺の視界がぐるぐると回転したかと思うと、目の前にいきなり地面が近づいてきて、激突。それから再び視界が何度も回り、やがて止まったときには空が見えていた。

　視界の端に捉えたのは、下半身だけとなった俺だ。どうやら胴体が完全に消滅させられてしまったらしい。

「これだよ、これ！」

　こんな状況ながら俺は思わず叫んでいた。やっと近づいた念願の死に、喜ばないはずがない。

　だがその直後だった。

　消失したはずの俺の胴体が、見る見るうちに残った下半身から生えていく。

　ついには胸や腕まで元通りになったかと思うと、突然その復活した身体からだが目の前に迫ってきたのでびっくりした。

　推測するに、どうやら地面に転がっていた頭部が不思議な力で空を舞い、再生した首と合体したらしい。

　こうして俺は、あっという間に元の姿を取り戻してしまったのだった。

「そ、そんな……なんという自己再生力なのですか……」

　女団長はわなわなと唇を震わせていた。

「はぁ、はぁ……」

　しかもめちゃくちゃ呼吸が荒い。顔色も悪く、今にも倒れてしまいそうだ。

「ま、まだです！」

　それでも女団長は諦めていないらしく、信徒たちに懸命に訴えかけた。

「完全に消滅させてしまえば、さすがに二度と復活することは不可能なはず！　さあ、もう一度、渾こん身しんの祈りを！　皆さんの信仰はその程度ではないはず……っ！」

　それに応えて、信徒たちの祈りがさらに強くなる。刀身が凄すさまじい輝きを見せる一方で、ますます女団長の表情が歪んでいった。

「団長っ！」

　そこへ慌てて駆け寄ってこようとしたのは、あの聖騎士少女だ。

「リミュル、貴女あなたは下がっていなさい……っ！」

「で、ですがっ……神剣アルベールは、破格の力を与えてくれる反面、負担が非常に大きい！　これ以上は、団長の身体が……」

　なるほど、あの剣、どうも使い手に大きな負荷を与えるようだ。

　だからあんなに苦しそうにしているのか。

「心配……要りません……っ！　その前にっ……倒します……っ！　はああああああ……っ！」

　裂れっ帛ぱくの気合とともに、女団長が斬りかかってくる。

　そして閃せん光こうのような一撃を喰くらった瞬間、俺の意識は完全に飛んだ。

　おおっ、これは……ついに、やったか……？

　最後の刹那に俺が感じたのは、ようやく安らかな眠りにつけることへの喜び、ただそれだけだった。




【肉体および霊体の完全消滅が確認されました】

【不死皇帝デス・エンペラーの固有スキル『絶対不死』が発動します。根源世界に記録されたデータを元に霊体を再構築していきます】

【データ照合中……終了。霊体の再構築を開始します。完了まで10秒、９、８、７……２、１、０。霊体が復活しました。続いて肉体の再生を開始します】
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　……あれ？　俺は今、何をしていたんだっけ？

　気づくと俺は冷たい地面の上に大の字になって倒れていた。

　首を傾かしげなら上半身を起こす。すると目に入ってきたのは、愕がく然ぜんとしたように目を見開く栗くり色いろの髪の女だ。息が荒く、滝のような汗を搔かいている。

　さらに俺を取り囲むように、広場には大勢の人間たちの姿があった。

「あ、そうか」

　そこで俺は思い出す。この女に、あらゆるアンデッドを浄化できるという触れ込みの神剣とやらで思い切り斬られたのだ。

「……無傷なんだが」

　自分の身体を確認してみても、どこも怪け我がもしていなければ、痛みもない。

　しばらく意識が飛んでしまってはいたようだが……。

「くっ……」

「だ、団長っ!?」

　女団長が地面に崩れ落ちそうになる。聖騎士少女が慌てて駆け寄り、その身体を支えた。

「し、信じられ、ません……あのような状態から……再生するなんて……。これでは一体……どうやって、浄化すればいいというのですか……」

　もはや諦めたように嘆息している。

　ええと……どうしようかな？

　広場に集まった信徒たちも動揺していて、すでに祈りを止めてしまっているし、もうダメっぽい感じだ。また期待して損してしまったな……。

　やはり俺はそう簡単には死ぬことができないらしい。

　……浄化できないようだし、俺、そろそろ帰っていいかな？

　こんな風に大勢から注目されている状態は、アンデッドなのに精神がすり減ってしまう。

　というわけで、とっととここから立ち去ろうとした、そのときだった。

「ん？」

　急に空が暗くなり、太陽が雲にでも隠れたのかなと思いつつ、空を見上げた俺は、つい「げぇっ」と叫んでしまった。

　上空を悠々と飛行していたのは、どこかで見たあの二体のドラゴンだったのである。

『ぬし様、やっと発見』

『主あるじよ、今度こそ逃がさぬのじゃ！』











第五章　聖騎士たちは絶望した









　大勢の信仰によって力を得た神剣アルベール。

　それを手に、セレスティア団長が白髪のアンデッドへと躍りかかった。

　一方で、奴やつはまったく動こうとはしない。私たち特別聖騎隊が、聖せい槍そうで一斉攻撃を仕掛けたときと同じだ。

「はぁっ！」

　団長の剣は見事に奴の脳天へと突き刺さった。

　私は思わず顔を背けてしまう。頭部の半分近くが、ごっそりと消失していたのである。

　さすがの奴でも、団長の一撃を受けて無事では済まなかったようだ。

「っ……この程度のダメージだとは……」

　ただ、団長は驚いていた。彼女としては、もっと大きなダメージを与えられると予想していたのだろう。

　さらに我々は信じがたい光景を目撃することとなった。白髪の顔が見る見るうちに元通りに治ってしまったのだ。

　そのことに、なぜかホッとしてしまう自分がいた。

「それに、尋常ではない再生力……やはり、侮れませんね……」

　団長は警戒心を強めたらしい。信徒たちへと訴えかける。

「皆さん、さらなる祈りの力を！　大災厄級と言われるだけあって、信じがたいほどの耐性と再生能力を有していますが、間違いなく効いています！　我々の力で、確実に仕留めるのです！」

　神剣の輝きがいっそう増した。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　再び白髪へと斬りかかった。渾身の一撃が奴の右肩へと叩たたき込まれ、白髪の上半身が消し飛んだ。残ったのは下半身と、宙を舞う頭部だけだ。

「や、やったか……？」

　聖騎士の誰かが呟つぶやく。

　幾らアンデッドとはいえ、この状態になっても動き続けられる個体は少ない。

　果たして──




「これだよ、これ！」




　地面に転がった奴の頭部が、いきなり嬉うれしそうに叫んだ。

「「「〜〜〜〜〜〜〜〜っ!?」」」

　これには敬けい虔けんな信徒たちも思わず祈りをやめてしまう。無論、私も驚愕していた。

　お前っ、喋しゃべれたんか〜〜いっ！

　いや、今はそっちじゃない。まさか、あの状態で声を発することができるとは……。

　しかし我々の衝撃はそれに留とどまらなかった。

　消失したはずの胴体が再生したかと思うと、頭部がボールのように飛び跳ね、再生した胴体の上に乗っかったのだ。

　つなぎ目も一瞬で消失。気づけば何事もなかったかのように、元の姿に戻ってしまっていた。

「そ、そんな……なんという自己再生力なのですか……」

　団長も呆ぼう然ぜんとしている。

「はぁ、はぁ……ま、まだです！　完全に消滅させてしまえば、さすがに二度と復活することは不可能なはず！　さあ、もう一度、渾身の祈りを！　皆さんの信仰はその程度ではないはず……っ！」

　ま、マズいっ！　妹である私にはすぐに分かった。

　すでに団長──姉さんの身体からだは限界だと。

　これ以上、あの神剣の力を引き出しては、白髪を浄化する前に姉さんが死んでしまう。

　私は思わず走り出していた。

「団長っ！」

「リミュル、貴女は下がっていなさい……っ！」

「で、ですがっ……神剣アルベールは、破格の力を与えてくれる反面、負担が非常に大きい！　これ以上は、団長の身体が……」

「心配……要りません……っ！　その前にっ……倒します……っ！」

　必死に止めようとする私を押し退のけ、団長は裂帛の気合とともに白髪へと飛びかかった。

「はああああああ……っ！」

　次の瞬間、轟ごう音おんとともに凄まじい閃光が弾はじけた。視界が真っ白になる。

　段々と目が見えるようになってきて、私はそれを見た。

「か、完全に、消失させた……？」

　広場からあの白髪の姿が消え失うせていたのだ。

「ふ、ふふふ……これなら……もう、再生はできないでしょう……」

　地面に膝を突き、団長が震える声で笑う。広場にいた信徒たちが一気に沸いた。

「「「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」

「ノーライフキングを倒したぞおおおっ！」

「俺たちの勝利だ！」

「いいや、我らが神の勝利だっ！」

「「「セレスティア様っ！　セレスティア様っ！　セレスティア様っ！」」」

　誰もが勝利を喜び、神を、そして団長を口々に称たたえている。

「やりましたね、リミュル隊長」

「そ、そうだな」

　副隊長のポルミに声をかけられ、私は曖昧に頷うなずく。

　……これで本当によかったのだろうか？

　いや、よかったはずだ。私は自分に言い聞かせる。

　相手はアンデッド。いつ人類に牙を剝むくかもしれない、邪悪な存在だ。

　浄化して当然だろう。私は神に仕える聖騎士として、我々の勝利を心から祝福すべきなのだ。

　と、そのときだった。

　メキメキメキッ！　という音に振り返った私は、途と轍てつもない光景に我が目を疑った。

　先ほど白髪のアンデッドがいた場所に、いつの間にか骨が落ちていたのだ。

　しかもその骨が猛スピードで成長し、人の骨格を形成しようとしているではないか。

　さらにはその骨格が肉を纏まとっていく。

　先ほどまでの歓喜はどこに行ったのか、誰もが呆然自失となる中、あっという間にそこに元の姿となった白髪のアンデッドが出現していた。

　そして目が開き、不思議そうな顔をしながら上半身を起こした。

「し、信じられ、ません……あのような状態から……再生するなんて……。これでは一体……どうやって、浄化すればいいというのですか……」

　団長が絶望の表情で声を震わせる。

　あのいつも強気な姉さんも、完全に心が折れてしまっている……。

　しかし無理もない。命懸けの攻撃をして、結果がこれなのだ。やはり、この白髪のアンデッドを倒すことは無理なのだろう。

　事ここに至っては、私の当初の作戦を試みるしかない。そう決意し、白髪へと近づこうとした、まさにそのときだった。

　突然、周囲が暗くなった。奴が空を見上げて、「えっ」という声を上げる。

　釣られて空を見やった私は、思わず息を吞のんだ。

　大空を悠然と舞っていたのは、黄金の鱗うろこを持つ巨大なドラゴン──ロマーナ王国の王都を襲ったという、あの雷らい轟ごう竜りゅうだったのだ。

　まさか、白髪のアンデッドが雷轟竜を眷けん属ぞくにしたという話は本当だったのか……？

　このタナ王国に入って以降、奴は単身で行動しているとの情報から、さすがにそれはないだろうと考えていたのだが……。

「ら、雷轟竜、だと!?」

「まさかっ……」

「お、おい！　あれ、もう一匹いねぇか!?」

　愕がく然ぜんとする我々に更なる追い打ちをかけたのは、その雷轟竜の向こうに見えた、もう一つの巨大な影だった。

　こちらもドラゴンだ。しかも雷轟竜にも負けない存在感を放っている。

　シルエットはやや細身だが、その代わり全長は長い。巨体を覆う漆黒の鱗が太陽光を反射し、不気味な輝きを放っている。

「あ、闇あん黒こく竜りゅう……？」

　それは雷轟竜に並び立つという、もう一体の竜種の頂点。

　深い谷底に隠れ住んでいることから、人類への脅威度は低いとされ、危険度こそ雷轟竜には及ばないが、その強さは雷轟竜にも引けを取らないと言われている。

　雷轟竜はともかく、なぜ闇黒竜までここに……？

『ぬし様、やっと発見』

『主あるじよ、今度こそ逃がさぬのじゃ！』

　二体のドラゴンが地上に降りてくる。その圧倒的な威圧感だけで、広場に集まっていた信徒たちがバタバタと泡を吹いて倒れていく。

　熟練の聖騎士たちですら、動くことができずに固まってしまっているくらいだ。一般人では意識を保っているのも難しいだろう。

『む？　何じゃ、この結界は？』

『ぬし様、閉じ込められてる？』

『なんと！　我が主に対して、何たる無礼を！』

　グルルアアアアアアッ!!

　雷轟竜がいきなり憤いきどおったような雄お叫たけびを上げたかと思うと、結界目がけて躍りかかってくる。

　バガンッ！　……最初の突進は辛かろうじて防いだ。

『これしきの結界、我に壊せぬとでも思うたか！』

　だが続いて振り下ろされた紫電を纏う前脚で、結界はいとも容易たやすく粉砕されてしまう。

　地響きとともに広場に着地する雷轟竜。遅れて、闇黒竜もまた盛大な音を轟とどろかせながら降り立った。

『我が主よ、また会えて嬉しいのじゃ』

『ぬし様、相変わらずカッコいい』

　私にはドラゴンの言葉など分からない。しかし目の前にいる最強の魔物たちが、あの白髪のアンデッドに対して親愛の情を抱いていることだけは分かった。

　そして何より私を戦慄させたのが、二体のドラゴンから、生き物ならば必ず有するはずの生気が感じられなかったことだ。

　まさか、アンデッド化している……？

　あの白髪のアンデッドが、このドラゴンたちを眷属にしたというのか……？

　彼らの鋭い目が、戦慄して震える我々の方を向いた。

『貴様らか？　我が主への無礼を働いたのは？』

『殺す？』

　叩たたきつけられるような殺気。私は腰が抜けて、地面に尻餅を突いてしまった。

　信徒たちは一人残らず意識を失って倒れているし、聖騎士たちも、もはや誰一人として立っていない。

　そんな中、唯一まだ二本の脚で踏ん張り、立ち続けているのはセレスティア団長だ。

　さすが団長……。この状況であっても、まだ戦う意思を失っていないのか。

　と、そこで私は気づいてしまう。

　団長の足元に、水みず溜たまりができていることに……。

　ま、まさか、あの姉さんが、失き────いや違う、あれはきっと汗だ。

　そうに違いない……そうであってくれ。

「こ、これほどのドラゴンを二体も眷属に……あ、あり得ません……」

『ほう？　貴様、もしや我らに歯向かう気ではないじゃろうの？』

『ん、殺す』

「ひぃぃぃっ……」

　脚がガクガクと震え出したかと思うと、ついに立っていられなくなり、団長は内股で地面にへたり込む。足元の水溜まりがさらに広がっていった。

　漂ってきたのはアレ特有の匂いだ。……どう考えても汗ではない。

　アルベール聖騎士団の団長として、そして教皇猊げい下かの娘として、多くの信徒たちに慕われている姉さんだ。

　もし信徒たちがこんな光景を目撃したとしたら、その信仰が揺らぎかねない。

　……不幸中の幸いは、広場にいる大半がすでに気絶してしまっていることだろう。

　いや、そもそも我々は生きて帰ることができるのか。

　この二体のドラゴンが軽くブレスを吐こうものならば最後、この場にいる者たちは残らず殺され、王都は壊滅的な被害を受けることになるだろう。

　あるいは、我々も白髪の眷属にされてしまうかもしれない。

　って、待て。その白髪はどこに行ったんだ……？

　先ほどまでいたはずの場所から、奴やつは忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　ドラゴンたちも遅れてそれに気づく。

『……む？　ぬ、主がおらぬ!?』

『どこいった？』

『あっ、あそこじゃ！』

　ドラゴンたちの視線を追って、私も発見する。

　こちらに背を向けて猛スピードで遠ざかっていく奴の後ろ姿。ちょうど今、広場から飛び出したところだ。

『主よ！　また逃げる気か！』

『逃がさない』

　もはや我々など眼中にないようで、二体のドラゴンが慌てて後を追いかけていく。

　凄すさまじい地響きを上げながら、そのまま広場から去っていった。

　というか、いま一瞬、裸の女に変身したように見えたのだが……きっと気のせいだろう。

「た、助かった……のか？」

　私は思わず安あん堵どの息を吐く。

　ようやく身体からだを起こすことができるまで、しばらくかかってしまった。

「その……団長、大丈夫ですか？」

　恐る恐る団長に声をかけた。下半身を濡ぬらしているそれには、もちろん気づかないふりを貫くつもりだ。

「団長……？」

　と、そこで私は気がつく。団長が座ったまま、白目を剝いて意識を喪失してしまっていることに。

「ね、姉さん……」
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「もう我慢の限界だっ！　わしは逃げるぞっ！　誰に何と言われようが、自分の命が最も大切なのだっ！」

　そう独り喚わめきながら、王城から離れていく恰かっ幅ぷくのいい人影があった。

　タナ王国の国王、レオンハルド二世その人である。

　若き宰相により、これまで厳重な警備とともに王城内に閉じ込められていた。

　だが一瞬の隙を突いて、彼だけが知る秘密の抜け道へ。

　そしてついに誰にも見つからずに王城から脱出することに成功したのだった。

「そもそも、わしは国王だぞ！　なぜあんな酷ひどい扱いを受けねばならんのだ！　バイトの奴め、最近ますます増長してきおって！」

　自由の身となった彼は、日頃の鬱憤を吐き出す。

「しかし、このわしの脱出を阻止できぬとは口ほどでもない奴だな！　はっはっは！」

　よく分からない勝ち誇り方をしながら、レオンハルドは贅ぜい肉にくを揺らして走った。

　広場の方は危険なので、目指しているのはそれとは逆の方向だ。彼はそのまま王都からも出てしまうつもりだった。

「それにしても、街中にノーライフキングを誘い込むなど、完全にどうかしておるわい！　やはり逃げの一手しか──」

　と、そのときだ。

　ちょうど目抜き通りに出た直後、彼の目の前を凄まじい速度で何かが通り過ぎていった。

「ぬおっ!?」

　思わずお尻から地面に倒れ込んでしまうレオンハルド。

「なっ、貴様、危ないだろう！　このわしを誰だと思っておるのだ！　この国の王、レオンハルドであるぞ！」

　遠ざかっていくその人物に、反射的に怒声を浴びせていた。

　だがそこで彼は気がつく。その人物の髪が、真っ白であることに……。

　レオンハルドの叫び声に反応したのか、さらにその白髪が振り返り──

　彼が目にしたのは、真っ赤な瞳だった。

　もちろんレオンハルドは、ノーライフキングの外見的な特徴を伝え聞いている。

「白い髪に……赤い目……ま、ま、まさか……ひいいいいいいいいっ!?」

　泡を食って逃げ出すレオンハルド。

　しかし腰が抜けて立つことはできず、大きな身体で這はうようにして進むしかない。

「ゆ、許してくれぇぇぇっ！　この国が欲しいなら幾らでもあげるからっ……わしの命だけは許してくれぇぇぇっ！」

　そんなダメ王過ぎることを叫び散らす彼は、ノーライフキングがとっくに去ってしまったことも、遅れて二人の全裸美女（ただしドラゴン）が背後を走り抜けていったことにも、気づかない。

　やがてどうにか王城へと戻った彼は、逃げたダメ王を捜していた宰相に発見される。

「……何やっているのですか、陛下」

「バイトぉぉぉっ！」

「ちょっ、汗びっしょりじゃないですか!?　臭いので離れてください！」

「うえええええんっ！」

「泣くな、このダメ王っ！」

　この後しばらくの間、レオンハルドは塞ぎ込んでしまい、政務の場に現れることはなかった。……悲しいことに、彼が不在になっても特に何の支障もなかったが。
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「また逃げられてしまったではないか！」

「どうして？」

「どうしても何も、貴様のせいに決まっておるじゃろう！」

「なぜ？　何もしてない」

「きっとぬし様は、貴様が気に喰くわなかったのじゃろう」

「がーん」

　金髪の美女と黒髪の美少女が言い争っていた。

　またしても彼女たちの主人に逃げられ、二人だけ取り残されてしまったのである。

「せっかく我が頑張って眷けん属ぞくにしてやったというのに……使えぬやつじゃ」

「……でも眷属にはしてもらえた」

「したはいいが、やはり期待外れだったのではないかの」

「がーん」

　雷らい轟ごう竜りゅうの辛辣な物言いに、闇あん黒こく竜りゅうは傷ついたようによろめいた。

「その〝ひんにゅー〟では仕方のないことじゃがの」

「……見てる限り、その〝きょにゅー〟も、ぬし様に好まれてるようには思えない。むしろ嫌がってる可能性が高い」

「何じゃと！　貴様、我の〝きょにゅー〟にケチをつける気か！」

「そっちこそ、〝ひんにゅー〟を侮あなどり過ぎ」

　平行線の主張を続け、睨にらみ合う。

　……彼女たちは知らない。そもそも二人の主人は、女性が苦手であるということを。裸の女性など、もはや直視することすらできないということを。

　やがて言い合いに疲れたのか、雷轟竜が溜ため息いきとともに言った。

「……こうなったら、また別の眷属候補を探すしかないの」

「なぜ？」

「主あるじへの貢みつぎ物ものじゃ。貴様は失敗じゃったが、今度こそ喜んでもらえるような奴を捧ささげるのじゃ」

「むう……」

「貴様も手伝うのじゃ。そうすれば主に認められるかもしれぬぞ」

「なら頑張る」

　こうして彼らの主人の想おもいとは裏腹に、二体のドラゴンは新たな眷属探しに出発するのだった。











第六章　ついに観念した









「おお、よくぞいらっしゃった、旅のお方。ここはタナ王国最西端の村、ヤネマ。儂わしは村長のアールズですじゃ」

「……最西端？」

「ここからさらに西に行くと、荒野になっておりましての。そこが隣国のラオル王国との国境となっておりますのじゃ」

　二体のドラゴンから逃げ続けること丸一日。

　俺はヤネマという寂れた村に辿たどり着いていた。

　いきなり現れた謎の白髪男に、村人たちからは大いに驚かれてしまったが、滅多に人が訪れることがないということで珍しがられ、こうして今は村長宅で親切な応対を受けている。

　老人ばかりということもあって、俺でも辛かろうじて会話することができていた。

「そ、そのラオル王国というのは……大きな国なのか……？」

「いえいえ、タナ王国に負けず劣らずの小国ですな。以前は我が国とも交流があって、この村も商人や旅人の休息地点としてもう少し栄えておったのですが……残念ながらラオルは現在、クランゼール帝国の属国となっておりましての。お陰で今では関係が途絶え、この村も見ての通りの有様ですじゃ」

　どうやらそのクランゼール帝国は、今この大陸西部で最も大きな国らしい。

　ただ、他国を次々と侵略して領地を拡大させ続けており、そのため大半の周辺国と緊張状態にあるという。

「我が国もいつ侵略されやしまいかと、戦々恐々としているところですじゃ。せめてロマーナのように、立派な王様であればのう……」

　この国の王様はあまり人気がないらしい。

　何でも、食って寝て玉座に座っているだけで、政務の大半を側近に任せきりにしているくせに、王様としてのプライドだけはしっかり高いそうだ。

　……聞いただけでもダメそうな国王だな。

　それはともかく、クランゼール帝国はちょっと気になるな。

　魔導技術の発展に力を入れているそうで、西部諸国内でも群を抜いて先進的な国らしい。

　そんな国なら俺が死ねる方法が分かるかもしれない。

　よし、まずはラオル王国に入り、それからクランゼール帝国に向かうとしよう。
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　白髪のアンデッドとその眷属である二体のドラゴンたちが去ってから、丸二日が経たった。

　すでに王都にはいないのか、幸い彼らの目撃情報は上がってきていない。

　王都の住民たちは未いまだノーライフキングの来訪に怯おびえながら暮らしているが、それでも少しずつ街は日常を取り戻しつつある。

　ノーライフキングの討伐には失敗したが、しかし王都からは追い払うことに成功したということで、バイト殿からは感謝された。

　小国であるタナ王国からしてみれば、大カタス災トロ厄フィ・級クラスとも目される魔物を退けたというだけでも大戦果なのだろう。

　しかも死者はゼロだ。

　メルト教の信徒たちが何人か、精神的に大きなダメージを受けてしまったようだが、それでも怪け我が人にんすらほぼ出なかったことは望外な結果かもしれない。

　ちなみに、我々が命懸けであの恐ろしい二体のドラゴンと対たい峙じしているときに、国王陛下は王都からの逃走を図っていたそうだ。

　どういうわけか自分から王城に戻ってきて、今は部屋に閉じ籠もってしまっているという。

　まぁ元から宰相のバイト殿が政務を仕切っているため、特に問題はないだろう。

　そして──姉さんはあれからまだ一度も目を覚ましていない。

「ううう……また復活するなんて……完全に消滅させたはずなのに……ううう……」

「姉さん……」

　怖い夢を見ているのか、ずっとうなされている。

「十回目……二十回目……百回目……ううう……また復活した……雷轟竜が……闇黒竜が……十体……二十体……百体……ううう……何体いるんですか……」

　……うん、かなり怖い夢を見ているようだ。

「姉さん……心配は要らない。ここにあのアンデッドはいないし、二体のドラゴンもすでに去った。いるのは私だけだ」

「うう……」

　ゆっくりと安心させるように言うと、それが聞こえたのか、呻うめき声が少し収まった。

「今は好きなだけ眠るといい。姉さんは……今までずっと頑張ってきたからな。たまにはゆっくりと休んだ方がいい」

　姉さんの頭を優しく撫なでる。すると苦しそうだった表情が段々と安らかになっていく。

　やがて落ち着いたのか、譫言うわごとは聞こえなくなり、ただ規則正しい呼吸の音だけが部屋に響くようになった。

　その変化に安あん堵どしつつ、姉さんの汗を濡ぬらしたタオルで拭いてやる。

　……と、そのとき、姉さんの瞼まぶたがおもむろに開いた。

「っ！　姉さんっ……目を覚ましたのかっ？」

　私は慌てて身を乗り出す。

　姉さんは頭上に現れた私の顔を見て、不思議そうに眼めを瞬しばたたかせた。

　かと思うと、その瞳に見る見るうちに涙が溜たまっていく。

　姉さんが泣くところを初めて見たかもしれない。十歳近くも離れているため、私が物心ついた頃にはもう、姉さんは今の強い姉さんだったからだ。

　だが今日ばかりは無理もない。幾ら姉さんでも、人間なのだ。

　時には涙することだって──

「ふえええええええんっ！　怖い夢を見ちゃったよおおおおおっ!?」

「……へ？」

　いきなり姉さんが幼い子供のように叫んだので私は面めん食くらった。

　しかも泣きながら私に抱きついてくる。

「ね、姉さん……？」

「怖いよぉっ……えぐえぐっ……」

「ちょっ、ちょっと、姉さんっ……い、痛い……力が強すぎて……」

「いやああああっ！　離さないでぇぇぇっ！」

　強い力で胴部を圧迫されて苦しいので、いったん引き離そうとするとそれを強く拒まれた。

　ますます力が加わり、呼吸するのも辛つらいほどだ。

　にしても、こんな姉さん、初めて見たのだが……まさか、幼児退行している……？







　どうやら姉さんはあまりの恐怖から、幼児退行してしまったらしい。

　医者にも診てもらったが、身体からだの方は健康そのもので、精神的な部分からきているようだ。

「す、少しは落ち着いたか？」

「うん……」

　うん、って……。普段の姉さんなら、こんな頷うなずき方はしない。鼻水でぐしゃぐしゃだし……。

　ともかく先ほどよりはマシになっていた。

　抱擁地獄からどうにか解放されて、私は安堵の息を吐く。

　とはいえ、どうしたものか……。医者が言うには、精神面の問題なので、いつ治るか分からないそうだ。

　ただ、療養するにしても、できれば故郷などの落ち着ける場所の方がいいだろうとのことだった。

　ここは異国の地。どうやら一度、国に戻った方が良さそうである。

　どのみち姉さんはもう、あの白髪のアンデッドと戦うことなどできないだろう。

　神剣をもってしても、奴やつの浄化は不可能であることが判明してしまったし……。

　その後、私はポルミ副隊長を呼んだ。

「何でしょう、リミュル隊長？」

「これより貴殿に重要な任務を与える。特別聖騎隊を率いて、セレスティア騎士団長を保護しながら、我らが故国──メルト・ラム聖教国へと帰還せよ」

　私の指令に、ポルミは呆あっ気けに取られたような顔になった。

　というのも、今のは、私がこれから単独行動をするとの宣言でもあったからだ。

「しかし隊長は……？」

「私は一人で奴を追う」

　私はまだ、奴の追跡を諦めてはいなかった。もちろん団長ですら不可能だった討伐ができるとは思っていない。

「で、ですが、それならばせめて聖騎士たちを連れていけばよいのではありませんか？」

「いや、私一人の方がいい」

　バイト殿によれば、奴はすでに国境を越えてしまったことが確認されたという。

「そして恐らく、ラオル王国に入ったとみられる」

「ラオル王国……というと、帝国の……」

「そうだ。帝国の属国であるラオルは、我々聖騎士の入国が許されていない」

　かの帝国は、メルト教を始め、他国の宗教を信仰することを一切禁じているからな。

　ゆえにぞろぞろと大人数で押し入るわけにはいかないのだ。

「隊長、それはあまりにも危険では……？」

「心配しなくていい。正体がバレるようなヘマはしないからな。それよりも姉さ……団長のこと、よろしく頼む」
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「グルアアアアアッ！」

「おら」

　襲いかかってきた虎の魔物を、俺はワンパンで吹き飛ばす。

「ゲコォッ！」

「っと」

　さらに蛙かえるの魔物が長い舌を飛ばして攻撃してくるが、それを軽く避よけると、一瞬で距離を詰めて腹に蹴りを叩たたき込む。

　後ろにいた二、三体の魔物を巻き添えにしながら、蛙は百メートル先まで飛んでいった。

「……随分と魔物が多いな？」

　国境を越えてラオル王国に入った俺は今、三十体を超える魔物の群れに囲まれていた。

　当初はちらほらと出現する程度だったのだが、進めば進むほど頻度が増してきて、現在はこの有様である。

　明らかに異常な数だ。どうやらこの一帯において、魔物が大量発生しているらしい。

「村や町が放棄されてたのもこのせいか」

　途中で何度か集落を見かけたのだが、そのどれにも人がいなかった。きっと逃げたのだろう。

「面倒だな。……魔力を解放するか」

　どんなに数が多かろうが、どうせ俺を倒せるような魔物はいない。

　だがいちいち倒していくのは大変なので、俺は抑え込んでいた魔力を解き放つことにした。

「「「〜〜〜〜〜〜〜〜っ!?」」」

　その瞬間、それまで殺気だっていた魔物たちが急に怯えだした。

　俺の魔力量を察知して、勝てない相手だと悟ったのだろう。魔物が次々と逃げていく。

　あれだけいた魔物が、あっという間に姿を消した。

「さて、先に進むか」

　俺は悠々と歩き出す。しかししばらくすると、再び魔物が集まってきてしまった。

「おいおい、どういうことだ？　って、こいつらは……」

　ゾンビやスケルトンといったアンデッドたちだった。

　俺の魔力を感じ取った彼らは、怖おそれて逃げていくのではなく、逆に引かれてしまうようだ。

　攻撃してくるわけではなく、こちらの歩くペースに合わせて後を付いてくる。

　モノ言わぬアンデッドたちだが、彼らから尊敬の念が伝わってきた。俺を上位のアンデッドだと知り、付き従おうとしているのだろう。

　だが生あい憎にくと俺は彼らを眷けん属ぞくにする気などない。

「早くあの世に逝いってくれ」

　そう思って、ファイアボールで焼き尽くそうとしたときだった。

「「「オアアアア……」」」

　信じられないことに、彼らの身体から魂が離れ、天へと昇っていった。

　えっ？　別に焼かなくてもいいの？

　どうやらファイアボールを使わずとも、俺が命令するだけで勝手に浄化されてくれるらしい。

　魂が抜けると、ゾンビやスケルトンは身体が崩れて灰となっていく。

「「「ウーアー」」」

「はいはい、お前たちもあの世に逝っていいぞ」

「「「オアアアア……」」」

　こうして俺は近づいてくるアンデッドたちを悉ことごとく浄化しながら、歩き続けたのだった。







　続々と集まってくるアンデッドを浄化しながら、のんびり歩き続けることしばらく。

「都市だ」

　俺はちょっとした都市を発見した。

　防壁もそれなりに立派だし、ここなら人がいるかもしれない。

　と思ったが、半壊した城門を通って中に入ると、そこはやはり打ち捨てられた街だった。

　人の代わりに魔物が我が物顔で闊かっ歩ぽしているところを見るに、ここも魔物の侵攻に耐えることができず、住民たちが逃げ出したのかもしれない。

　しかし今までのような小さな集落ならともかく、これほどしっかりした都市ですら、魔物に陥落させられてしまうとは。

　それだけ魔物が大量に発生したということだろう。

「それでもこの規模の都市なら、普通は軍隊を派遣するなりして、奪還しようとするはずだけどな。それに何か原因があってこの大量発生が起こってるのだろうし、それを解決しようとはしなかったんだろうか？」

　事情をあれこれ推測してみるが、情報が少な過ぎて生憎とまったく分からなかった。

　ともかく少し都市内を探索してみようと、俺はあちこち歩き回ってみることにした。

　今は再び魔力を抑えているので、街の中にいた魔物が襲いかかってくる。

　それを倒しつつ色々と見ていると、どうやらこの都市が破棄されて、まだそれほど日が経たっていないことが分かった。

　市場らしき場所を発見して、散乱した商品類に注目してみたのだ。

　生鮮食品などは当然ダメになっているが、ある程度、日持ちするような食品類は、まだどうにか食べることができそうなのである。

　……まぁ俺はアンデッドなので食事の必要もなければ、たとえ腐ったものを食べたとしても腹を下すことだってないのだが。

「お、お兄ちゃん！」

「馬鹿っ！　早く逃げるんだ！」

　と、そこで俺の耳に、誰かが叫ぶような声が聞こえてきた。

「人がいるのか？」

　俺は声がした方向へ走り出す。

　しばらく飛ぶように駆け続けると、やがて見えてきたのは随分と古い城壁だ。年季が入っているだけでなく、都市を囲っている城壁と比べて高さも低ければ、全長もかなり短い。

　恐らくもっと古い時代に造られ、街の拡大に伴って新たな城壁が築かれたものの、壊されずにそのまま残されたのだろう。

　その旧城壁の近くに、魔物に襲われている兄きょう妹だいがいた。妹は十代前半、兄の方も十五歳かそこらといったところだ。

　兄は剣を、妹は弓を手にしていることから、多少は武の心得があるのかもしれない。

　だが相手は二人を遥はるかに超す体たい軀くを誇るトロルだ。

　二人の焦燥した様子から、自分たちが敵かなう相手ではないと悟っているのだろう。

「い、一緒に戦えば……っ！」

「無理だ！　俺が時間を稼ぐ！　お前だけでも早く中に！」

　兄は自分が犠牲になってでも、妹を城壁の中に逃がそうとしているようだ。

「ぐひひひぃっ」

　しかしトロルは嗜し虐ぎゃく的な笑みを浮かべたかと思うと、手にしていた巨大な棍こん棒ぼうを妹目がけて放り投げた。

「っ!?」

「に、逃げろおおっ！」

　高速回転しながら迫りくる自分よりも大きな棍棒に、恐怖で動けない妹。兄の叫び声が虚むなしく轟とどろく。

　ぱしっ。

「「……え？」」

　このままでは棍棒に潰されると思いきや、棍棒がなぜか直前で急停止した。というのも、俺がギリギリのところで滑り込み、片手で受け止めたからだ。

　うん、本当に危ないところだった。あと一歩でも遅れていたら、今頃はぺしゃんこになっていたかもしれない。

「ぐえ？」

　棍棒を受け止められて、トロルが間抜け面づらで目を瞬しばたたかせている。

「こいつは……お返しした方がいいよな？」

　俺は棍棒を思い切り投げ返してやった。先ほどの投とう擲てきを遥かに超える速度で戻ってきたそれが、トロルのでっぷりと太った腹に直撃する。ばぁんっ！

「〜〜〜〜〜〜〜〜っ!?」

　トロルの腹が弾はじけ飛んだ。棍棒はそのまま胴体を貫通し、背後にあった廃屋を二、三軒くらい破壊してしまう。

「あ、あぶぅ……」

　血を周囲に巻き散らしながら、謎の呻うめき声とともに倒れ込む巨きょ軀く。確実に死んだだろう。

　ってか、どう考えてもやり過ぎてしまった……。

　ちょっと手加減するべきだったと、今さらながら反省するが、もう遅い。

「えっと……だ、大丈夫か……？」

「「ひぃっ……」」

　俺が心配して声をかけるも、兄妹はトロル以上の化け物でも見るかのような目を向けてくる。

　顔は恐怖で引き攣つり、どちらもその場にへたり込んで、ガクガクと震え出す。

　こ、怖くないよー？　こう見えて、とっても善良なアンデッドですよー？

　そう内心で主張しつつも、「この状況から彼らと上手うまく会話できるようなら、元からコミュ障なんてやってねぇ！」と開き直った俺は、とりあえずその場をそそくさと立ち去ることにしたのだった。

　ただ去り際ぎわ、兄の方が、

「ま、待ってくれ……っ！」

　と呼び止めてきた。

　すでに背を向けて走り始めようとしていた俺は、一瞬動きを止める。

「い、妹を助けてくれて、ありがとう……っ！」

　なるほど、ちゃんと礼を言えるなんて、若いのに偉いじゃないか。

　だけどな、一つだけ言わせてくれ。

　もうちょっと早く言ってくれよおおおおおっ！

　だって、今から「やっぱり立ち去るのやめた」なんてしたら、なんかすっごい恥ずかしいじゃないか!?

　……コミュ障は融通が利きかないのである。





◇　◇　◇






　姉さんのことをポルミに任せ、タナ王国の王都を発たった私は、王国最西端の村へとやってきていた。

　素性を明かし、今は村長に話を聞いているところだ。

「は、はい、白髪赤目の青年じゃったら、確かに数日前にこの村に……」

　やはり奴やつはこの村に立ち寄っていたらしい。

　そしてそのままラオル王国に行くため、国境へ向かったという。

「ドラゴンは見なかったか？」

「ドラゴン？　はて、それは見ておらぬが……」

　どうやら雷らい轟ごう竜りゅうと闇あん黒こく竜りゅうを引き連れてはいなかったようだ。

　今思えば、あのとき奴は、突如として現れたドラゴンたちから逃げていくようにも見えた。

　……本当に眷属にしたのだろうか？

　ただ、あの二体ともアンデッド化していたことは間違いない。

「しかし……あの青年は、本当に危険なアンデッドなのじゃろうか……？」

　村長が恐る恐る訊きいてくる。

「後からそのことを知ったのじゃが……聞かされた今も、なかなか信じられず……。わしには、そんな風には全然見えなくてのう……」

　彼が言うには、白髪は非常にシャイではあったが、それを除けばごく普通の青年としか思えなかったという。

　アンデッドだということにすら気づかなかったほどだ。もちろん、村人たちが襲われたり、アンデッドにされたりということもない。

　村長の話を一通り聞き終えてから、私は言った。

「奴がアンデッドであることは、間違いない」

「……」

「ただ……危険なアンデッドかどうかは、私にも分からない。だから私はこれからそれを確かめに行くんだ」







　一晩この村で世話になり、翌朝ラオルへ向けて出発した。

「行くぞ」

「クルルゥ〜」

　私がその背に跨またがったのは、馬の代わりとしてよく利用されている鳥、ライドバードだ。

　ほとんど空を飛ぶことはできない大型の鳥で、乗るのに少しコツはいるものの、最高速度なら馬にも匹敵する。

　その最大の特徴は人ひと懐なつっこく、賢いことだ。

　野生のライドバードですら簡単に人を乗せてくれるほどで、まったく人を選ばない。加えて馬と違い二本足なので、山道でも進むことが可能である。

　しかも降りた後に命じれば、勝手に巣まで帰ってくれるのだ。そのためタナ王国では昔からこのライドバードがよく利用されており、王都で貸してもらったのである。

　この判断は正解だった。

　国境はちょっとした山々が連なる一帯で、ライドバードが大活躍してくれたのだ。

　もしこれを徒歩で越えようとしていたらかなり大変だっただろう。

　ちなみに聖騎士の鎧よろいは脱ぎ捨て、今はかなりの軽装だ。王国内では武者修行の旅人と身分を偽るつもりだった。

　ラオル王国に入ってしばらくライドバードを走らせた私は、不思議な道を発見した。

「……灰？」

　それは灰でできた道だった。遥か西の方まで延々と続いている。

　不思議に思いつつも、ちょうど私が向かおうとしていた方角だったこともあり、そのまま灰の道を進むことにした。

　そうして数時間。ようやく灰の道が途切れたかと思った頃、前方に都市が見えてきた。

　だが街道に人は見当たらず、城門も破壊されてしまっている。

「……ここも廃はい墟きょになっているのか」

　実は途中で見かけた村や町もすべて、無人の集落と化していたのだ。

　倒壊した建物を調べてみると、魔物に壊されたような痕が幾つも残っていたので、もしかしたら魔物の大群でも押し寄せてきたのかもしれない。

　実際、魔物の死骸もあちこちに転がっていた。

「その割にここに来るまでほとんど魔物を見かけなかったのだが……」

　幾つもの疑問を頭に浮かべながら、私はその都市へと足を踏み入れた。

　……少し前まで人が暮らしていたような痕跡があるな。

　何か事情があって、住民たちが一斉に都市から避難したのかもしれない。

「っ！　魔物か」

　そのとき建物の陰から姿を現したのはオークだ。大柄な成人男性ほどの体格をした人型の魔物で、知能は低いが怪力と耐久力が厄介とされている。

「ブヒィィィッ！」

　こちらに気づくや、鼻息荒く襲いかかってきた。私はライドバードの背に跨がったまま、その鼻面を目がけて槍やりを投擲した。

「ブッ!?」

　鼻に槍の穂先が突き刺さり、オークはそのまま盛大にひっくり返った。後頭部を地面に激突させ、白目を剝むく。近づいて槍の柄を摑つかんだ私は、いったん引っこ抜くと、今度は喉首へ下ろしてトドメを刺してやった。

「……なるほど。どうやら今この都市は、人の代わりに魔物の住すみ処かになっているらしいな」

　さらに幾つかの気配を感じ取って、私はライドバードから降りて槍を構え直す。

　全部で五匹。

　先ほどとは別のオークが一匹に、ホブゴブリンが一匹、それからコボルトが三匹だ。

　だがこの程度の数、私の敵ではない。伊達だてに聖騎士団の隊長をやっているわけではないのだ。

　最初に飛びかかってきたのは三匹のコボルト。

　同時に行けば大丈夫だという犬頭らしい安直な作戦なのだろうが、私は槍を素早く旋回させて三匹まとめて斬り倒してやった。

「「「ぎゃん!?」」」

　仲良く鳴いて地面に転がるコボルトたちを後しり目めに、ホブゴブリンが殴りかかってきた。

　しかし私の槍の方が速く、長い。

　ホブゴブリンの喉を、心臓を、そして下腹部を一息で突いた。

　血を流しながら倒れていくホブゴブリンには目もくれず、私の意識はすでに背後から迫るオークへと向いている。

　反転しながら繰り出す刺突。それがオークの右目を貫き、そのまま一気に脳を破壊する。

　巨体が崩れ落ちた。

「ふう」

　止めていた息を大きく吐く。

　そのとき足元から微かすかな殺気を感じて、私は咄とっ嗟さに振り向いた。

「っ！」

　先ほど三段突きで仕留めたつもりだったホブゴブリンが長い腕を伸ばし、私の足首を摑もうとしていたのだ。どうやら少しばかり傷が浅かったらしい。

　慌ててその腕を槍で突き刺そうとする。しかし一歩遅かった。

　すでに足首が摑まれ、決死のホブゴブリンに地面へと引き摺ずり倒されてしまう。

「ぐっ」

　背中を強したたかに打ち付け、肺から無理やり息が吐き出される。

　ホブゴブリンは腕に槍が刺さっている状態にもかかわらず、私の身体からだを強引に引き寄せると、上から覆い被かぶさってこようとした。

　並のゴブリンならともかく、オークに匹敵する体格のホブゴブリンに上を取られてしまっては一巻の終わりだ。咄嗟に腹に蹴りを入れ、転がって逃れようとした、そのときだった。

　ひゅん！

　どこからともなく飛来した矢がホブゴブリンの首を貫いた。

「オア？」

　間抜けな声を漏らすホブゴブリン。

　ようやく自分の首に矢が刺さっていることに気づいたときには、もはや絶命寸前だった。

　目から光が消え、力なく倒れ込む。

「……誰だ？」

　一方、私は素早く立ち上がりながら、矢が飛んできた方角を睨にらんだ。

「危なかったね、お姉ちゃん！」

「子供？」

　家の屋根から飛び降りてきたのは、まだ十代前半ほどの少女だ。手に弓を持っていることから、恐らく先ほどの矢は彼女が放ったものだろう。

　さらに遅れて、少年が姿を見せる。こちらは少女より少し年上だろうか。

　どうやらこの都市にはまだ人がいたらしい。

「すげぇな、姉ちゃん。これだけの魔物を一人で片づけちまうなんて」

「もしかして騎士様？」

　二人が人懐っこく話しかけてきた。

「いや、私は武者修行中の旅人だ」

「へえ、なんかカッコいい」

「それより君たちは？　この都市は一体どうなっている？」

　自分の素性を誤魔化しつつ、彼らに疑問をぶつける。

「こんなとこじゃ何だし、付いてきてよ」

「安全なところがあるんだ！」

　二人に促されて、私は後を付いていくことにした。

　やがて見えてきたのは、随分と年季の入った城壁だった。城門は瓦が礫れきや家具などによって無理やり塞がれている。

　ただ、僅かに人一人がギリギリ通り抜けられそうな小さな穴が開いていた。

「あの向こうだよ」

「お姉ちゃんなら細いし通れるよね？」

「……も、もちろんだ」

　途中でつっかえてしまったときは少し焦あせったが、何とか穴を通り抜けることができた。ちなみにライドバードは器用に瓦礫や家具を足場にし、城壁を飛び越えてしまった。

「ここは……？」

「新城壁と旧城壁で囲まれた場所で、元はスラム街だったんだ」

　少年が言う通り、粗末な家屋が所狭しと並んでいる一帯だ。狭い路地やみすぼらしい扉から次々と人が出てきて、わらわらと集まってくる。

「おにーちゃん、おねーちゃん、おかえり！」

「そっちのおねーちゃん、だれー？」

　子供ばかりだ。中にはまだようやく歩き始めたばかりといった幼児の姿もあった。

「ここには逃げ遅れた子供が隠れてるんだ」

「逃げ遅れた？」

　詳しく話を聞いてみると、どうやら半月ほど前、魔物の異常発生を受けて、都市の住人たちがこの街を捨てて逃げていったのだという。

　それはここスラム街の住民も例外ではなかった。

　しかしその際、大人たちに置いていかれてしまった子供も多くいて、それが今ここにいる子供たちらしい。

「こいつらの多くは小さい頃から知ってるから、放っておけなくてさ」

　私が助けた少年と妹の二人は、いずれこの国を出て冒険者になるのが目標で、前々から剣や弓の訓練をしていたという。

　そのため二人だけなら逃げることもできたかもしれないが、もっと幼い子供たちのためにここに残り、食料を手に入れるため時には魔物が徘はい徊かいする危険な都市内を探索しているそうだ。

「そんなとき、たまたま魔物と戦う姉ちゃんを見つけたんだ」

「そうだったのか」

　それにしても色々と疑問が残る。

　普通は軍隊などが派遣され、直ちに異常発生の原因究明とその排除に乗り出すはずだ。

　なぜ半月も放置しているのか。

「大人たちが言ってたけど、この国、自由に軍隊を動かすことができないんだって。変だよね、自分の国の軍なのに」

「……なるほど」

　少年の言葉で納得する。

　帝国の属国となったことで、ラオル王国軍もまた帝国軍の管理化に置かれているはずだ。

　そして帝国軍は現在、隣国への侵略を進めているところで、王国軍もそこに駆り出されているのかもしれない。

　いずれにせよ一属国内の問題などに、兵を割きたくないということだろう。

　国や領主が期待できないときには、冒険者が重要な役割を果たすことが多い。

　しかし帝国にはそもそも冒険者ギルドがなかった。国際的な組織である冒険者ギルドの存在は、徹底的に他国との交流を排除している帝国にとって都合が悪いのだろう。

「だが私が見た限り、もう随分と魔物の数も減っているように思えた。異常発生も収まりつつあるのではないか？」

「そうなら嬉うれしいんだけど……。でも、街中から魔物が減ったのは、白い兄ちゃんのお陰かな」

「白い兄ちゃん？」

「うん、すっごく強くて、トロルをあっという間に倒しちゃったんだ！」

　二人がいつものように食料確保のため街中を探索していると、家のように巨大な魔物、トロルに遭遇してしまったという。

　すぐに歯が立たないと判断して逃げたが、思いのほか動きが速くて追いつかれてしまう。

　そこへ現れた救世主が、その白い兄ちゃんとやらだった。

「家のように……？」

　確かにトロルは巨漢だが、しかし家ほどあるかというと首を傾かしげる。

　このスラム街の家を基準にしているからだろうか。

「あそこにまだ死体があるよ」

「っ!?」

　言われて視線を向けた私は、瓦礫に埋もれた巨体に息を吞のんだ。

　通常のトロルの身の丈が三メートルほどだとすれば、それは軽く二倍はありそうだった。

　横幅も広く、体積としては十倍と考えてもおかしくないほど。

　どう考えてもトロルではない。上位種だ。

「……トロルキング？」

　トロルキングは災害級ハザード・クラスに指定されるほどの魔物だ。

　討伐するにはそれこそ軍の出動が必要になるはずだ。それを単身で倒すなど、もはや人間の領域ではない。

「その『白い』というのは、もしかして髪の色のことか……？」

「そうだよ。真っ白なの。それに、目が赤かった気がする」

　間違いない。白髪のアンデッドだ。奴やつもこの都市に来たらしい。

「その青年がどこに行ったか知っているか？」

「たぶんまだいるよ」

「この都市に？」

「街に侵入した魔物を倒してくれてるみたいなんだ。だから最近、食料を集めるのも楽になって、すごく助かってる」

「……どこにいるか分かるか？」

　恐る恐る訊きくが、兄きょう妹だいは首を左右に振った。

「それが、分からないんだ。人見知りなのか、どこかに隠れちゃってて」

「ちゃんとお礼を言いたいんだけど……」

　たまに見かけることは見かけるらしい。だが声をかけようとこちらから近づくと、なぜか逃げてしまうそうなのだ。

　……間違いない。その特徴、やはり奴だ。

　しかし人を助けてはくれるのに、なぜ逃げるのか……。

「でも、もうちょっとでお話しできそうな気もする」

「妹が言う通り、逃げるにしても段々と距離が縮まってきてる感じなんだ」

「そうなのか？」

　今度こそ私も奴とコミュニケーションを取りたいのだが……もしかしたらこの兄妹の方が上手うまくいくかもしれないな。

「……しばらくここにいさせてもらって構わないか？　もちろん、何かできることがあれば手伝おう」
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「それにしてもキリがないな……」

　俺は時計塔のてっぺんから都市を見渡しながら呟つぶやいた。

　ここに来てから、すでに数日が経たっている。

　あれから都市を徘徊していた魔物を排除したり、魔物の出入りを封じるための簡易なバリケードを作ったりしていた。

　この都市に残っているあの子供たちも、これで少しは安心するだろう。

　どうやら先日トロルから助けてやった兄妹の他にも、二十人を超える子供たちが生活しているようなのだ。

　まだ幼い子供も多く、年長の兄妹が食料を探して持ち帰っては、どうにか飢えを凌しのいでいるらしかった。

　だが都市の外に目を向けると、魔物は沢山いた。何度か外に出ては一掃しているはずなのだが、しばらくすると元に戻ってしまうのだ。

　ちなみに俺がこの都市に来たときにあまり見かけなかったのは、魔力を解放していたからだろう。都市に着くと同時に再び魔力を抑えたため、また集まってきてしまったのだ。

「このままちまちまと魔物を倒し続けても収まりそうにない。やっぱり発生源を絶たないとな……」

　この魔物の異常発生には必ず原因があるはずだ。それを突き止めて解消できれば、きっと食い止めることができるだろう。

「見たところ一番、魔物が多いのは……北東、か」

　北東の方角を睨にらみ、俺は独り言ごつ。

　単純に考えると魔物の密度が高い場所ほど、発生源に近いはずだった。

　その北東に見えるのは森だ。あそこから魔物が溢あふれ出し、そうしてこの辺り一帯を魔物の楽園に変えてしまったのだろう。

「調べに行ってみるか。都市内の魔物はほぼ排除したし、しばらくは俺がいなくても大丈夫だろう」

　そうして早速、異常発生の原因を探るべく動き出そうとしたときだった。

「おーい！」

「お兄ちゃーん！」

　時計塔の下から、俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

　あの兄妹だ。あのときのことの礼を言いたいのか、時々、遭遇するとこっちに近づいてくるのだ。俺も彼らに訊きたいことがあるので、それに応じようともしたのだが……。

　べ、別に女の子がいるから逃げてるわけじゃないぞ!?

　あれくらいの女の子なら、会話くらい余裕でできるって！

　ああ見えて向こうも俺のことを怖がってるみたいだから、あえて近づかないようにしているだけで──

「兄ちゃん！　降りて来てくれ！」

「お話ししようよーっ！」

　……。

　時計塔の周辺は広場になっている。ここから逃げようとすると、普通は兄妹のいるところを通らなければならないのだが、俺なら跳躍だけで向こうに見える城壁まで行くことが可能だ。

　どうするか……。

「……」

　散々悩んだ結果、俺は勇気を振り絞って彼らの呼びかけに応じることにした。







　兄妹に連れてこられたのは、都市のスラム街だった。彼らは他の子供たちと一緒にここへ避難し、魔物に怯おびえながら暮らしているのだ。

「白いお兄ちゃん、あのときは助けてくれてありがとう！」

「……いや」

「最初はびっくりして、怖がっちゃってごめんね……？」

「……気に、してない」

「よかった！　嫌われちゃったかと思ってた！」

「……そんなことは……ない……」

　さっきから妹の方がやたらと積極的に話しかけてくる。随分と懐なつかれてしまっているが、悪い気はしない。

　たとえ女であっても、これくらいの子供ならちゃんと会話ができるのだ。

　……異論は認めない。

「なぁ、兄ちゃんは一体どこから来たんだ？」

「……あっち、だ」

「あっちってことは、もしかしてタナ王国の方？」

　少年に訊かれ、俺は頷うなずく。

「すげぇなー。異国には兄ちゃんみたいに強い奴がいっぱいいるのか？」

「……どうだろう」

　よしよし、今のところいい感じでコミュニケーションが取れているぞ。

　それから二人に案内されたのは、ボロボロの家屋だ。これでもスラム街ではマシな方らしく、彼らが寝泊まりしているという。中は狭く、どこからか拾ってきたような最低限の家具が置かれているだけだった。

「白い兄ちゃん、あれからずっと街の魔物を倒してくれてたんだろ？　お陰で食料の調達がやりやすくなったぜ」

「……」

　俺が密ひそかにやっていたことを、彼らは察してくれていたらしい。

　なんだか恥ずかしくて、俺は目を泳がせる。

　それから二人は街がこうなってしまった経緯などを話してくれた。

　魔物の異常発生により、半月ほど前に都市の住人たちが大挙して逃げていったそうだ。

　その際に取り残されたのがスラムの幼い子供たちで、このスラム出身でもある兄妹は、彼らのために逃げずにここに留とどまったという。

「ただ、段々と食料も見つからなくなってきちゃってさ。このまま異常発生が収まらなかったら……」

　……やはり異常発生の原因を突き止め、それを解消するしかなさそうだ。

「し、しんぱ──」

　心配は要らない、俺が何とかしてやるから……と言いかけたそのときだった。

　出入り口のところに、見覚えのある女が現れたのは。

「何だ、貴様。一応ちゃんと喋しゃべれるじゃないか」

「っ!?」

　なんと、あの聖騎士少女だった。

　何でここに!?　まさか、こんなところまで俺を追ってきたというのか……っ？

　その凄すさまじい執念に、俺は戦慄すら覚えてしまう。……怖っ！　ストーカーかよ!?

「〜〜っ！」

　咄とっ嗟さに逃げようとするが、しかしこの家、窓がない上に、出入り口が一つしかない。

　そしてその一つは、聖騎士少女に塞がれてしまっている。

「無駄だ。今度こそ逃げ場はないぞ」

　聖騎士少女が勝ち誇ったように言う。

　ど、どうすれば……っ!?

「そもそもなぜ逃げようとするんだ？　……いや、貴様を何度も攻撃しておいてこの問いはおかしいか。……だが、私が何をしたところで貴様を浄化することはできないことは、貴様自身もよく分かっているだろう？」

　逃げようとするのは女が苦手だからです。

　なんて、そんな恥ずかしいことを言えるわけがない。

「お姉ちゃん、よく分からないけど、あんまり白いお兄ちゃんを怒っちゃダメだよ！」

「そうだぜ。怯えてるじゃねーか」

　すると兄妹が見かねて割り込んできた。

「い、いや、私は怒っているわけでは……」

「とにかく、もうちょっと落ち着いて！　そうじゃないと、ちゃんと話せないよ！　だって、白いお兄ちゃんは極度の人見知りなんだから！」

　ぐふっ……。俺は精神的なダメージを受けてよろめいた。まさかこんな子供にまで言われてしまうとは……。

「そ、そうか……悪かった」

　聖騎士少女が申し訳なさそうに謝ってくる。

　やめてくれ！　謝られると余計に恥ずかしいから！

　そして何を思ったか、聖騎士少女は入り口を塞いだまま座り込んだ。

「では時間をかけてじっくりと話をしよう」

　話が終わるまで梃子てこでも動かないぞ、という覚悟の目に射い貫ぬかれて。

　これは本当に逃げられそうにないな……と悟り、俺は項うな垂だれつつ観念したのだった。
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「元々は冒険者で、ダンジョン内で死に……気づいたらアンデッドになっていた、か」

「そ、そうだ……あれからどれくらい経たったのか……俺にも、分からない……」

　俺は洗いざらいすべてを吐き出していた。

　最初は時間がかかったものの、段々ちゃんと話すことができるようになってきている。

　それもこの聖騎士少女が腰を据えて、俺の言葉を待ってくれたからだ。

　ちなみにこの家の主である兄きょう妹だいには、話が終わるまで外に出てもらっている。俺がアンデッドだと知られると、また面倒なことになるだろうからな。

「つまり、貴様は悪いアンデッドではない、と？」

「も、もちろん……だ」

「世間的には地上に不死者の王国を築こうとしている、凶悪で無慈悲なアンデッドだと言われているぞ」

「……は？」

　ちょっ、どういうことだ？　不死者の王国？　そんなもの、考えたことすらない。

　噓うそだと思いたかったが、聖騎士少女は真面目な顔をしている。

　どうやら本当のことらしい。

　そもそも俺、今まで何にも悪いことしてないよな？　なのに何でそんなふうに言われているんだよ……。

「貴様が倒したあの死霊術師ネクロマンサーがそう言っていたんだ。そしてそれが広まった」

　あいつのせいか〜〜〜っ！

「お、俺は……そんなつもりは……ない」

「ではあのドラゴンたちは？」

　それを訊きかれるとなかなか答え辛づらいものがある……。

　俺の言うことを信じてくれるかは分からないが、せっかくの機会だ。しっかりと主張しておこう。

「勝手に……眷けん属ぞくになった……だけだ……俺の意思じゃない……」

「……なるほど。では、人間の村や街を転々としているのはなぜだ？　お陰でどこもかもパニックに陥っているぞ？」

「こ、怖がらせるつもりはなかったんだ……俺はただ……死ぬ方法を、探しているだけで……」

「死ぬ方法？」

「そうだ……俺は、この世に未練などない……むしろ、一刻も早く眠りにつきたいと思っている……だが、その方法が分からないんだ……知っての通り、ちょっとやそっとじゃダメージを受けないし、浄化もされない……」

「……」

　この聖騎士少女も、聖せい槍そうとやらで俺を浄化しようとしてきた。だがまったく効果がなかったのだから、俺の不死身っぷりを理解しているはずだ。

「一体、どうすれば……」

「……ならば、私の国に来てはどうだ？」

「え？」

　突然の意外な提案に、俺は目を瞬しばたたかせる。

「メルト・ラム聖教国。聖メルト教の教主国だ。我が国ならば、貴様を浄化させる方法があるかもしれない」

「ほ、本当かっ？」

「……もちろん、あくまでも可能性の話だ。だが闇雲に探し回るよりもずっといいだろう。あまりにも迷惑だしな」

　……すいません。

　聖騎士少女は神妙な口ぶりで続けた。

「我々にとって、神の摂理に反したアンデッドは忌いむべき存在だ。必ず浄化せねばならない。一方、貴様自身も浄化されることを望んでいる。ある意味、互いの利害が一致していると言ってもいいだろう」

「……確かに」

「本来ならアンデッドを我が国に連れて行くなど不信仰の極みだが、この場合はさすがに咎とがめられまい。……無論、貴様の言うことが真実なら、だが」

「う、噓は言ってない……俺は、本当にただ、死にたいだけだ……」

　そう主張しながら、俺は諦念にも囚とらわれていた。言葉がたどたどしいせいで、噓を吐ついているように聞こえてしまうからだ。

　我ながら自分のコミュ障っぷりが嫌になる……。

「いいだろう。ひとまず貴様のことを信じよう」

　俺の予想に反して、聖騎士少女は頷いた。

「い、いいのか……？」

「貴様が悪いアンデッドではないことは、これまでの行動から分かっている。第一、そこまでの力を持っていながら、噓を吐く必要などないだろう」

　よ、よかった。これで目標に大きく前進できたかもしれない。

「ただ、その前に一つやるべきことがある」

「……？」

「この魔物の異常発生の原因を取り除きたい。貴様も力を貸してくれるな？」







　俺は聖騎士少女とともに街の外にやってきていた。色々あって、これから彼女と魔物の異常発生の原因究明に取り組むことになったのだ。

　……いや、別に一人でよかったんだけどな？

　だが今さら断り辛い。何より彼女は俺の目的を果たす上で、重要なファクターだ。ここで機嫌を損ねてしまうわけにはいかなかった。

「……さて。最初の問題は、どっちに行けばいいかだな……」

　聖騎士少女はそう言って、ぐるりと四方を見渡す。

　え？　もしかしてどこに向かえばいいかも分からずに出てきたの？

　見かねた俺は北東にある森を指さした。

「……あっちだ」

「……？　分かるのか？」

「ああ……魔物が一番、多かった……恐らく、あの森から溢あふれてきているのだろう」

「よし、ではあの森に向かおう」

　そうして俺たちは森に向かって歩き出す。やはり中から引っ切り無しに魔物が出てきているようだ。それらを蹴散らしながら進み、やがて森の入り口へと辿たどり着く。

　……本当は俺が魔力を解放すれば、弱い魔物なんて勝手に逃げていってくれるので、いちいち戦う必要もないんだけどな。

　ただ、そうするとこの聖騎士少女が気を失いかねないのでやめておく。

　森の奥を覗のぞいてみると、そこかしこに魔物の影があった。幾ら森と言ってもあり得ないほどの数だ。

「なるほど、確かに魔物が多いな……」

「……大丈夫そうか？」

「心配は要らない。行くぞ」

　強気の聖騎士少女が先に行こうとするので、俺は慌てて追い抜いた。

「何の真ま似ねだ？」

「俺が……先に行く」

「……」

　さすがに年下の少女の後ろを付いていく形は、男として恥ずかしい。

　それに俺の方はこの無敵の身体からだだ。

「な、何かあっても……死なないからな……」

「……いいだろう。先頭は任せた」

　そして遭遇する魔物を倒しつつ、俺たちは森の奥へと進んでいった。

　広大な森だ。闇雲に探索していては、どれだけ時間がかかるか分からないが、生あい憎にくと場所の見当がついているわけではない。

　ただ、恐らく発生源に近づけば近づくほど、魔物の数も多くなると予想できる。

　なのでその辺りを頼りにして調査を進めるしかないだろう。

「……下手したら……何日か、かかるかも……しれない」

「心配するな。こう見えて、何度も野宿の訓練をしている」

「……」

　俺は眠る必要も食べる必要もないんだが……。

　どう考えても足並みが揃そろわないし、俺一人の方が色んな点で簡単だと思う。

「……待った。何かの気配が……」

「グルアアアアアッ！」

　草木の陰に身を潜めていたのか、突然、巨大な獅し子しの魔物が襲いかかってきた。よく見ると顔が人面のようで、非常に気持ち悪い。

「マンティコア!?　気を付けろ！　奴やつの尾の先端には毒針が付いているぞ！」

　聖騎士少女が注意した傍そばから、マンティコアが長い尾を振り回し、攻撃してくる。

　先っぽが瘤こぶのように大きく膨らんでいて、そこが無数の針に覆われていた。

　俺は構わず右手一本でそれを受け止めようとする。

　マンティコアが人面を歪ゆがめてニヤリと嗤わらうが、

「いや、俺には効かないぞ」

　瘤をがっしりキャッチ。針がバキバキと折れて地面に転がった。

「……って、貴様に言っても仕方がなかったな」

　マンティコアの顔が盛大に引き攣つる。毒針がまったく効かない相手に恐怖を覚えたのか、踵きびすを返して逃げようとした。

　もちろん逃がしはしない。そのまま尻尾を摑つかんで離さずにいると、マンティコアが幾ら必死に四肢を動かしても、一向に前に進むことはできなかった。

　力を入れて引っ張ってやると、マンティコアの巨体が引き摺ずられてくる。

「〜〜っ!?」

　そのままぐるぐるとマンティコアをぶん回してから、近くの大木目がけて放り投げた。

　ぐしゃっ！　頭から幹に激突したマンティコアは、そのまま動かなくなってしまった。

「相変わらず出で鱈たら目めだな……。マンティコアは個体によっては、災害級ハザード・クラスに指定されてもおかしくない魔物なのだが……」

　聖騎士少女が呆あきれた顔を向けてくる。

「それより……声が、しないか……？」

「声だと？」

　訝いぶかし気に眉を寄せる聖騎士少女。どうやら彼女には聞こえていないらしい。

　まぁ今の俺の聴覚は異常だからな。きっと普通の人間には聞こえないような小さな音なのだろう。

「子供の……泣いているような声……」

「子供だと？　まさか、こんな森に……？」

「……こっちだ」

　俺はその声を頼りに、森の中を進んでいく。

「ううう……ううう……」

　段々と声が近づいてきた。やはり子供が啜すすり泣くような声だ。

「確かに聞こえる……。それにしてもこれだけ遠くの音をよく聞き分けたな……？」

　どうやら聖騎士少女にも聞こえるようになったようだ。

「っ……あれか」

　やがて俺たちが発見したのは、草むらに蹲うずくまる小さな影。身体の大きさはちょうど十歳くらいの子供に相当するだろうか。

「大丈夫かっ？」

　聖騎士少女が傍に駆け寄ろうとする。

　一方で俺は違和感を覚えていた。

　これだけ魔物が溢れている森だ。この深い場所にまで子供が一人で入り込んで、無事で済むものだろうか。

　それにあの子供、気配が少しおかしい。というより、気配が感じられないのだ。

　むしろ気配があるとすれば、地面の方に──

「ま、待て……っ！　近づくな……っ！」

　ある可能性に至って、俺は慌てて聖騎士少女を呼び止めようとした。

　だがそのときにはすでに、彼女は子供のすぐ傍だった。

「どこか怪け我がは──なにっ？」

　彼女が子供の肩を叩たたくと、それだけでコロンと地面を転がった。

「これは……」

　あれは子供じゃない。植物の蔦つたや根っこが絡からまり合い、人間の子供の姿を模していただけだ。

「ううう……ううう……」

　そしてこの泣き声のような音の発生源は、下。

「なっ！」

　直後、聖騎士少女の足元の土が消失し、その身体が宙に浮いた。

　見ると、短剣のような牙……いや、刺とげが、地面の中で彼女を待ち構えている。

　恐らくは人を喰くらう植物の魔物。子供に見えたのは、人間を誘おびき寄せるために作り出した罠わなだったらしい。

　巨大なハエトリグサを思わせるそれは、ドラゴンの顎のような捕食葉で、落ちてくる聖騎士少女を喰らおうとする。

「くそっ」

　俺は咄とっ嗟さに大地を蹴っていた。一足で距離を詰め、すんでのところで聖騎士少女の腕を捕まえる。

　だがこのままでは彼女を引っ張り上げるより、捕食葉の方が先に閉じてしまう。

　次の瞬間、俺は自ら葉の中へと飛び込んでいた。

　そのまま聖騎士少女を庇かばうように抱き締めると同時、捕食葉が俺ごと包み込む。

　よく見ると葉の内側にもびっしりと小さな刺が生えており、それが全身に突き刺さってきた。

　さらには毒液か消化液か、ぬるぬるした液体がどこからともなく湧き出してくる。

「だ、大丈夫か……？」

　って、顔がめちゃくちゃ近い!?

　すぐ目の前に聖騎士少女の整った顔があって、俺は大いに狼狽うろたえた。しかも不可抗力とはいえ、その身体を抱き締めてしまっているのだ。

　むしろ俺の方こそ大丈夫じゃない。もちろん身体の方は痛くも痒かゆくもないが、精神の方がヤバい。こんな状態が長く続いたら死ねないけど死ぬ。一刻も早く脱出しなければ……っ！

　ぼんっ！　拳で殴りつけると、思ってたよりずっと簡単に捕食葉が弾はじけ飛んだ。

　逆の葉を蹴って外に飛び出すと、堪たまらず聖騎士少女を放り投げる。

「いや普通、投げるかっ!?」

　そんな抗議の声がした気もするが、それどころではない。

「ともかく、貴様のお陰で助かった。礼を言う」

「ききき気にするなああああっ」

「……大丈夫か？」

「おおおっ、俺ははははまままままったく問題ないいいいいいっ！」

　テンパって自分でも訳の分からないことを口走る俺。

　と、そのときだった。

　先ほどの消化液が、どうやら思いのほか強力なものだったらしい。俺の身体には例のごとく効かなかったが、衣服の方には大いに影響があったようで、まともに浴びてしまった背中側の大部分が溶けてしまっており──

　はらり。

　どうにか残っていたフロント部分が、俺が動いたせいで地面に落ちる。その結果、見苦しいものを彼女の目の前で晒さらしてしまって、

「〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜ッ!?　貴様ッ、なんてものを見せているッッッッッ!?」

　次の瞬間、聖騎士少女が叫びながら手にしていた槍やりを思い切り突き出してきた。

　渾こん身しんの刺突が胸に直撃し、俺は吹き飛ばされてしまう。

「はっ？　つい……」

　つい、って……俺じゃなかったら死んでたぞ？

　股間を隠しながら起き上がった俺は、今の衝撃のお陰か、少し冷静さを取り戻していた。

　それにしても最近、裸になってばかりだな……。

　残ったフロント部分を腰に巻き付け、ひとまず一番大事な部分を隠しておく。

　上半身は裸のままだが……まぁこれくらいは仕方ないだろう。

　俺がどうにか見られる状態になると、聖騎士少女が申し訳なさそうに謝ってきた。

「す、すまなかった……。貴様も別に、あんな汚いものを見せたくて見せたわけではないのにな……」

　そこわざわざ汚いって言わなくてもよくね？

「き、気にするな……。……っ！　それより気を付けろ！　まだ地中にいるぞ……っ！」

「っ！」

　地面があちこち盛り上がったかと思うと、食人植物が次々と飛び出してきた。

　どうやら他にもいたようだ。

「いや……もしかして、まとめて一つの魔物なのか……っ！」

　きっと捕食器官を幾つも持っているのだろう。先ほど破壊したのはそのうちの一つに過ぎなかったということだ。

　だが数が増えようと、たかが知れている。先ほどのような罠からの奇襲であればともかく、これなら大したこと──

　ドバドバドバッ！

　──と侮あなどっていると、いきなり消化液を巻き散らし始めた。

　雨のように降り注ぐそれは、当然また衣服を簡単に溶かしてしまうわけで……。

「「逃げようっ!?」」

　互いの意見が一致し、俺たちは一目散にこの場から離脱したのだった。







　食人植物の動きは遅く、逃げるのは容易たやすかった。十分に離れたことを確認して、俺たちは足を止める。

「危なかったな……」

「また貴様の汚いものを見せられる羽目になるかと思ったぞ」

「さらっと汚いって言うのやめてくれよ……」

「違ったか？　……ははっ」

　何を思ったのか、いきなり聖騎士少女が笑い始めた。

「貴様、思っていたよりはずっと話せるじゃないか。いや、段々と話せるようになってきたと言った方がいいか」

「っ……」

　自分でも言われて気が付いた。確かに最初よりもまともに会話ができている気がする。

「なるほど、打ち解ければちゃんと話してくれるということか」

「……気難しい老人みたいに言わないでくれ」

「あながち間違っていないだろう？　遥はるか昔に死んだ人間なのだしな」

　それからしばし休息を取ることにした。すでに日が暮れかけており、探索は夜が明けてから再開ということになりそうだ。

　俺一人なら夜中でも探索できるんだが……まぁ、別に急ぎでもない。今は彼女に合わせるとしよう。

　木の根を椅子に見立てて腰掛け、聖騎士少女が保存食を齧かじり始める。

「貴様は食べないのか？」

「……アンデッドだからな。食事も睡眠も必要ない」

「それでどうやって身体からだを維持しているのだろうな。不思議だ」

　言われてみたらそうだ。身体の部位が消失してもすぐに元通りになるが、あれは一体どこからやってくるのか。

　食事が終わると、聖騎士少女はその場で横になった。

「少し仮眠を取るが……逃げないでくれよ？」

「わ、分かってる。魔物が来てもどうにかするから、安心して寝ればいい」

「なら、魔物避よけの魔導具を使う必要はなさそうだな」

　俺も前世で経験があるが、こうした場所で野宿をする際は、寝ている間に魔物に襲われたりしないよう必ず対策を取るものだ。

　しかし当時は魔物が嫌がるお香を焚たくのが一般的だったが、今は便利な魔導具があるらしい。

　あっという間に眠りについたようで、五分もすると聖騎士少女から規則正しい寝息が聞こえてきた。

「……こんな得体のしれないアンデッドの傍そばで、よく眠れるな……」

　無防備に眠る少女に、思わず呟つぶやく。

　もちろん何もする気はないのだが……。

　それはそうと朝まで暇だな。俺は退屈を紛らわすため、頭の中で盤上ゲームでもすることにした。





◇　◇　◇






　……どうやら逃げるつもりはなさそうだ。

　木の陰に横になりながら、私はそう確信した。

　今まで何度も逃げられてきたからな。念のため、寝たふりをして様子を窺うかがうことにしたのだ。

　もっとも、本当に逃げようという気があるなら、とっくに逃げているだろう。奴やつが本気を出せば、私では到底追いつくことができないのだから。

　それにしても不思議だ。相手は忌いむべきアンデッドだというのに、私はまるで恐れていない。

　今も、奴が逃げることを心配してはいても、襲われる危険性はまったく感じていないのだ。

　もちろん寝込み以前に、この森に二人だけで立ち入った時点で、すでに私の命は奴に握られてしまっているわけだが。

　ようやく本人とのコンタクトに成功した私は、奴にアンデッドの王国を築こうという意思などさらさらないことを確認した。それどころか、自ら浄化されることを希望しているという。

　まったく、一体どこが大カタス災トロ厄フィ・級クラスだろうか。

　確かにそれだけの力を持ってはいるかもしれないが、何も怖おそれる心配などない。その中身は、自らが得た強大な力を持て余している、ただの青年でしかないのだ。

　こんな人畜無害な男に、世界中が慌てふためいている。

　なんとも滑稽な話だった。





◇　◇　◇






「……かなり魔物が増えてきたな」

「ああ。もしかしたら近いかもしれないぞ」

　翌朝、探索を再開した俺たちは、さらに森の奥深くへと分け入っていた。魔物の数に加えて、凶暴さも増してきていることから、異常発生の原因に近づいてきているのは間違いないだろう。

　そして、その場所へと辿たどり着いた。

「……建物？」

　森の中の、不自然に少し開けた場所。そこにあったのは明らかに人工的な建物だ。

「あちこち壊れているが、見たところまだ新しいな」

　聖騎士少女が半壊したそれを眺めながら呟く。

　そうして観察している間にも、崩れた壁の穴から数体の魔物が出てきた。こちらを見つけて襲い掛かってくるが、俺がワンパンで蹴散らす。

「この建物の中から魔物が……？」

「その可能性は高いな」

　俺たちは建物の内部へと侵入した。

「砦とりででもなければ、住居という感じでもない。一体ここは何だ……？」

　幾つかの部屋を発見し、覗のぞいてみた。大きめの机などが並んでいたり、謎の装置があったりするが、何のために使われていたのか俺にはさっぱり分からない。

　だが聖騎士少女には何かピンとくるものがあったらしく、

「……どうやら何かの研究室のようだな」

「研究室？」

「ああ。何を調べていたのかまでは分からないが、見たところそんな風に思える」

　どの部屋も魔物に荒らされていたが、発生源ではなさそうだ。俺たちはさらに建物の奥へと進んでいった。

　そうして足を踏み入れたのは、今まで見た中で最も広い部屋だった。

「何だ、ここは……？」

「黒い渦……？」

　部屋全体を覆い尽くすほどの漆黒の渦がそこにはあった。

　その正体は恐らく、禍まが々まがしくも濃密な魔力だ。

「っ！　魔物が……っ！」

「グルアアアアッ！」

　立ち昇る黒い蒸気が形を成したかと思うと、一匹の熊の魔物と化した。

　どうやらこの渦こそがこの魔物の大量発生の原因らしい。

　熊に続いて、すぐにまた別の魔物が姿を現す。視認できるほどの魔力が渦を巻き、そこから魔物を次々と生み出しているのだ。

　だがこんな現象、見たことも聞いたこともない。呆ぼう然ぜんとしている聖騎士少女の様子から察するに、彼女もこんな渦を見たのは初めてのようだ。

「と、とにかく、これを破壊しさえすれば、魔物の発生は止まるはず……っ！」

　我に返った彼女が槍やりを構えた。

　そして魔物が途切れた瞬間を見計らって、渦の中心へと突っ込んでいく。

「はあああああっ！」

　聖なる光を帯びた槍の先端が、魔力の渦の中心へと叩たたき込まれる。鮮烈な光が弾はじけ、渦を構成していた魔力が散った。

　……やったか？

「っ……」

　だがそれはごく一部。しかもすぐに周囲の魔力が欠けた部分を修復し、元通りになってしまった。

　さらに、こちらの攻撃に反応したのか、黒い蒸気が一気に噴き出し、一度に何体もの魔物を形作っていく。

「「「グルアアアアアアアアアアッ!!」」」

　どれも大型で狂暴な魔物ばかりだ。俺たちを排除しようという意図が感じられ、まるであの渦そのものが生きているかのようにも思える。

「来るぞっ！　気を付けろ！」

「ファイアボール×10」

　俺はファイアボールを連射した。森の中だと火事になりかねないので封印していたが、ここなら大丈夫だろう。

　すべて魔物に直撃し、あちこちで猛烈な火柱が上がる。

「……熱っ!?　貴様っ、こんな室内で火の魔法を使うなっ！」

「あ、悪い……」

　……怒られてしまった。俺の方はまったく何ともないのだが、どうやら聖騎士少女にはこの熱風だけでも火傷やけどしそうなほどらしい。

　ただ、俺は火の魔法くらいしかうまく使えないんだよな……。まぁ別に徒手空拳で戦えばいいか。

　炎が収まったときには、魔物はすべて骨と灰になっていた。

「あれだけの魔物を一瞬で……」

　聖騎士少女が呆あきれている。

　その間にも第二陣が出現していた。しかも今度はいかにも火や魔法に耐性がありそうな魔物ばかりだ。もしかしてこっちの攻撃を受けて学習したのか？

　だとしたらこの渦、本当に生きているようだ。

　どのみちファイアボールは使えない。怒られたし。俺は迫りくる魔物の群れに、拳一つで立ち向かった。

「私も戦うぞ！」

　聖騎士少女とともに、次から次へと渦から生み出されていく魔物を一掃していく。

　やはりこの渦は敵の行動を学習しているようで、雑ざ魚こでは敵かなわないと見るや、今度は一体の巨大な魔物をけしかけてきた。災害級ハザード・クラスに指定される巨人アトラスだ。

　だがそれもあっさり倒してやると、次は黒煙や液体金属などといった、不定形のものが意思を有した魔物を出してくる。物理攻撃も魔法もほとんど効かない厄介なタイプだ。

　ただし、それぞれに弱点がある。黒煙なら風の魔法で四散させてしまえばいいし、液体金属なら冷却魔法で個体にしてしまう、といった感じだ。

「っ！　そうは言っても、そんな多彩な攻撃手段はっ……」

「面倒だし、これも殴ったら何とかできるんじゃないか？」

　俺は黒煙の魔物に躍りかかると、拳で思い切り殴りつけた。すると発生した衝撃波が、黒煙を一瞬で搔かき消してくれる。
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　さらに液体金属にも拳を見舞う。これは弾け飛んで消失した。

「……出で鱈たら目めだな」

「次は何だろう？」

「貴様、少し楽しんでないか？」

　何でも飛び出してくる魔力の渦に、ついわくわくしていると、

　ぶうううううううううんっ！

　そんな音とともに、黒い靄もやのようなものが現れる。

　また先ほどの煙のようなやつか……と一瞬思ってしまったが、よく見るとその靄、視認可能なくらいの小さな物体の集合体だった。

「それにこのどこかで聞いたことのある耳みみ障ざわりな音……」

「まさか」

　靄なんかじゃない。それは無数の蚊だった。

　ぶうううううううううんっ！　蚊の大群が襲いかかってくる。

　俺は咄とっ嗟さにこれまでのように拳を振るった。

　しかしそれで倒せる数はごく僅か。加えて身体からだが小さいせいか、衝撃波で吹き飛ばされても大したダメージにはなっていない。全身に蚊が纏まとわりついてくる。

　そして一斉に吸血され────うん、俺、アンデッドだから血は流れてないんだよな。

「「「……？」」」

　血を吸えないことに気づいたのか、蚊が首を傾かしげている。

「こ、こっちくるなああああああああっ!?」

　一方、聖騎士少女は必死に逃げ惑っていた。あれだけの蚊に血を吸われれば、ミイラになってしまいかねない。

「仕方ない」

　俺は魔力を解放した。

「「「〜〜〜〜〜〜っ!?」」」

　純粋な魔力を蚊の大群にぶつけてやると、それだけで気を失ったのか、一斉に地面へと落ちていく。床が真っ黒に染まってしまった。

「……っ、こ、この、魔力は……」

　蚊から逃げていた聖騎士少女も、意識を失わないまでも、地面にへたり込んでいる。

　……だからあまりこの方法は使いたくなかったんだよな。

　せっかくまともに会話ができるようになったのに、また怖がらせてしまった。

　さすがの彼女も、再び俺のことを危険なアンデッドとして認識するようになってしまうかもしれない。

「そ、そうか……これが貴様の本当の魔力……」

「……わ、悪い」

「？　なぜ謝るんだ？　お陰で助かった」

　その言葉に俺は思わず耳を疑う。

「……俺が、怖くないのか？」

「怖い？　そんなの今さらだろう。貴様が本気で私を殺そうとしたら、その時点で私は死ぬ。それを承知の上で、私はこうしているんだ」

　恐る恐る問うと、そんな風に一笑されてしまった。か、かっこいい……。

　そして拒否されることを怖がっていた自分が、本当に情けなく思えてくる。

「それより、また何か出てくるぞ！」

　言われて渦の方に視線を向けると、性懲りもなくまた新たな魔物を出現させていた。

「くっ……一体どうすればっ……」

　終わりの見えない戦いに、さすがに聖騎士少女の顔にも疲れと焦燥の色が見えてくる。

「このまま魔物を倒し続けたところで、この渦が収まるとは限らない。だが、この聖せい槍そうをもってしても魔力の一部が散るだけ……。加えて、ただの物理攻撃は恐らく通じないだろう……」

　確かに物理攻撃は効かなそうだ。そこで俺はふと思いつく。

「なら、魔力をぶつけてみたらどうだ？」

「魔力を……？」

「目には目を、歯には歯を、魔力には魔力を、というだろう？」

　俺は再び魔力を解放すると、それを右の拳へと集束させていく。

　そして地面を蹴ると、立ちはだかる魔物を体当たりで吹き飛ばしつつ、渦の中心へ。

「せいっ」

　ドゴオオオオオオオオオオオオンッ!!!!

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに地面が弾け飛び、隕いん石せきでも落下したかのような巨大なクレーターができあがる。床いっぱいに蜘く蛛もの巣状の亀裂が走り、それは周囲の壁にも及んで、元から崩れかけていた部分が完全に崩壊した。

　魔力の渦は消し飛んでいた。跡形も残っていない。

　……ちょっとやり過ぎたかもしれないな。

　振り返ると、罅ひび割われた床の上に座り込み、聖騎士少女が啞あ然ぜんとしていた。

「……大丈夫か？」

「も、も、もちろんだっ」

　よかった。

　ちょっと声が震えてはいるが、やはり俺のことを怖がってはいないようだ。





◇　◇　◇






　いやいやいや、めちゃくちゃ怖かったんだが……っ!?

　私は思わず叫びそうになってしまったが、聖騎士としての矜きょう持じでどうにか堪こらえた。

　魔力の渦が完全に消失し、床にはクレーターめいた巨大な穴が開いている。

　……なんという凄まじい魔力だろうか。

　あの二体のドラゴンに睨にらまれたときでも、これほどの恐怖は感じなかった。

　大カタス災トロ厄フィ・級クラス。目の前の青年は、まさしくそれに相当する存在なのだ。

　直接その魔力をぶつけられたわけでもないというのに、腰が抜けて動くことができない。

　それどころか……その……す、少し、出てしまった。

　何がとは言えないが。今まで奴やつが本当の魔力を抑え込んでいたから、私は恐れずに近づくことができていたのだろう。

「……大丈夫か？」

「も、も、もちろんだっ」

　しかし先ほどあんなことを言った手前、怖がるわけにはいかない。私は必死に取り繕う。

　本当にこの白髪を聖教国に連れ帰っていいものか。

　私の心は揺らぎかけてしまうのだった。





◇　◇　◇






「陛下、やはり間違いありませんでした」

　その〝影〟は深く首こうべを垂れながら跪ひざまずき、主君に報告した。間はカーテンで仕切られているため、その姿を確認することはできない。

「我が国の属国ラオルに現れた白髪の男は、今、各国を騒がせているあのノーライフキングに違いありません。その進路を予測するに、我が帝国、さらにはここ帝都にまで接近するのは時間の問題かと」

　告げられるのは厳しい内容だ。しかし、カーテンの向こう側の人影が動じる気配はない。

「な、なんと……っ！」

「そんな……」

　一方、わなわなと唇を震わせて怯おびえ始めたのは、両脇に控える二人の老人たちだった。

　吹けば飛びそうなほど干ひ乾からびているが、これでもこの国のナンバーツーに相当する宰相たちである。

「かの英雄王すら敵わなかった化け物が……」

「しかも雷らい轟ごう竜りゅうと闇あん黒こく竜りゅうを従えると聞く……」

　二人の皺しわくちゃの顔が真っ青になる中、ここで初めてカーテンの奥から声が響いた。

「何を狼狽うろたえておるのぢゃ？　わらわのこの帝国が、それほど信用できぬとでも言うのかえ？」

　女の声だ。しかし有無を言わさぬ迫力がある。

　女帝デオドラ゠クランゼール。

　この超大国を支配し、神にも等しい存在として崇あがめられる彼女の言葉は絶対だった。

　彼女より遥はるかに高齢の宰相たちが、ビクリと肩を震わせ、床に額をくっつけた。

「い、いえっ、滅相もありませぬ！」

「陛下が治めるこの帝国、たかがアンデッドごときに後れを取るなどあり得ませぬぞ！」

　一転して全力でへつらうその姿からは、宰相としての威厳などまるで感じられない。事実、宰相とは名ばかりで、彼らはただ女帝に唯い々い諾だく々だくと従うだけの傀かい儡らいに過ぎなかった。

　と、そこへもう一人別の〝影〟が現れた。

　先の〝影〟が耳打ちを受ける。どうやら何か新たな情報がもたらされたらしい。感情に乏しいはずの最初の〝影〟が、少し驚いたように目を開く。

　そしてすぐに女帝へその内容を伝えた。

「陛下、ノーライフキングはこの国に向かわず、聖教国へ向かうようです」

「なんぢゃと？　一体どういうことぢゃ？」

「聖騎士の女と接触したことで、方針を変えたようなのです」

「聖騎士の女……確か、元は死霊術師ネクロマンサーを追っていた騎士隊の隊長だった女ぢゃな」

　──〝影〟。

　それは女帝直属の諜ちょう報ほう部隊だ。国内のみならず、彼らの耳や目は他国にも及ぶ。実はノーライフキングの情報も、彼らはかなり詳しく摑つかんでいるのだ。

「ふむ、やはり各国が怖おそれているような存在ではないようぢゃのう。むしろ自ら望んで、浄化されようとしているのかもしれぬな」

　女帝は冷静にノーライフキングの意図を見抜く。

　しかし続いて彼女が口にしたのは、その場にいた誰もが耳を疑うような言葉だった。

「〝影〟よ。そのノーライフキングを、なんとしてでもこの国に連れてくるのぢゃ」

　年老いた宰相たちが目を剝むく中、彼女は楽しげに告げる。

「かの英雄王が手も足も出なかったことは事実。そんな存在を我が帝国が討ったとなれば、その威光は天下に轟とどろくぢゃろう。攻めずして白旗を上げる国もおるやもしれぬ。くくく、それがたった一体のアンデッドを倒すだけなのぢゃ。これほど費用コスト・対効果パフォーマンスの高いものはないぞ」

　戦慄する宰相たちとは違い、〝影〟は静かに「御意」と頷うなずいた。

「ならば、まずは聖騎士の女を拉致し、連れてまいりましょう。間違いなくノーライフキングは救出に動くはずです」

「それは妙案ぢゃの」

「お、お待ちください、陛下……っ！」

　いきなり声を上げたのは、二人の宰相の後方に控えていた初老の男だった。

「聞けば、その女は聖メルト教の教皇の娘！　下手をすれば、聖教国……いえ、西洋諸国の大半を敵に回すことになるでしょう！」

　宰相に準じる地位に就く彼の主張は、この国を思うがゆえのものだ。

　だが次の瞬間、カーテンの向こう側から恐ろしい言葉が投げかけられた。

「……貴様、わらわに意見する気か？」

「そ、そんなっ……陛下のお考えを否定する気など、滅相もございません……っ！　ただ、他の大国から一度に目を付けられれば、さすがの我が国も───っ!?」

　突如としてその身体からだが宙へと浮き上がった。

　もちろん彼自身が飛んだわけではない。女帝が魔法を使ったのだ。

「ああああああああっ!?」

　男の絶叫が轟いた。先ほどまで確かにあったはずの彼の両足が、一瞬にして消え去っていたのである。

　直後に浮遊から解かれ、そのまま重力に従って床へと叩たたきつけられた。

「ぐぎゃっ!?　あ、足が……足がぁぁぁっ……」

「まだ何か、わらわに言いたいことはあるかえ？」

「ひいいいっ！」

　男は悲鳴を上げながら、もはや必死に首を左右に振ることしかできない。

　カーテンの向こうで女帝が満足そうに笑う気配があった。

「どのみち避けては通れぬ道ぢゃろう？　わらわの帝国が目指すべきところ──世界征服のためにはのう」




　謁見の間から五百メートル離れた宮殿の庭。そこで人間の両足が発見され、大騒ぎになったのはそれから数分後のことだった。

　女帝に諫かん言げんした男の足であったことは言うまでもない。

　彼女が恐れられる最大の理由。それは近臣の意見にすら耳を貸さず、逆らう者には容赦しない冷酷無比の暴君であること、ではない。

　彼女自身が、帝国において並ぶものがいない最強の魔導師であるということだ。

　前帝の妾めかけの娘として生まれ、ほとんど帝位を継ぐ可能性がなかったはずの彼女が、他の兄弟姉妹を押し退のけてこの地位まで上り詰めることができたのは、その圧倒的な魔法の才能のお陰である。

　中でも空間系の魔法は彼女の十八番おはこで、先ほどのように肉体の一部を飛ばされた者は数知れない。

　たとえ帝国軍がクーデターを起こそうとも、彼女ただ一人いれば鎮圧してしまうに違いない……そう人々が噂うわさし、畏怖するほどの力をもつ。

　それが女帝デオドラ゠クランゼールなのであった。











第八章　聖騎士少女が拉致された









「それにしても一体あの渦は何だったんだ……？　それにあの謎の建物は……」

「私にも分からない。だが……」

　聖騎士少女は神妙な顔つきで言う。

「クランゼール帝国が、魔物を意図的に大量発生させる禁呪の研究をしていると聞いたことがある」

「魔物を意図的に大量発生させる……？　何のために……？」

「戦争に利用するためだ。実際、帝国に滅ぼされたある国は、そのしばらく前から大量の魔物が発生し、その処理に追われていたという」

　その話が本当であれば、あの建物は禁呪の研究所だったのかもしれない。

「コントロールに失敗し、そのまま破棄してしまったと考えれば合点がいく。そうしたケースを想定して、わざわざ属国内で研究を進めていたのだろう」

「属国なら別にどうなってもいいってことか？　随分と酷ひどい国だな……」

「もちろん、今のは推測でしかないが……。帝国は他国との交流の一切を閉ざしている。だからほとんど内情が分からないんだ」

　あらゆる宗教も禁じられているとか。

　代わりに〝女帝〟が絶対的な権限を持ち、まさしく神のごとく君臨しているという。

「そして徹底した合理主義の国で、他国の追随を許さないほど魔導技術を発展させているそうだ。さらに恐ろしいのはそれを軍事力へと転換させていることで、これまで侵略された国々は開戦からずっと連戦連敗、帝国軍にまるで歯が立たず、あっという間に白旗を上げて軍門に降くだったそうだ」

　どうやら俺はなかなか恐ろしい国に行こうとしていたらしい。聖騎士少女と出会ってよかったな……。

　そんな話をしながら俺たちは街へと戻ってきた。

　帰りを待っていた子供たちに、しっかり元凶を取り除いたことを伝える。

「しばらくすれば魔物の数も落ち着いてくることだろう。いずれは街の大人たちも戻ってくるはずだ」

「ほ、本当か……っ？　姉ちゃん、ありがとう！」

「白いお兄ちゃんも！」

「あ、ああ……」

　子供たちからまるで英雄のように称たたえられるが、俺は相変わらず緊張しながらしか話せない。

　そんな俺を見て、聖騎士少女が呆あきれたような顔をする。

「……貴様、子供相手にそんなに硬くなる必要はないだろうに」

「し、仕方ないだろ……こういう質たちなんだから……」

「さっきまで私とは普通に会話できていたのだがな」

　それは慣れてきたからだ。しかし相手が女でも、慣れればちゃんと話せることが分かったのは、大きな収穫だろう。

「あれー？　兄ちゃんたち、なんか仲良くなってねーか？」

「「なっ」」

　少年の遠慮のない指摘に、俺たちは思わず顔を見合わせた。

　聖騎士少女が慌てて否定する。

「べ、別に、そんなことはないっ」

「えー、怪しい！　ていうか、姉ちゃん、顔赤いぜ！　ひゅーひゅー」

「お、大人をからかうんじゃないっ！」

　その日は彼らのところで休ませてもらうことにした。

　早く聖教国とやらに行きたいし、いつまでもここに留とどまるわけにもいかない。俺たちに懐なついている子供たちには悲しまれるだろうが、明日には出発したいところだ。

　そんなことを考えながら、アンデッドなので眠らない夜を過ごし。

　事件が起こったのは翌朝のことだった。

「……え？　あいつが、いなくなった……？」

「う、うん。朝になって、姉ちゃんのところに行ったら、もぬけの殻になってて……。昨日の夜は確かにいたはずなんだけど……」

「どこかに出かけたのか……？」

　突然、聖騎士少女の姿が消えてしまったというのである。

「ここがお姉ちゃんの泊まってたとこだよ」

　あの兄きょう妹だいの妹の方に案内され、その小さな家屋の中に入ってみた。

「槍やりが……」

　その壁に立てかけてあったのは、彼女がいつも肌身離さず持ち歩いていた槍だ。これを置いてどこかに行くなんて考えにくい。

「……？　この焼き痕は……」

　部屋の床。そこに何かを焼いたような痕が残っていた。

「それは誘眠香と呼ばれる香を焚たいた痕だ」

「っ！」

　背後から聞き慣れない男の声がして、俺は咄とっ嗟さに後ろを振り返った。





◇　◇　◇






　私は〝影〟の一人。陛下からの命を受け、とある任務に参加していた。

　それはノーライフキングと名付けられたアンデッドの調査と追跡である。

　各地に点在している〝影〟たちが協力し合うことで、我らはほぼ完璧にその動向を把握し、陛下へとお伝えしていた。

　その目的が何か、〝影〟である私が知る必要はない。ただ陛下の目や耳となって、得た情報を陛下に捧ささげればよいだけなのだ。

「新たな勅命だ。聖騎士の女を眠らせ、帝都へと連れていく。ノーライフキングに気づかれてはならない」

「「「は」」」

　僅かな孤児ばかりが残る廃はい墟きょと化した都市。そこで我々は連絡役の〝影〟から陛下の指示を受け取ると、すぐさま互いの役割を決め、そのための行動を開始した。

　ちなみに我々〝影〟には上下関係はない。状況に応じて、各おの々おのがただ必要な任務をなすだけである。

　属国を含めた帝国全土から集められた大勢の子供たち。その中から選び抜かれた者だけが、幼い頃から地獄のような訓練を受け、女帝を裏から支える〝影〟として育てられる。

　もちろん全員が〝影〟になれるわけではない。

　訓練中に命を落とす者もいれば、見込み無しとして失格の烙らく印いんを押される者もいる。

　どうにか訓練を乗り越えても、その先には〝影〟の認定試験が待つ。

　その合格率は低く、ここでも大勢が脱落する。

　晴れてすべてを突破した精鋭中の精鋭だけが、〝影〟として陛下に拝謁することができるのである。

　そんな我らにとって、深夜に街へと忍び込み、一人の女を攫さらうなど容易たやすいことだった。

　完璧に気配を消した我らは、子供たちが寝静まったスラム街を進む。

　無論、女の居場所は特定済みである。

「（ここだ）」

　薄汚れた家屋だ。女はここに一人で寝ているはずだった。

「（間違いない）」

〝影〟の一人が窓から中を覗のぞき込んで確認する。

「（誘眠香を）」

　窓から火をつけた誘眠香を投げ込む。この煙を吸い込んだが最後、数時間は何をしても起きない。我々〝影〟に代々伝わる、かなり強力なお香である。

　効果が十分に出た頃を見計らって、我々は家の中へと押し入った。

「（運び出せ）」

　眠った女を毛布にくるみ、外へと連れ出す。女はしっかり眠っているようで、起きる気配はまったくない。

　後は帝都へと連れて行くだけ。我らからすれば容易な任務だった。

　ただ、私はこの場に残ることとなっている。

　詳しい理由は分からないが、十分な時間を置いてから、女を帝国へ連れ去ったことをノーライフキングに伝える必要があるという。私はその役割を引き受けていた。

　やがて朝になると、奴やつはすぐに女が消えたことに気づいた。女が寝ていた家屋を調べているところへ、私は気配を消して近づいていく。

「……？　この焼き痕は……」

「それは誘眠香と呼ばれる香を焚いた痕だ」

「っ！」

　ノーライフキングがこちらを振り返った。

　恐るべき力を持つアンデッドだというが、見た目はただの白髪の青年にしか見えない。

　戦えば私でも勝てそうに思えるほどだ。

　我々〝影〟は厳しい戦闘訓練も積んでおり、時に暗殺などの任務を遂行することもある。

　要人を護まもるのは凄すご腕うでの戦士ばかりであるため、万一、正面からの戦闘になっても負けないだけの強さが求められるのだ。

　もちろん今の任務は戦うことではない。私はただ、伝えるべきことを端的に伝えた。

「あの女は我らが連れ去った。そろそろクランゼール帝国領内に到達する頃合いだろう」

「な……んだ、と……？」

　目を剝むくノーライフキングを余よ所そに、私は地面を蹴った。

　入り口手前に立っていた私は、一瞬にして家屋の屋根に飛び乗ると、そこから屋根伝いに跳躍を繰り返す。

　その速さは、常人では目で追い切れないほどだ。

　我々〝影〟は特別な移動法を使う。縮地と呼ばれるそれは、まさしく大地が縮んでしまったのではないかと錯覚するほどの速度で、移動することが可能だった。

　その際、足音は一切立てない。完全な隠おん密みつ状態だ。ゆえに逃げる〝影〟を捕まえることは、いかなる強つわ者ものにも絶対に不可能──




「……ちょっと、待て」




　──は？

「ぐげっ？」

　いきなり背後から声が聞こえてきたかと思うと、首根っこを摑つかまれ、私の喉から変な音が漏れた。

　下半身だけが勢いを失わず、そのまま一回転してしまいそうになる。

「げほげほげほっ……」

　首を摑んでいた手が離れ、盛大に咳せき込む私。恐る恐る振り返ると、そこにいたのはあの白髪のアンデッドだった。

「い、一体……どういう、ことだ……？」

「っ……」

　信じられない。まさか、縮地中の私に追いついたとでもいうのか？

　それに何だ、この凄すさまじい威圧感は……？

　先ほどまではまったく感じられなかった暴風のごとき魔力を前に、私は全身の震えが止まらなくなった。

　もし私が〝影〟でなかったなら、これだけで気を失っているだろう。

　恐怖の感情を抱いたのは、一体いつぶりだろうか。〝影〟としての訓練の過程で、我らはそうした不要な感情をすべて捨て去っているはずなのだ。

　勝てるわけがない。これがノーライフキング……正真正銘の化け物だ。

「彼女を……連れ去った、というのは……本当、か……？」

「そ、そうだっ……だ、だが、安心するがいいっ……危害は一切、加えていないっ……」

　震える声で辛かろうじて言い切ると、少しだけノーライフキングの威圧感が収まった気がした。

「何のために……？」

「そ、それは知らないっ……わ、私はっ、必要最低限のことしか、教えてもらっていないのだっ……」

　陛下から最初の〝影〟に勅命が下される際には、恐らくもっと詳細が伝えられているだろう。

　だが敵に情報が漏れることを避けるため、現場で動く〝影〟には、余計なことは一切知らされない。

「……そうか。だったら……帝国は、どっちだ……？」

「て、帝国は向こうだ！」

　私が指さした方角へ目を向けるノーライフキング。

「……なるほど」

　頷うなずきながら、なぜか奴は私の方へと近づいてくる。射すくめられた私は足が動かない。こ、殺されるのか？

　だが、任務は果たしたはずだ。ここで死んでも後悔はない。

　がしっ。

「っ!?」

　死を覚悟した私だったが、奴はなぜか再び私の首根っこを摑んでいた。

「……お前も連れて行く」

「え？」

　……ま、マジ？

　次の瞬間、私は凄まじい速度で宙を舞っていた。ノーライフキングが私の身体からだを抱え、走り出したのだ。

　な、なんて速さだ!?　我ら〝影〟の縮地を遥はるかに凌りょう駕がしている!?

「ぎゃああああああああああああああああっ!?」

　私は久しぶりに大きな悲鳴を上げてしまった。
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　私は〝影〟の一人。陛下からの勅命を受け、現在とある任務に参加しているところだ。

　……だが一体これはどうすればいいんだ？

　帝国領内に辿たどり着いたノーライフキングに、女は帝都へ連れていったと伝えるのが、私の役目である。

　しかし、予想より遥かに早い。本来なら他の〝影〟たちが女を連れて帝国領に入ってから、どんなに早くても奴が現れるまで五、六時間はかかるだろうと考えていた。

　なのに、まだたったの二時間だ。

　しかもどういうわけか、奴は〝影〟の一人を小脇に抱えている。ぐったりしているその〝影〟は確か、最初に帝国へと誘導する役割を担になっていたはずだ。

　……まさか、捕まったのか？

　これでは女を帝都に連れていく前に、奴が先に帝都へと辿り着いてしまう。

「どうする？」

『仕方ない。予定変更だ。帝都ではなく、いったん別の都市に誘導しろ』

「了解した」

　どうやら時間を稼ぐ必要があるようだ。私は奴の前に姿を見せる。

「……？　また似たような奴が……」

「女は都市ヘイルンに連れて行った」

「……ヘイルン？」

「北西にある街だ」

「そう、か……次はお前を連れて行く……迷うと困るからな」

「へ？」

　気が付くと私はノーライフキングに抱えられ、猛スピードで大地を飛んでいた。

「うわあああああああああああっ!?」
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「メルビン魔導師よ、準備はできておるか？」

「これはこれは、宰相閣下。ええ、もちろん万端でございますとも」

　老齢の宰相の問いに、その男は自信満々に答えた。

　四十代半ばほどの、背は高いがやせ細った男だ。

　髪と髭ひげは伸ばし放題で、身に付けている相当な値打ちもののはずのローブは、年季が入り過ぎてもはやボロ雑巾のようになってしまっている。

「わたくしが開発したこの魔導砲にかかれば、国だろうとドラゴンだろうと、どんなものでも消し炭ですとも。ひょっひょっひょっ」

　奇妙な笑い声を上げる瘦そう身しんの魔導師は、魔導大国として知られる帝国を牽けん引いんするほどの天才だった。女帝と違って戦闘には向かないが、主に魔導具の分野において類まれなる才能を発揮しており、先進的な魔導具を幾つも発明している。

　分厚い城壁に埋め込まれる形で設置された〝魔導砲〟も、その一つ。

「従来の大砲は、魔力を爆発させることで、鉄の球を飛ばすというものでございました。しかし、この魔導砲はそんな玩おも具ちゃとは根本から違うのであります。これは魔力そのものを超圧縮し、超高速で撃ち放つ。射程距離は国境を軽々と越え、そのまま他国の王都を狙えるほど……我ながらなんと恐ろしい兵器を生み出してしまったのでしょう！　ひょっひょっひょっ！」

　戦争の概念を変えかねない、凄まじい兵器だ。

　だがこれには大きな弱点がある。それは一発発射するだけで、膨大な魔力の供給が必要になるという点だ。

　それを解決したのが──魔導砲の真下。

　そこに集められていたのは、帝国が侵略戦争によって連行した異国人たちだった。

　いわゆる戦争捕虜である。

　中でも彼らは帝国に強く抵抗した国々の元兵士たちであり、それゆえ最も厳しい扱いを受けていた。

　拘束され、動けなくなった彼らの口に無理やり入れられているのは、ホースのようなもの。

　そのホースは魔導砲へと繫つながっていた。

「「「「〜〜〜〜っ！　……っ！」」」」

　口を塞がれているため、声は出ない。しかし彼らの顔は例外なく苦痛に歪ゆがみ、そして怒りと恨みの籠もった目で瘦身の魔導師を睨にらみつけていた。

　実はホースを通じて、強制的に彼らの魔力が吸い取られ、そして魔導砲へと供給されているのである。

「ひょっひょっひょっ！　我が帝国に逆らった愚か者たちの魔力を、我が帝国のために使ってあげているのですよ！　むしろ感謝してほしいですねぇっ！」

　捕虜たちを見下ろし、瘦身の魔導師は嗤わらう。

　そんな意気揚々な彼とは対照的に、顔に不安を隠し切れていないのは高齢の宰相だ。

「……し、しかし、メルビン魔導師。本当に、その……これで奴やつを殺せると考えてよいのだな？」

「おやおや、宰相閣下はこのわたくしの兵器の力を信じておられないご様子で？」

「い、いや、信じてないわけではない。ただ、大カタス災トロ厄フィ・級クラスに相当する魔物だと聞いておるのでな……」

「ひょっひょっひょっ、ならば、なおさら！　この魔導砲の威力を全世界に知らしめる、絶好の機会でございましょう！」
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「こ、ここは……？」

　目を覚ました私は見慣れぬ部屋にいた。

　ほとんど何も置かれていない殺風景な一室ではあるが、壁や天井は明らかに上等な造りをしており、どこかの貴族の邸宅と言われても納得いくほどだ。

　確か私は、スラム街にいたはず。なのになぜ、こんなところにいるのか。

　それに身体がやけに重い。まるで鉛の海に沈んでいるかのようだ。

　身体を動かそうとして、ハッとした。私は手足を拘束された状態で、椅子に座らされていたのだ。

「……っ！　わ、私は、一体……？」

「目が覚めたかえ？」

「っ！」

　不意に聞こえてきた声に視線を向けると、そこにいたのは絢けん爛らんなドレスに身を包んだ女性だった。

　絶世の美女と言っても過言ではないだろう。だがあまりに顔立ちが整い過ぎていて、どこか作り物めいた不気味さも感じられる。

　それにこの女、色白で華きゃ奢しゃな身体つきだというのに、なんという存在感だ……？

　姉さんに匹敵……いや、それをも凌駕するほど。

　気が付けば全身から冷や汗が噴き出していた。もしこの女と戦うことになっても、まず勝てないだろうと、私は直感する。一体、何者なんだ……？

「そなたが聖騎士リミュルぢゃな？　こんな形とはいえ、わらわの姿を見ることができたのぢゃ。光栄に思うがよいぞ」

　そんな尊大なことを言いながら、女は白い顔に微笑を浮かべる。

　それは柔和さとはかけ離れた、あらゆる存在を見下ろし、蔑むような笑みだった。

「こ、ここはどこだ……？　私に何をするつもりだ……っ？」

　どうにか絞り出すように、私は女に問う。

「ほほう、小娘が、わらわの前で随分と偉そうな口を利きくではないか？　ぢゃが、今のわらわは気分がよい。そなたの質問に答えてやろうぞ」

　人をこんな状態にしておいて、何から何まで不遜な女だ。だが状況を把握するため、私は大人しく女の言葉を待った。

「ここは帝都の中心にあるわらわの城ぢゃ。そなた自体には何の用事もないが、奴を誘おびき寄せるためにここに来てもらったのぢゃよ」

　帝都？　ま、まさか……クランゼール帝国かっ!?

　となると、この女は──

「女帝、デオドラ゠クランゼール……」

　聖メルト教の教皇やロマーナ王国の英雄王ですら、その姿を見たことはないという。

　まさしく正体不明の女帝が、今、私の目の前に……。

　現実感のないこの状況に、私はしばし言葉を失う。まだ夢を見ていると思った方が、よっぽど現実的だろう。

　それにしても、帝国を支配する絶対君主が、なぜ私を……いや、奴を誘き寄せるためだと？

　心当たりがあるのはあいつしかいない。

「ノーライフキングを、誘き寄せる……？」

「左様ぢゃ。各国が恐れ、かの英雄王すら手も足も出なかったというノーライフキング。大災厄級とも目されるアンデッドの討伐を成し遂げる。これから世界を征服しようというわらわの国にとって、その威信を示すこれ以上ない機会ぢゃろう」

　帝国が目を付けていたなんて……。一体いつの間に？

　……帝国には最強の諜ちょう報ほう組織があると聞いたことがある。

　その諜報活動の範囲は広く、それゆえ他国との交流などほとんどないにも拘かかわらず、世界各国の情報をかなり詳細に把握しているという。

　そう言えば先ほど、私のことを〝聖騎士リミュル〟と呼んだ。

　聖騎士の装備を着替え、正体を隠していたはずなのに……しかも名前まで。

　噂うわさは本当なのかもしれない。

　どうやら私は眠らされ、その間にここまで連れて来られてしまったらしい。

　あの王国の都市から帝国の帝都となると、かなりの距離があったはずだ。なのに、目を覚ますまでまったく気づかなかったなんて……信じがたい手て際ぎわに、私は戦慄を覚える。

「陛下。報告が」

　いつの間にか、女帝の背後に黒い人影が跪ひざまずいていた。

　私は直感する。これが噂の諜報組織か、と。

「ターゲットが帝都に猛烈な速度で接近しつつあります」

「魔導砲の準備はどうぢゃ？」

「すでに魔力の装塡は九割が終了しているそうです」

「上々ぢゃ。幾らノーライフキングと言えど、あの魔導砲を喰くらってはひとたまりもあるまい」

　魔導砲？　聞き慣れない言葉だ。

「一万人以上の魔力を充塡し、撃ち放つ最新の魔導兵器ぢゃよ」

「な……」

　一万人以上の魔力だと？

「そ、そんなことをしたら、魔力が暴走して凄すさまじい被害をもたらすのではないか……？」

「帝国の魔導技術を舐なめてもらっては困るのう？　当然そうならぬようにしたのが、我らの魔導砲なのぢゃ」

　帝国の魔導技術が他国とは比較にもならないほど発展しているとは聞いていたが、まさかそれほどとは……。

「試算によれば、一つの都市を破壊できる有効射程距離は二千キロメートル。くくく、ロマーナの王都にも届いてしまうのう」

「っ……」

　それではもはや、軍隊など不要ではないか……。これまでの戦争の在り方を根本から変えてしまいかねない。

　これが帝国か……。女帝が先ほど口にした世界征服も、この超大国にかかれば夢物語ではないのかもしれない。

　だが──

「……本当にそれで、ノーライフキングを倒せると思っているのか？」

「なんぢゃと？」

「私は断言できる。幾ら帝国であろうと、奴を倒すことは不可能だ」
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「クランゼール帝国の帝都……ここは間違いなく世界で最も堅固な都市……ふふふ、ここなら絶対安全に違いない……」

　そうブツブツと呟つぶやきながら、宿の食堂で食事をとる赤い髪の女がいた。

「……ねぇ、あんた、あの客、本当に大丈夫なのかい？　ずっとあんな様子だけど……」

　何日も前から宿に泊まっているその怪しい客に、宿の女将おかみが不安そうな顔をしている。

「金はちゃんと払ってもらってるんだ。しかも前払いで。追い出すわけにもいかないだろう」

　そう返すのは店主である旦那だ。

「それはそうだけど……」

「ははっ、お前は心配性すぎるんだよ」

「あんたは楽観的すぎるんだって。それとも……もしかして肩を持つのは、彼女が美人だからじゃないだろうね？」

「そ、そんなわけないだろう？」

「どうかしらね……」

「そんなことより、客から聞いたんだが──」

　旗色が悪いと見たのか、店主がワザとらしく話題を変えた。眉を顰ひそめる女将だったが、しかしすぐに旦那の話に聞き入ることとなる。

「今日これから、ついに魔導砲が実戦投入されるらしい」

「魔導砲って言ったら、城門に作ってたあの馬鹿でかいやつかい？　実戦ってことは……どこかの国とまた戦争をおっぱじめるってことだろう？　連戦連勝中の帝国軍とはいえ、決して負傷者ゼロとはいかない……あの子は大丈夫かねぇ……」

　実は二人の息子の一人は、帝国軍に所属している軍人なのだ。

　国のために戦う息子は二人にとって誇りだが、やはり我が子のことは心配だった。

「それがな、あの魔導砲、なんとここから敵国まで届いちまうらしいんだ。しかもあれ一発で都市を破壊させられるとか。これからはもう、軍隊がわざわざ敵国まで行って命懸けで戦う必要がない時代になるんだってよ」

「それは本当かい？」

「ああ。それにだ。今回、帝国が相手をするのは国じゃないそうだ」

「国じゃない……？　あんた、それは一体どういうことだい？」

　首を傾かしげる妻に、旦那は言った。

「相手は大カタス災トロ厄フィ・級クラスの魔物だ。ノーライフキングと言って、何でもロマーナの英雄王すら倒せなかった最強のアンデッドらしい」

　さらに旦那は知人から聞いた情報を妻に伝える。

「そんな化け物が今、この帝都に向かってきているそうだ」

「そ、それは……大丈夫なのかい……？」

「なぁに、そのための魔導砲の実戦投入さ。遠く離れた都市を壊滅させられるほどのものだぜ？　どんな魔物だろうが、間違いなく瞬殺だろう」

　がたんっ！

　そのとき何かが倒れる音が響いて、店主夫婦は咄とっ嗟さに振り返った。

「の、の、ノーライフ、キング……だと……？」

　赤い髪の客が立ち上がり、わなわなと全身を震わせている。今のはどうやら彼女が椅子を倒してしまった音らしい。

「お、お客さん……？」

「どうかしましたか……？」

　恐る恐る声をかける夫婦。

　だが彼女は二人の声など聞こえていないらしく、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで食堂を出ていってしまった。




「あいつが……ここに……？　何故なぜだ……？」

　宿を出た彼女はよろよろと街中を歩いていた。

　がんっ。すれ違った男と肩がぶつかってしまう。しかし彼女はそれに気づかず、よろめきながらも歩き続けた。

「おい、てめぇ、人にぶつかっておいて謝罪もなしかよ？」

　運の悪いことに男が追いかけてきた。だが彼女は振り返ることもない。

「聞いてんのか、こらっ!?」

　それに苛いら立だった男が声を荒らげ、彼女の肩を摑つかむ。次の瞬間、彼女はようやく振り返った。

「……うるさい。殺すぞ？」

「ひぃっ!?」

　ぶつけられた殺気。それだけで男はその場にへたり込み、立ち上がれなくなってしまう。

「な、な、な……」

　男は一瞬で悟った。この女に喧けん嘩かを売っては絶対にいけない、と。

　その直感は正しかった。彼女の名はエスティナ、Ａランクの凄すご腕うで冒険者なのだ。

　ノーライフキングの恐怖から逃れるため、ロマーナを出た彼女はここクランゼール帝国にまでやってきていたのである。

「まさか、あ、あたしを追いかけてきたっていうのかい……？　ここ帝国まで……？」

　……実際にはただの偶然なのだが、偶然に偶然が重なってしまった結果、彼女にはそうとしか思えなかった。

「だ、だけど……この帝都なら……あ、安全なはずだよねぇ……？」

　冒険者ギルドがなく、当然、依頼を受けて金を稼ぐこともできないこの国をあえて選んだのは、世界一と称される帝国の軍事力を期待してのことだった。

「っ!?　何だい、この凄まじい魔力はっ……？　あ、あれかい……？」

　彼女が視線を向けたのは、巨大な城壁に埋め込まれた砲だ。

「そ、そうか……あれが、さっき言っていた魔導砲……なんて魔力なんだい……」

　エスティナは戦慄を覚える。

　Ａランク冒険者という、人間としては最強の部類に入り得る彼女ですら、あの魔導砲を前にしては何もできないだろう。

　もはや個人の力ではどうしようもない時代が来ているのだと、彼女は痛感した。

「あの兵器なら、さすがのノーライフキングも……」

　シュルルルルルッ！

　長さ百メートルを超える鞭むちを巧みに操り、彼女は近くの城壁の上へと登った。

　そこから魔導砲の方角へと目を向ける。

　すると城壁の遥はるか彼方かなたに、豆粒ほどの人影が見えた。常人離れした彼女の視力は、はっきりとその正体を捉える。

「や、奴やつだ……っ！」

　あの特徴的な真っ白い髪は間違いない。

「っ！　魔導砲が、放たれる……っ!?」

　その予兆を感じ取って、エスティナは思わず身構える。

　直後、超圧縮された魔力の光線が、帝都に迫るノーライフキング目がけて放たれていた。
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　遠くに恐ろしく巨大な城壁が見えてきて、俺は足を止めた。

「あれが帝都か？」

「そ、そうだ……」

　ぐったりしながら答えるのは、黒い装束に身を包んだ謎の男だ。俺が脇に抱えてここまで走ってきたせいだろうが、自じ業ごう自じ得とくなので仕方ない。

「本当にこれで最後なんだな？」

「あ、ああ……」

「そう言って、今まで何度もあちこち移動させられたんだが？」

「ひっ……そ、それは……すまなかった……我らの、手違いで……」

　がくがく震えながら男は答える。

　連れ去られた聖騎士少女を追ってここ帝国に入ってからというもの、俺は各地の都市を転々とさせられていた。言われた都市に辿たどり着くたびに、新たな黒装束が現れて、また別の都市の名を告げてきたからだ。

　こいつらが何者なのか、そして一体何が目的だったのか、どちらもさっぱり分からないが、お陰でかなり苛々させられている。

「か、彼女は、間違いなく……帝都に、いる……」

「帝都のどこだ？」

「そ、そこまでは……」

「本当に知らないんだな？　噓うそを吐ついていたら承知しないぞ？」

「ひぃぃぃっ！　ば、場所までは分からないっ！　だが、命じたのは女帝陛下だ……っ！」

「女帝……？」

　聖騎士少女を帝国の女帝が攫さらった……？　一体何のために？

　いや、今の時代のことに疎うとい俺が考えたところで分かるはずがない。ともかくその女帝のところに行ってみるとしよう。

　怯おびえ切っている男を再び抱えると、俺は帝都に向かって走り出す。

「ん？　何だ？」

　城門に向かって駆けていた俺はそれに気づいた。

「魔力……？」

　城壁から凄すさまじい魔力を感じたのだ。

　何だろうと思って注目していると、信じられないことに城壁が動き出した。巨大城壁の一部が左右に割れ始めたのである。

　そして現れたのは、これまた恐ろしく巨大な〝何か〟だった。

　正面からでは分かりにくいが、どうやら棒のような形状をしているそれがゆっくりとこちらに向かって伸びてくる。よく見ると先端に円形の穴が開いており、棒というより筒に近いかもしれない。

　距離にしてまだ十キロはあるだろう。にも拘かかわらず、俺のいるところまで伝わってくるほどの膨大な魔力は、どうやらそれから漏れ出しているらしかった。

　次の瞬間だった。

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ!!

　爆音が轟とどろいたかと思うと、極限まで圧縮された、純粋で暴力的な破壊力を有した魔力が、その穴から光線のごとく放たれたのだ。

　しかもその先にいるのは、まさに俺だ。

　え？　もしかして俺を狙って……？　いやいや、さすがにそんなことはないか。それより、これをまともに喰くらったら、さすがに死ねるのでは？

　と思ったが、そこで脇に見ず知らずの男を一人、抱えていることを思い出す。

　俺はともかく、このままではこいつも死んでしまう。さすがに巻き添えにしてしまうのは可哀想かわいそうだ。

　それに聖騎士少女を助けなければならない。今ここで死ぬわけにはいかなかった。

　あの魔力の渦を破壊したときのように、俺は右の拳に全身の魔力を集束させた。……いや、あのときを遥かに凌りょう駕がする魔力だ。

　そして、猛スピードで迫りくる魔力の光へ、その拳を思い切りぶつけてやる。




　パアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ!!!!





◇　◇　◇






「の、ノーライフキングが帝都に接近中っ！　信じられない速度でこちらに向かってきていますっ！」

「魔力装塡完了っ！　いつでも発射できますっ！」

　迫りくる大災厄を前にしても、天才魔導師メルビンはまるで動じなかった。

　それどころか、いつもの癖の強い笑い声を響かせ、

「ひょっひょっひょっ！　それではお披露目と致しましょう！　帝国の魔導技術の粋を集めたこの魔導砲、歴史を変えるその威力をねぇ！」

　そうしてカウントダウンがスタートする。

　五、四、三、二、一──

「発射ぁぁぁぁぁぁっ！」





◇　◇　◇






　パアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ!!!!

　魔力と魔力が激突し、轟ごう音おんが響き渡った。

　一瞬の拮きっ抗こう。しかしすぐに優勢となったのは、俺の魔力の方だ。

「らあああああっ！」

[image: ]

　気迫の声とともに、一気に押し返す。魔力の光が弾はじき返され、天高く飛んでいった。

「……ふう」

　思わず息を吐く。視線を落とすと、脇に抱えていた黒装束が気を失っていた。

「やっぱり置いていくか」

　近くの草の上へ無造作に放り捨てる。

　またあれが放たれたとき、こいつがいると邪魔になってしまうしな。

　女帝の場所まで案内してもらうつもりだったが、教えられるまでもなく、恐らく城にいるだろう。都市内に侵入しさえすれば、すぐに分かるはずだった。

　それから俺はさらに帝都へと近づいていった。

　巨大砲からは、一向に先ほどのような魔力が感じられない。もしかして何発も連続で撃てるような代物じゃないのか。

　よく見ると城壁の上にいる兵士たちが慌てふためいているし、防がれるとは思っていなかったのかもしれない。





◇　◇　◇






「……は？」

　メルビンは我が目を疑った。

　十分な魔力を装塡し、照準も完璧。確かに魔導砲の一撃が命中したはずだった。

　だが……ノーライフキングはまったくの無傷。

「魔導砲がっ……弾かれてしまったぁぁぁぁぁっ!?」

　顎が外れそうになるくらい口を開き、メルビンは叫んだ。

　そう。信じがたいことに、魔導砲の閃せん光こうはノーライフキングに直撃した瞬間、まるで反射したかのように方角を変え、雲を吹き飛ばしながら大空へと消え去ってしまったのだ。

　……ちなみに彼らの目では、魔力を帯びた拳で殴り飛ばすところまでは捉えることができていない。

「ももも、もう一発ですっ！　もう一発放つのですよぉぉぉっ！」

「む、無理ですっ！　たとえ今から始めたところで、魔導砲の装塡には時間がかかりますっ！　それに捕虜たちの魔力回復を待たなければ、初弾ほどの威力は……っ！」

「つべこべ言わずにとっとと装塡を開始しなさい……っ！　先ほどのはきっと何かの間違いです……っ！　そうに違いありませんっ！」

　メルビンは我を失い、冷静な判断すらできなくなっていた。




　一方その頃、城壁の上から一部始終を見ていたＡランクの冒険者は──

「あ、あ、あ、あれをっ……弾きやがったぁぁぁぁぁぁっ!?」

　腰を抜かしていた。

「ひ、ひぃぃぃっ……」

　慌てて逃げようとするが、上手うまく立つことができず、城壁の上を這はうように進んでいく。

「こ、この国もダメだっ……もっとっ……もっと遠くに逃げねぇとぉぉぉ……っ！」

　……もちろん彼女のことなど、当のノーライフキングの頭の中には欠片かけらもなかった。




　女帝デオドラの座す大広間に、伝令の兵士が駆け込んできた。

「へ、陛下っ！　ご報告いたします……っ！　ま、魔導砲が発射されっ……ノーライフキングに直撃しました……っ！」

　玉座に優雅に腰かけ、女帝は満足そうに頷うなずく。

「うむ、よくぞやった。後ほどメルビンには相応の褒ほう美びを与えねばならぬのう」

　それから聖騎士の少女へと視線を向ける。

　これも一興だろうと、わざわざ玉座の近くまで連れてきていたのだ。

「残念ぢゃったのう、そなたの予想が外れて。いかに大カタス災トロ厄フィ・級クラスのアンデッドといえ、わらわの帝国にかかればこの通りぢゃ」

　だがそんな女帝の勝ち誇るような言葉に、聖騎士──リミュルは鼻を鳴らした。

「何を言っている？　当たったのは私の予想だ。報告を最後までちゃんと聞くんだな」

「なに？」

　女帝が眉をひそめながら伝令の兵士を見やると、兵士は額から噴き出す汗そのままに報告の続きを口にした。

「で、ですがっ……ノーライフキングは無傷……っ！　まったくダメージを与えられませんでした……っ！」

「な、何ぢゃと……っ!?」

　女帝は思わず玉座から立ち上がった。初めてその美び麗れいな顔に動揺が浮かぶ。

「は、外したわけではなく、直撃しながら無傷ぢゃと……？　そんなことはあり得ぬっ！　あの魔導砲の威力は、極大魔法の数百発分にも相当するのぢゃぞ……っ!?」

　信じられないとばかりに叫ぶ女帝とは対照的に、今度は捕らわれの聖騎士が勝ち誇った。

「だから言っただろう？　奴やつを倒すことは不可能だと」

「だ、黙れ、小娘がっ！　きっと何かの間違いぢゃ！　魔導砲を喰らって無事なはずがない！　おい、帝国の威信にかけて、奴を一歩たりとも帝都内に入れるでないぞ！　魔導砲などなくとも、我が軍にかかればそれくらい容易たやすいはずぢゃっ！」

　女帝がそう配下に怒鳴った直後だった。新たな伝令が飛び込んできて、追い打ちをかけるような状況を告げたのだ。

「ご報告しますっ！　じょ、城門がっ……城門が破られましたぁぁぁっ！」





◇　◇　◇






「銃撃部隊、構え！　──発射っ！」

　城壁の上にずらりと並んだ兵士たちから一斉に放たれたのは、高速回転する鉄の塊だった。

　それが雨のごとく降り注いでくるが、しかし当たっても少しチクチクするだけで、俺の身体からだに傷をつけることはできない。

「まったく効いていない……っ!?」

「や、やっぱり魔導砲すら通じなかった化け物に、ただの銃が効くわけねぇんだよぉっ！」

「マズい!?　じょ、城門に……っ！」

　目の前に迫ってきたのは堅固な城門だ。分厚い門もん扉ぴが閉められており、侵入者の行方を阻はばんでいる。

　このまま行くと、あれに激突してしまうだろう。

　しかし俺は速度を落とすどころか、むしろ加速。思い切り門扉へとぶつかっていった。

「狼狽うろたえるな！　世界一の城門だっ！　たとえノーライフキングだろうと、破ることは不可の──」




　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオンッ!!




　門扉が吹き飛んだ。

　巨大な金属の塊がくるくると宙を舞い、二十メートル以上先の地面に地響きとともに落下する。

「「「破られたああああああああっ!?」」」

　城門を潜くぐり抜けた先にいたのは、武装した兵士たちだ。飛んできた門扉は辛かろうじて回避したようだったが、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいる。

「ば、馬鹿なっ……城門をっ……」

「破っただと!?」

「こ、これ以上の侵入を許すなぁっ！　直ちに撃退せよおおおおっ！」

　士官と思われる男が声を張り上げるが、兵士たちは一向に動かなかった。

「む、無理だろ……あんな化け物……」

「どうやって撃退しろってんだよ……？」

　むしろ戦意を失って後あと退ずさっているほどだ。

「さて……女帝のいそうな城は……あれだな」

　俺が見つけたのは、都市の中央に聳そびえ立つ巨大な城だった。あんな目立つ城、女帝の城以外にあり得ないだろう。

　聖騎士少女もあそこにいるかもしれない。そうでなかったとしても、何かしらの情報を得ることはできるはずだ。

　そう考え、俺は城を目指して走り出した。

「こ、こっちに突っ込んでくるぞっ！」

「「「ひいいいいっ！」」」

「お、お前らっ、怯ひるむなっ！　帝国兵としての誇りを見せ──」

　びゅんっ！

「──ろ？」

　俺を包囲していた部隊の上を一瞬で飛び越える。

　そこからは延々と大通りが続いていて、遥はるか向こうには城が見えた。どうやらこのまま真まっ直すぐ行けば、あの城に辿たどり着くことができそうだ。

　避難したのか、人通りがまったくないので、全速力で走っても問題ないだろう。











第九章　死なれてしまった









　都市中央に聳え立つ城に向かって俺はひた走っていた。避難したのか、人の姿はない。

「っ！」

　そのとき両側に立つ家々の屋根から、突如として大勢の人影が姿を現した。

　手にはまた、あの鉄の塊を撃ち出してくる謎の武器──先ほど兵士たちが叫んでいたのを聞いたが、どうやら〝銃〟というらしい──を持っている。

「これ以上、先へと進ませるなぁっ！　撃て撃て撃てぇぇぇっ！」

　鉄の雨が降り注ぐが、やはり俺には効かない。

「だ、ダメですっ！　銃弾がまるで通じません……っ！」

「抜けられてしま──」

　はいはい通りますよー。

「──う!?」

　愕がく然ぜんとしている彼らの前を、俺は一瞬で駆け抜けていく。

　さらに行くと、今度は道いっぱいに展開した騎馬部隊が立ち塞がった。

「ノーライフキング、来ましたっ！　凄すさまじい速度です……っ！」

「怯むなァッ！　我らが帝都で、これ以上アンデッドごときに好き勝手させてたまるかァッ！　絶対にここで食い止めろッッッ！」

「「「おおおおおおおおおっ！」」」

　槍やりを掲げて雄お叫たけびを轟とどろかせているが、いちいち彼らの相手をしてやる必要はない。

　地面を蹴り、彼らの頭上を越えていった。

「なァ……ッ？」

「と、と、飛び越えやがったああああっ!?」

　驚く声を背後に聞きながら、俺はさらに城へと迫った。

　そうしてついに俺は城の目前まで辿り着く。

　だがそこは広大な広場となっていて、しかも万に迫ろうかという軍勢が待ち構えていた。

　その最前列にずらりと並べられていたのは謎の兵器だ。形状から判断するに、どうやらこれもあの〝銃〟のように、何かを撃ち出す武器らしい。

　ただし大きさは〝銃〟の比ではなく、普通の兵士が数人がかりでようやく運べるほどのサイズだ。

「ここを突破されれば、我らが女帝の神聖なる御み城しろに、不浄な魔物の侵入を許してしまうッ！　出し惜しみはせぬぞッ！」

「し、しかし将軍っ……あの魔導砲ですら、通じなかった相手っ！　果たして、ただの大砲が効きますでしょうか……っ？」

「案ずるな！　魔導砲は初めての実戦投入だった！　恐らく照準を誤り、外してしまっただけだ……ッ！」

「なるほどっ……」

「ノーライフキングは我らの手で討つぞッ！　──全門、砲撃開始ぃぃぃッ！」

　軍勢の指揮官と思おぼしき男が声を張り上げた次の瞬間だった。直径ニ十センチはあろうかという鉄塊が次々と放たれ、すべて俺目がけて飛んできた。

　ドドドドドドドドドドッ!!

　そのうち何発かが俺の身体に直撃した。

「「「やったか!?」」」

　いや、やってないぞ？

　もちろん無傷だ。予想以上の衝撃で吹き飛ばされそうにはなったが、少し足を踏ん張れば余裕で耐えることができた。あの最初の魔力光線と比べれば大したことない。

「た、大砲が……」

「今、間違いなく当たったはずだよな……？」

「は、早く次弾を装塡して──」

「そんな時間はないッ！　あの部隊を出撃させよッ!!」

　ズンズンズンズンッ！

　急に轟ごう音おんとともに地面が揺れ始めたかと思うと、兵士たちが左右に割れて道を空けた。

「何だ、あれは……？」

　軍勢の奥から現れたのは、身の丈三メートルを超す巨大な人型の鉄塊だった。

　二本の腕が手にしているのは、馬でも簡単に両断できそうなほどの大剣である。

　……ゴーレム？　いや、動く鎧リビングアーマーか……？

　だがよく見ると中に人が乗っている。

「魔導兵部隊、突撃ぃぃぃぃぃぃぃッ！　一気に叩たたき潰せッッッッッッ!!」

　二十を超える人型の鉄塊が猛スピードで迫ってきた。

「邪魔をするな……っ！」

　俺はそのまま真っ直ぐ突っ込んでいった。すぐに最初の一体と正面から激突する。

　ドガアアアアアアアアアンッ!!

「「「魔導兵がっ、ふっ飛ばされたああああああああああっ!?」」」

　巨体は宙を舞い、隊列の中へと落下。

　さらに俺は続く人型鉄塊たちをも弾はじき飛ばし、ついには隊列の先頭へと到達する。

「「「ひいいいいっ!?」」」

　兵士たちは戦意を失ったらしく、俺が近づいただけで倒れてしまう。

　先ほどの人型鉄塊によって開いた道を走り抜けると、閉じられた巨大な門扉が現れる。

　だがそれに近づこうとしたところ、何かに激突してしまった。

「……？」

　目には見えないが、どうやら何かが行方を阻んでいるらしい。

　恐らく結界の類だろう。

「あ、あの結界は容易には破れぬッ！　絶対に城内に入れてはならぬぞッ！　今のうちに全軍で奴やつを討てぇぇぇぇッ！」

「「「お、おおおおおおっ！」」」

　指揮官が叱しっ咤たし、兵士たちが辛うじて戦意を取り戻す。死を覚悟したオーガのような形相で躍りかかってきた。

「おらっ！」

　パリイイイイイイインッ！

　しかし拳を叩き込むと、あっさり結界が割れてしまった。

「「「何いいいいいいいいいいっ!?」」」

　目を剝むく彼らを後しり目めに、分厚い門もん扉ぴを蹴り破る。

　そうして俺は城内に侵入したのだった。





◇　◇　◇






「城門が破られましたぁぁぁっ！」

「な、何ぢゃとぉ……っ!?」

　伝令兵からの報告に、女帝は思わず叫んだ。

　だがこれはまだ悪夢の序章に過ぎなかった。それから続々と最悪な報告が飛び込んできたのである。

「だ、第一軍を突破されました……ッ！　そのまま真っ直ぐに御城に向かってきていますッ！」

「ノーライフキングっ、ただ今アルメイ通りを通過……っ！」

「第二軍っ、足止めできずに突破を許してしまったようですッ！」

「ミーデリア通りを通過されましたぁぁぁっ！」

「だっ、第三軍っ……抜けられましたっ！」

「ええいっ！　何をやっておるのぢゃっ!?　たかがアンデッド一匹ッ！　なぜ誰も止めることができぬっ!?」

　さすがの女帝も顔を歪ゆがめ、もはや配下を怒鳴ることしかできない。

「お、王宮前広場への侵入を許してしまいました……ッ！」

　気が付けば、もう目と鼻の先へと災厄が近づいてきていた。

「ま、魔導兵部隊ぢゃっ！　あれをすべて投入せよ……っ！」

　縋すがるように命じたのは、帝国が誇る魔導兵部隊の出動だ。

　魔導兵というのは、兵士が乗り込んで操縦できるよう開発された人型の兵器で、魔導砲と並ぶ帝国の秘密兵器である。

　その強さは単機でドラゴンを倒せるほど。まだ試作段階で数は少ないが、将来的には大量生産するつもりだった。

「も、もちろん、すでにそのつもりで準備しておりますっ！」

　と、そこへ新たな伝令が駆け込んできた。

「ま、魔導兵部隊っ……全滅……っ！　さらにっ……け、結界が破られ……っ！　じょ、城内への侵入を許しましたぁぁぁっ！」

　絶望的な報告を耳にした女帝はふらふらと後あと退ずさり、倒れ込むように玉座へと座り込んだ。

「う、噓うそ、ぢゃ……わらわの帝国が……たった一匹のアンデッドに……」

　唇を震わせ、譫言うわごとのように呟つぶやく女帝。

　その様子に、捕らわれの聖騎士少女は勝利を確信して声をかけた。

「すぐに降伏するべきだろう。こちらから攻撃をしなければ、奴がこの城の者たちに危害を加えることはないはずだ」

「……くくく、はははっ！　はははははははっ！」

「っ……何がおかしい？」

　いきなり笑い出した女帝に、この結果を受け入れられずに精神が崩壊してしまったのではと訝いぶかしむリミュル。

　だが女帝は思いのほか落ち着き払った態度で、じろりと彼女を睨にらみつけた。

「わらわを誰だと思っておるのぢゃ？　己の魔法の力一つで上り詰め、この帝都を支配しておるのが、このわらわであるぞ？　確かにこの城まで入り込まれたのは予想外ではあったが、所詮はアンデッド一匹、わらわ一人おれば十分ぢゃ」

　ただの強がり……のようには見えない。

「すでに奴を倒す準備はできておる。くくく、ノーライフキングめ、いつでも来るがよいわ」

　リミュルが嫌な予感を覚えたそのとき、下の方から轟音が響き、建物が激しく揺れた。一度だけではない。二度、三度とそれが続き、さらには段々と近づいてくる。

「ま、まさか……床を……」

　ドゴオオオオオオンッ!!

　突然、玉座の間の地面が破裂した。噴水のごとく四散した建材とともに、白い髪と赤い目の青年が飛び出してくる。

「「「の、ノーライフキング……っ!?」」」

　この場に集う近臣たちが悲鳴を上げる中、女帝は嬉き々きとして叫ぶのだった。

「くははははっ、来おったな！　ノーライフキングよ！」
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「どっちに行けばいいんだ……？」

　侵入したはいいが、これだけ巨大な城だ。女帝の居場所を探し当てるのは容易ではない。

　誰かに話を聞くか……？

　すぐ目の前に青い顔で槍やりを構えている兵士たちがいるが……よし、勇気を出して声をかけてみるとしよう。

「……おい」

「「「ひぃっ!?」」」

　ダメだ。怯おびえ切っていて会話になりそうにない。

　っ、そうだ。考えてみたら国のトップは高いところにいると相場が決まっている。

　外から見たら中心にめちゃくちゃ高い塔があったよな。あそこにいるんじゃないか。

　というわけで、まずはその塔へと向かうことにしたのだが……。

「まるで迷路だな……」

　城内の構造が複雑すぎて、なかなか辿たどり着くことができない。段々と自分が今どこにいるのか分からなくなってきた。

　そこで俺は妙案を思いつく。

「……別に壁を破壊しても問題ないよな、うん」

　ドゴンッ！

　ちょうど行く手を阻はばむ壁があったので、蹴って穴を開けてやった。うん、これなら自分が進みたい方向に進むことができるぞ。

　そうして前進を続けた俺は、ようやく目標の塔に辿り着いた。

「き、来たぞ……っ!?」

「上には絶対に行かせるな……っ！」

「我ら近この衛え兵へいの力を見せてやれ……っ！」

　すると塔内にいたのは、明らかに華美な装備を身に付けた兵士たちだ。確か君主やその一族を警備しているのが近衛兵だったっけ。やはり女帝はこの塔の上にいるらしい。

「ここもショートカットさせてもらおう」

　俺は地面を蹴り、真上に跳躍した。

「「「え？」」」

　啞あ然ぜんとする近衛兵たちを後目に天井をぶち抜くと、一つ上の階へ。

「……ここじゃなさそうだな」

　俺は再びジャンプすると、さらに上の階へと移動した。

　そうして天井と床をぶち破ること数度。ついにこれまでとは雰囲気の違う部屋に出た。

　一つの階層の大部分を使った広さで、この世の贅ぜいを極めたかのような豪ごう華か絢けん爛らんぶりだ。

　その奥には金銀財宝を散りばめた玉座が置かれ、そこにこれまた贅沢な装飾を施した衣装を身に付ける美女が腰かけていた。

　頭に王冠らしきものを被かぶっており、どうやら彼女がこの国に君臨している女帝らしい。

「くははははっ、来おったな！　ノーライフキングよ！」

　俺の顔を見るなり、彼女はなぜか嬉うれしそうに叫んだ。

　珍しい反応だ。他にも何人かいるが、誰もが顔を真っ青にして震えている中、彼女だけが悠然と構えている。

　と、そこで俺は探していた人物を発見した。

「……あ」

　女帝の玉座からそう遠くない場所。そこに手足を拘束された状態で椅子に座らされていたのは、攫さらわれた聖騎士少女だった。

「気を付けろ！　女帝が何かしてくるぞ！」

　彼女がそう注意を促してくる。

「くくくっ！　もう遅いわ！　すでに魔法は完成しておる！」

　直後、俺の足元から猛烈な光が弾はじけた。見ると、そこに異常なほど複雑な魔法陣が描かれている。

「これで終わりぢゃ、ノーライフキング。アンデッドらしく、永遠に地の底に捕らわれるがよいわ！　強制長距離転移魔法──〝フォールアビス〟……ッッッ!!」

「っ？」

　グシャッ!!

　一瞬で視界が真っ暗になったかと思うと、全方向からの凄すさまじい圧により身体からだが潰れた。

　何が、起こった……？
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　女帝が魔法を放った直後、ノーライフキングの姿が搔かき消えていた。

「き、消えた……？　……いや、たとえ身体を消滅させられたところで、そこからでも復活するのが奴やつだ。実際、タナ王国で私は一度それを見ている」

　完全な無から元の姿を取り戻してしまったときのことを、リミュルははっきりと覚えていた。

　だが女帝は彼女の考えを一蹴する。

「消滅？　くくく、わらわが使ったのはそんな魔法ではない」

「っ？」

「奴を強制的にこの場から転移させてやったのぢゃよ！　無論、飛ばした先は地上などではない！　数千メートルもの遥はるか地下ぢゃ！」

「なっ……」

「数千メートルに及ぶ大地の重みに押し潰され、今頃はぐちゃぐちゃになっておるところぢゃろう。なぁに、アンデッドならばそれくらいで死にはせぬぢゃろう。しかし脱出することなど絶対に不可能！　つまりこれから奴は永遠に地の底に捕らわれ続けることになるのぢゃよ！　くははははははっ！」

「そん、な……」

　女帝の勝ち誇ったような哄こう笑しょうが意味するところを理解し、リミュルは絶句してしまう。

　地下数千メートルという天然の牢ろう獄ごく。そこから逃げることもできず、かといって死ぬこともできず、あの白髪の青年は終わることのない苦しみを、これから永久に味わい続けなければならないのだ。

　アンデッドと化してダンジョンで何十年、何百年も彷徨さまよい続け、だからこそ彼はずっと「安らぎの死」を求めてきた。

　なのに、その終着地点がこれでは、あまりにも悲劇的ではないか。

「わ、私のせいで……」

「む？　なんぢゃ？　そなた、悲しんでおるのか？　くくくっ！　これは面白いのう！　聖騎士ともあろう者が、アンデッドのことで胸を痛めるとは！」

　呵か々か大たい笑しょうする女帝。

　しかしそのときだった。ズズズズズズズズ……。

「……む？　地震かの？」

　微かすかに建物が揺れた感覚があった。この辺りは地盤が強く、地震は滅多に起こらないはずだが、それでもまったくないわけではない。

　ズズズズズズズズズズズズズゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

「またぢゃ。今度は長いの」

　いったん収まったかと思いきや、再びの地震。

　だがそれだけでは終わらなかった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴンゴンゴンゴンゴンゴンゴンゴン……ッ!!

　段々と震動が長く、そして激しくなっていく。

　さらには下から突き上がってくるような衝撃が伴い、立っているのも辛つらいほどの揺れが彼女たちを襲った。

　しかもその衝撃は徐々に大きくなっていて。

「ま、待て……。この音、何かが地面を叩たたきながら、地上に近づいてきているようにも……まさか……い、いや、そんなはずはない！　そんなはずは……」

　ズゴオオオオオオオオオオンッ!!

「〜〜〜〜〜〜ッ!?」

　下層から凄まじい爆音。女帝は恐る恐る、先ほどノーライフキングが開けた穴から下を覗のぞき込んだ。

　穴は延々と続いていた。

　この城の一階をも貫いて、遥か地下深くへと──

　次の瞬間、何か白いものが穴の奥から飛び上がってきたかと思うと、彼女のいる謁見の間まで一気に姿を現す。

「の、の、の、ノーライフキングぅぅぅぅぅ〜〜〜〜〜〜っ!?」
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　さすがにちょっと焦あせった。

　というのも女帝の魔法を喰くらった俺は、どうやら地面の奥深くに飛ばされてしまったらしい。

　──転移魔法。

　それも、相手を強制的に吹き飛ばすタイプのものだろう。

　空間系の魔法の一種だが、その難易度の高さから使える者など世界でも数えるほどしかいないと言われている。まさかそれを女帝が使ってくるとは思ってもみなかった。

　地中に転移させられた俺は、凄まじい圧力で身体を潰され、完全にそこに閉じ込められてしまった。

　このままでは永遠に地の底だ。しかも死ぬこともできない俺は、意識を保ったままここに居続けなければならなくなってしまう。

　それは絶対に御免だと、辛かろうじて再生した腕で必死になって動こうとした。だが最初はビクともしなかった。

　周囲は土というより完全に岩だった。ほとんど巨大な岩の中に閉じ込められたようなものだろう。雷らい轟ごう竜りゅうの体内に飛び込んだときより、遥かに難しい状況だ。

　それでも懸命に身を捩よじったりしていると、段々とスペースが生まれてきて、徐々に動けるようになっていく。

　そうなればこちらのものだ。

　地面を殴れるようになれば、後は強引に岩盤を砕きながら地上に向かって突き進んでいくことができた。

　ついには城の一階の床をぶち破って、女帝の元へと舞い戻ってきたのである。

「の、の、の、ノーライフキングぅぅぅぅぅ〜〜〜〜〜〜っ!?」

　女帝が俺の顔を見るなり、悲鳴のような甲高い声で叫んだ。

「ば、馬鹿な!?　確かに、地下深くに転移させたはずぢゃっ！」

　顔面は蒼そう白はくで、化粧が崩れそうなほどに歪ゆがんでいる。

　完全に怯おびえ切っているが、また先ほどの魔法を使われたら厄介だ。一刻も早く無力化させる必要があるだろう。

「こ、こっちに来るでないっ！」

「っと！」

　魔法が放たれるのを察知し、俺は咄とっ嗟さに横転していた。

　お陰で先ほどと同じ目に遭うことは免まぬがれたものの、右腕が消失してしまう。

　どうやら完全には躱かわし切れなかったらしい。まぁ、これくらいならすぐに生えてくるだろう。

　バゴンッ!!

「って、戻ってきた」

　その右腕が、壁を突き破って真まっ直すぐ俺のところへ帰ってくる。そのまま何事もなかったように元通りになってしまった。

　……なるほど、こういう場合は一から生えてくるんじゃなくて、こんな風にくっ付くわけか。

「ひいいいっ……あ、あり得ぬ……っ！　そんな再生力は……っ！」

　女帝は今にも玉座からずり落ちそうになっている。

「こ、近この衛え兵へいはどこに行ったのぢゃっ！　早くわらわを護まもらぬか……っ！　──おいっ、貴様ら何をしておるっ！　まさかわらわを置いて逃げるつもりか……っ！」

　部屋にいた文官たちが這ほう這ほうの体で逃げ出そうとしていることに気づいて、彼女は声を荒らげた。

「わ、我々は戦えませぬので……っ！」

「お、お赦ゆるしをおおおっ！」

　だが彼らは女帝を残して扉の向こうに消えていってしまう。

　……まぁ別に追いかける必要はないだろう。

　俺はそう判断し、配下に裏切られて一人になった女帝に近づいていく。

　相手は女であるが、岩盤を破壊して地下を掘り進めるという豪快なことをやったテンションが味方してか、躊ちゅう躇ちょすることはなかった。

「こ、こ、こっちに来るでないっ……わ、わらわを、誰だと思っておるのぢゃっ!?　クランゼール帝国の女帝……で、デオドラ゠クランゼールであるぞっ……？」

「うるせぇ」

「っぃ……」

　この状況で何やら偉そうなことを喚わめき出した女帝だったが、俺がひと睨にらみするだけで喉が詰まったように押し黙った。

　そして今度は涙を流しながら命乞いを始める。

「い、命だけはっ……た、たしゅけてっ……」

　……いや、別に殺す気はないんだけどな。

　まずは無力化し、それからなぜ聖騎士少女を攫さらったのかを聞き出したいだけだ。

　ポタポタポタ……。ん、玉座から水滴が……？

　どうやら女帝は漏らしてしまったらしい。

　……うーん、ダメだな。ちょっと怯えさせ過ぎたかもしれん。

　別に危害を加えるつもりはないのだと、俺は笑顔を作ってアピールすることにした。

　にこっ。

「ひいいいいいいい〜〜〜〜ッ!?」

　……。

「何で俺が笑顔になると皆みんなこんな反応になるんだろう……」

「……貴様、もしかしてそれが笑顔のつもりなのか？」

「え？」

　聖騎士少女から指摘されてしまう。

「威嚇しているようにしか見えないぞ……」

「……マジで？　ちゃんと歯を見せて笑っているつもりだが……」

「マジだ。貴様のは歯を見せているというより、歯茎を剝むき出しにしている感じだ……さながら牙を剝く獣のようにな」

　そんな馬鹿な……。昔、歯を見せれば笑った顔に見えると聞いたことがあるので、忠実にやっていたのに……それが逆効果だったなんて……。

「ん？」

　気づけば女帝は白目を剝き、泡を吹いていた。

「……おーい」

　声をかけても返事はない。どうやら気絶してしまったようだ。

　いや──ちょ、ちょっと待て。こいつ、息をしていない……？

　耳を澄ませて心音を探ってみるが……し、心臓が止まっているっ!?

　まさか、恐怖のあまり死んでしまったのか……？

「……どうしたんだ？」

「ななな、何でもないっ！　何でもないぞっ！」

　ドドドドドドッ！

「「「陛下ぁぁぁっ！」」」

　そのとき悲壮な声と大勢の足音が聞こえてきた。先ほど女帝が口にしていた近衛兵だろうか。

　……やばいな。このままだと、間違いなく俺が女帝を殺してしまった犯人にされてしまいかねない……。

　頼むから、生き返ってくれ……っ！

　って、そんなこと願ったところでどうしようもない。

　俺はこの場から逃げ出すことにした。いや、その前に聖騎士少女を助けないと。

「大丈夫か……っ？」

「……見ての通りだ」

　確かに見たところ外傷はなさそうで、ひとまずホッとする。

「すまない。私が捕まったばかりに……」

「いや、気にするな……無事だっただけで十分だ」

　拘束を無理やり引き千切ってやる。……外の足音は近い。

「とにかく、早くここから出るぞ！」

「ちょっ!?」

　俺は聖騎士少女を抱え上げた。彼女が何か言いかけたが、今はそれどころではない。例のごとく壁をぶち破って外へ。

「飛ぶぞ」

「……は？」

　そこから──地上五十メートルを超える高さから──全力で跳躍した。

「あああああああああああああっ!?」

　聖騎士少女の悲鳴が轟とどろく中、遠くに見える城壁に向かって大空を飛ひ翔しょうする。

「ななな、何をしているんだっ？」

「こ、このまま一気に、都市を脱出する……っ！」

「無茶過ぎるだろうっ!?」

　聖騎士少女が必死にしがみついてくる。普段の俺なら赤面して気持ち悪いくらいアタフタするだろうが、今はそれどころではなかった。

　こ、怖ええええっ!?

　俺にだってこの高さは怖いのだ。生前だったら絶対に死んでいるだろう。

　だが大勢の兵士たちが包囲する中、聖騎士少女を連れてこの都市から脱出するには、これが最も早くて安全な方法に違いない。

　やがて城壁を飛び越え、凄すさまじい衝撃とともにようやく地面に着地する。

　聖騎士少女を下ろした直後、二人そろってへなへなとその場にへたり込んだ。

「し、死ぬかと思ったぞ……」

「俺も……」

「いや、貴様はすでに死んでいるだろう……」











エピローグ









「えっ？　じゃあ、あの女が俺を誘い出すために……？」

「ああ、そうだ。女帝は大カタス災トロ厄フィ・級クラスとも目されるノーライフキングを討伐することで、帝国の威信を世界中に知らしめようとしたようだ」

　聖騎士少女から、あの女帝の目もく論ろ見みを聞かされて、俺は頰を引き攣つらせた。

「ということは、俺のせいで拉致されたってことじゃないか……」

　まるで敵国に捕らえられていたお姫様を救い出した英雄のようだ──なんて密ひそかに思っていた自分が恥ずかしい。

　まさか彼女が攫われた原因が、そもそも俺だったなんて……。

　だからあの黒装束たち、わざわざ俺に目的地を教えて来ていたのか。おかしいなと思ってはいたが、俺が本命だというのなら納得がいく。

「気にしなくていい。別に貴様が悪いわけではないのだからな」

「そうかもしれないけど……迷惑をかけてしまったし……」

「……ちゃんと助け出してくれたのだから、それで十分だ」

　どうやら気にしていないようだ。まだ若いのになんて懐ふところが深いんだ……。

　俺が尊敬の眼まな差ざしを向けていると、なぜか目をそらされてしまった。

「そ、そんなことよりっ……改めて確認するが、これから聖教国に向かうということでいいんだな？」

「ああ、もちろん。何から何まで悪いが……」

「気にするな。アンデッドを浄化するのは聖騎士としての使命だ。……ここまで当人が乗り気なケースは初めてだがな」

　というわけで、少し道草を食ってしまったものの、俺たちは彼女の故郷でもある聖教国へ向かうことにしたのだった。ちゃんと死ねればいいんだが……。

「だが……貴様は……本当に、それでいいのか……？」

「？」

「い、いや、何でもない」

　聖騎士少女が何か言いたげな顔をしながら首を振った、まさにそのときである。




【──進化条件『三体以上のレベル１００超アンデッドの眷けん属ぞく化』および『人口十万人以上の領地支配』の達成を確認しました】

【──すべての進化条件を満たしたため、現在の種族〈不死皇帝デス・エンペラー〉から、上位種族へと進化します】

【──所要時間およそ１２３４分52秒】




　……あれ？　急に視界が暗く……。

「む、どうした？　お、おい、大丈夫か!?」

　聖騎士少女の叫ぶ声を遠くに聞きながら、俺は意識を失ってしまったのだった。





◇　◇　◇






「「「へ、陛下ぁぁぁっ！」」」

　ジオンとリミュルが城を脱出した直後、近この衛え兵へいたちが玉座の間に駆け込んできた。

　彼らが見たのは、玉座の上でぐったりしている君主の姿だ。

　近づいていくと、白目を剝き、口からは泡を吹いていた。玉座の下には小さな水みず溜たまりができており、そこからツンとした匂いが漂ってきている。

「「「陛下……」」」

　この国に神のごとく君臨していた女帝の醜態に、彼らは絶句してしまう。

　それでもすぐに近くに駆け寄り、安否を確認した。

「外傷はない……だが……い、息を、されていない……」

「何だとっ!?」

　見たところ無傷だ。しかし呼吸をしておらず、彼らは慌てて心音を調べる。

「心臓が……う、動いていない……」

「ち、治癒魔法だっ！　治癒魔法を急げぇぇぇっ！」

　医療兵が即座に治癒魔法を施し始めた。だがどんなに高度な治癒魔法であろうと、死者を蘇そ生せいすることはできない。

「だ、ダメです……陛下は、もう……」

「そんな……っ!?」

　誰も予期してなかった女帝の最さい期ごに、皆が絶望した、そのときだった。

「う……」

「へ、陛下っ!?」

　突然、女帝が微かすかな呻うめき声を漏らしたのだ。やがてゆっくりとその瞼まぶたを開く。

「……わ、わらわは一体……？」

　おおおっ！　と歓声が上がった。

「陛下が生きてらっしゃったぞ！」

「よかった……」

「誰だ！　心臓が動いていないと言ったのは！」

　安あん堵どの息を吐く近衛兵たち。そんな中、先ほど女帝の容態を確かめた者たちだけは、信じられないとばかりに目を見開いていた。

「ど、どういうことだ……？」

「確かに、心臓は止まっていたはず……」

　一方、女帝デオドラも、自らの身体からだに起こった異変に気が付いていた。

（なんぢゃ……？　身体から……やけに力が溢あふれてくる……？　それに……）

　女帝は自分の胸に手を当ててみる。

　だが絶対にあるはずの心臓の鼓動が、まるで感じられない。

（心臓が動いておらぬ……っ!?　で、では、わらわはなぜ、生きておるのぢゃ……っ？　まさか、夢でも見ておるのか……っ？）

　困惑の極致に至った彼女の耳に、近衛兵たちの言葉が飛び込んでくる。

「それにしてもノーライフキングめ……っ！　絶対に許さんぞ……っ！」

　ノーライフキングという言葉に反応し、女帝はビクリと身体を震わせた。

（そ、そうぢゃ……わらわは……）

　ようやく意識を失う前の記憶が蘇よみがえってきたのだ。

　同時に湧き上がってくるのは、恐怖の感情──ではなかった。

（なんぢゃ、この気持ちは……？　あやつのことを考えるだけで、まるで心が満たされるようぢゃ……）

　前帝の娘としてこの国に生まれ、幼い頃から未来の女帝として育てられてきた彼女には、破格の才能があった。

　それゆえ誰かを慕ったことなど一度もない。父である前帝ですら、彼女からすれば小者に見えたほどだ。

　あらゆる存在が、自分の前では格下で矮わい小しょう。もちろん異性に対して恋心など抱くはずもない。

　それなのに。

（ノーライフキング……そなたは……）

　彼女自身にも理由は分からない。しかし、あのアンデッドのことを想おもうと、今まで感じたことのない気持ちが込み上がってくるのである。

「だ、だが、あんな化け物、一体どうすれば……」

「どんな相手だろうが関係あるか！」

「そうだ！　このままでは我が国の威信に関わる！　必ず奴やつを討たねば──」




「ならぬッ！」




　気づけば声を荒らげていた。

「っ!?」

「へ、陛下……っ？」

　啞あ然ぜんとする配下たちに、女帝は有無を言わさぬ口調で訴える。

「あの方を討つなど、そんな不敬はわらわが許さぬぞ！」

　あの方？　不敬……？

　陛下は一体何をおっしゃっているのだと、誰もが強い疑問を抱く。

　そんな配下たちを余よ所そに、女帝はノーライフキングが去った方角をうっとりと見つめる。

（わらわはそなた様のしもべ……当然この帝国もそなた様のものぢゃ……）

　女帝がノーライフキングを神と崇あがめる独自の宗教を生み出し、それどころか国教に定めると宣言して全帝国民を戦慄させたのは、それから間もなくのことであった。





◇　◇　◇






【──３、２、１、０……種族進化が完了しました】

【──現在の種族は〈不死亜神デス・デミゴッド〉です】




「……？　ここは……」

　目を覚ますと、俺は粗末なベッドの上に寝ていた。

「やっと起きたか。アンデッドのくせに随分と寝坊だな」

　頭上から降ってくる呆あきれ声。そこにいたのは栗くり色いろの髪の少女だ。

「聖騎士少女……？　あれ？　俺、何をしていたんだ……？」

「覚えていないのか？　まったく、大変だったんだぞ。貴様が突然、意識を失ったんだからな」

「そう言えば、そんなことがあったような……」

「顔を叩たたいても殴ってもまるで目を覚ます気配がないから、お陰で私がここまで運んでくる羽目になったんだ」

　どうやらここはあの廃はい墟きょの都市らしい。

「どれくらい寝てたんだ？」

「ほぼ丸一日だぞ。アンデッドには睡眠など必要ないんじゃなかったのか？」

「そのはずだが……」

　そう言えば、以前も似たようなことがあった気がする。森の中で急に寝てしまったのだ。

　そして目を覚ましたときには、全身から力が溢れているような感覚に──ちょっと待て、今もそれと同じ……いやいや、きっと気のせいだ、気のせい。

「あ、白いお兄ちゃん！　起きたんだ！」

　そこへあの兄きょう妹だいの妹の方が元気よく部屋に入ってくる。遅れて兄の方も姿を見せた。

「おい、邪魔するなって。お楽しみ中なんだからよ」

「？　お兄ちゃん、お楽しみって何のこと？」

「ははっ、秘密だよ、秘密」

「えー、何でさー？」

「お前にはまだ早いからな」

「いいもん！　お姉ちゃんに教えてもらうから！」

「ちょ、ちょっと待て！　私に訊きくな！　というか、そもそも何もやましいことなどしていない！」

　子供にからかわれて、聖騎士少女は顔を真っ赤にする。

　誤魔化すように一つ咳せき払ばらいしてから、彼女は話題を変えるように切り出した。

「……それはそうと、こいつもどうにか目を覚ましたことだし、私たちはそろそろ行かなければならない。明日の朝には出発するつもりだ」

「えー？　やだよ！　もっと一緒にいようよ！」

「こら、聞き分けのないこと言うなって。兄ちゃんたちにも色々と事情があるんだよ」

　妹の方が駄々をこねだし、それを兄が咎とがめる。コミュ障の俺はやり取りをただ聞いているだけだ。

「うー、じゃあ、また遊びに来てよ！」

「ああ、分かった。機会があればまた来る」

「白いお兄ちゃんもね！」

「……」

　こくり、と頷うなずいてはみたが、生あい憎にくと永遠にその機会は訪れないだろう。

　なぜなら俺はこれから聖騎士少女とともに聖教国とやらに赴き、そこで浄化してもらうのだから。

　……そうでなくとも、人見知りの俺がわざわざ会いに来るなんてあり得ないけれどな。




　翌朝、子供たちに別れを告げた俺たちは、ひとまずロマーナ王国へ向かうことになった。

　ロマーナ王国というのは、どうやら俺が最初に訪れた国らしい。

「ロマーナであれば聖教国への移動手段も多いからな。それに……」

「……それに？」

「貴様に会わせたい方がいるんだ」

　そう言われて、俺は顔を顰しかめる。コミュ障にとって、誰かと会うというのはそれだけで非常に精神を擦り減らすことなのである。

「殺しても死なないアンデッドだろうに、何を怖おそれることがあるんだ」

「……確かに肉体は強くなったかもしれないが……メンタルの方はそうはいかないんだよ……」

「心配するな。貴様も一度、会ったことがある人物だ」

「……一度会ったことがあるからって、気持ちが楽になると思ったら大間違いだぞ？」

　一度どころか、たとえ何度も会っていても、その度に緊張してしまうのがコミュ障の悲しい性さがなのだ。

「まったく、難儀なアンデッドだな」

　呆れたように息を吐く聖騎士少女。……俺は生前からこうなんだが。

「聖騎士少女は……」

「リミュルだ」

「え？」

「私の名前だ。思い返してみれば、ちゃんと名乗っていなかったからな。そんな長ったらしい呼び方だと面倒だろう」

　……つまり、今後は俺に名前で呼べと？

　無理無理無理っ！　女子を名前で呼ぶなんて、コミュ障の俺にはハードルが高すぎる。

「まさか、名前で呼ぶのは恥ずかしいとか、子供みたいなこと言わないだろうな？」

「……」

「図星か……。ふん、まぁ、別に貴様の好きにすればいい。それより……私も教えたんだ。貴様も教えるのが筋というものだろう？」

「あ……。ええと……俺は……ジオン、だ」

「ふん、ジオンか。なかなか悪くない名前を持っているじゃないか。ならば、これからはそちらで呼ばせてもらうぞ、ジオン。さすがに道中、貴様のことを『ノーライフキング』などと呼ぶわけにはいかないからな」

　平然と俺の名を呼んでくる聖騎士少女──いや、り、り、り……リミュル。

　うああああああああああああああああああああああっ！

　心の中で呼ぶだけでもダメだった。恥ずかしくて悶もだえ死にそうになる。死ねないけど。

　やっぱり俺には無理だな、うん。今後も聖騎士少女にしておこう。

「では、行くぞ、ジオン」

「〜〜〜〜っ！」

　ていうか、呼ばれるのだって恥ずかしい……っ！

　そしてよくよく考えてみたら、俺は今から女子と一緒に旅をしようとしているのだ。当然ながら過去にそんな経験は一度もない。

　デートすらしたことないのに……二人きりで旅とか……無理じゃね……？

　こんな調子で、果たして聖教国まで無事に辿たどり着けるのか。前途多難な先行きに、端はなから不安でいっぱいになる俺だった。
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　こんにちは。作者の九く頭ず七しち尾おです。

　そしてお待たせしました。お陰様で、こうして『ただの屍しかばねのようだと言いわれて幾いく星せい霜そう、気きづいたら最さい強きょうのアンデッドになってた』（タイトル長い……）の第２巻となる本作を出すことができました。本当にありがとうございます。




　今巻でも順調にコミュ障ぶりを発揮しているジオンですが、ついにこの作品のメインヒロインであるリミュルとは、まともに会話ができるようになりました。

　このまま彼はコミュ障を卒業してしまうのか……？　と思われた読者の皆様、ご安心ください。

　永　遠　に　卒　業　で　き　ま　せ　ん　涙

　コミュ障はちょっとやそっとでは治らないのですよ……（経験談）

　ましてやジオンは筋金入りですからね。彼のコミュ障は、アンデッドのごとく永久に不滅なのです。

　そんな身も蓋もないことを言いつつ、きっと彼も最後には幸せになってくれる……といいなぁ……。




　それでは謝辞です。

　前巻に引き続き、今巻でもイラストをご担当くださったチワワ丸まるさま、またまた素晴らしいイラストをありがとうございます。相変わらず表紙がめちゃくちゃカッコいいです！

　また、担当さんをはじめとして、ファンタジア文庫編集部の皆様、および出版に当たりご尽力いただいた関係者の皆様、本当にお世話になりました。




　えー、そして、前巻で秋ごろ開始予定とお知らせしていたコミカライズですが……。

　予定より少し遅くなりましたが、ついに今月から連載が開始しました！

　こちらもぜひよろしくお願いします。




　ありがとうございました。


九頭七尾
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